
 

フラワーランド より東方面を撮影 



 この本を勉強する皆さんへ 

  みなさんは、今まで、生活科の学習
がくしゅう

で、学校のまわりの自然やまちの様子を勉強してきました

ね。 

 ３・４年生の社会科では、みなさんの住んでいる上富良野町を中心に、まちの様子
よ う す

、商店
しょうてん

や農業
のうぎょう

、 

健康
けんこう

や安全
あんぜん

を守る人々の活動、昔のこと、ほかの地いきとのつながりなどを学びます。 

 この本を活用して、身近
み ぢ か

な地いきを見つめる目を養
やしな

い、いろいろな資料
し り ょ う

を利用する力をのばして

ください。 

 そして、上富良野町がもっとよいまちになるよう、みなさんもいっしょに考えてみましょう。 

 

 上富良野町教育委員会 

  

町 民 憲 章  
 

わたくしたちは、雄
ゆ う

峰
ほ う

、十勝
と か ち

岳
だ け

のふもと富良野
ふ ら の

平原
へ い げ ん

の 

母なる地、上冨良野町民であることに誇
ほ こ

りをもち、 

この憲章
けん し ょ う

をかかげて先人の偉業
い ぎ ょ う

を継
つ

ぎ、明るく豊かな 

郷土
き ょ う ど

をつくることにつとめましょう。 

 

一、正しい心と健やかな体で、希望
き ぼ う

に生きましょう。 

一、いたわりあって、楽しい家庭
か て い

をつくりましょう。 

一、決まりを守り、明るい社会をつくりましょう 。 

一、文化を高め、豊かな郷土をつくりましょう。 

一、勤労
き ん ろ う

をよろこび、自然の恵
めぐ

みに感謝
か ん し ゃ

しましょう。 

 

四季を通
つ う

じ緑あざやかな枝葉
え だ は

を絶
た

やさず熟年
じゅくねん

する樹林
じ ゅ り ん

は、雄
ゆ う

峰
ほ う

十勝岳の厳
きび

しい自

然の中でたくましく成長
せいちょう

し、その雄姿
ゆ う し

は風格
ふうかく

と威厳
い げ ん

さを誇ります。 

開基
か い き

以来
い ら い

、経
けい

済木
ざい も く

として住民の生活を潤
うるお

し、まちの発展
はって ん

向上
こうじょう

に役立っているとともに、上富良野

町の活気に満
み

ちた「まち」を象徴
しょうちょう

するにふさわしく、広く町民になじみの木です。 

７月半
なか

ばを過
す

ぎると真夏の陽光
よう こ う

をいっぱいにうけ、さわやかな 紫
むらさき

色の花を見事に咲
さ

かせます。そ

の新鮮
しんせん

な芳香
ほうこう

は十勝岳のふもと一面に漂
ただよ

います。 

かれんながらも高き理想
り そ う

と気品
き ひ ん

を誇
ほこ

るラベンダーは人の心をいやす、なごやかさがあり、人生に

希望と勇気を与えます。上富良野町の人
にん

情深
じょうぶか

さと温かい思いやりのあるまちを象徴
しょうちょう

するにふさわし

く、広く町民に親
した

しまれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町花〔ラベンダー〕 

町木〔アカエゾマツ〕 



 

 

 

 

 

１ もっと知りたい上富良野                      

     ⑴町たんけんにでかけよう 

     ⑵町めぐり・学習のまとめ 

２ 上富良野の人々の仕事とわたしたちのくらし     

     ⑴店で働く人と仕事 

     ⑵工場で働く人と仕事（せんたく） 

     ⑶農家の仕事（せんたく） 

 ３ 地域の安全を守る                          

     ⑴火事から町を守る 

     ⑵事故や事件からまちを守る 

４ わたしたちの町の歩み                      

     ⑴かわる道具とくらし 

     ⑵町のうつりかわり 

      

 

１ 広げてみよう町から北海道へ                

     ⑴北海道の地図を広げて 

２ 健康なくらしとまちづくり                    

     ⑴ごみはどこへ  

     ⑵水はどこから（せんたく） 

３ 火山の噴火
ふ ん か

にそなえて                      

     ⑴泥流にのみこまれた町 

     ⑵十勝岳の噴火の歴史を調べよう 

     ⑶昔のよさを生かしたまちづくり 住民の命やくらしを守る 

４ 地域で受けつがれてきたもの                 

 

５ 昔から今へと続くまちづくり                     

     ⑴昔の上富良野 

     ⑵災害にうち勝った開たくだましい 

６ わたしたちの北海道のまちづくり                

     ⑴家具作りがさかんな地域 

     ⑵伝統的な産業がさかんな地域 

     ⑶昔のよさを生かしたまちづくり 

     ⑷自然を生かしたまちづくり 

     ⑸世界とつながる地域 

3年生 
 
 

４年生 
 
 

⑴、⑵のどちらかをせんたく 

⑶、⑷のどちらかをせんたく 

上富良野町のできごと＜年表＞ 
 

日の出展望台 



 

 

 

 

「ぼくたちが住
す

んでいる町は、どん 

   なところかな。」わたしたちは、２年生 

の「せいかつ」のたんけんや、これま 

でのくらしをふり返
か え

りながら、町でよ 

く行く場所
ば し ょ

や、おすすめの場所
ば し ょ

を、ク 

ラスのみんなにしょうかいすることにしました。町のようすを、さらにくわしく知るた 

めに、次のような学習をしてみましょう。 

                                     

●高いところから 

  町のどこに何があるのか、学校のまわりはどんな様子
よ う す

 

なのか、学校の屋上
おくじょう

から町をながめてかんさつすることに

しました。「あっちの方には、大きなたて物が見えるね。」

「むこうにあるたてものは何かな？」「あっちとかこっちとか

言われてもどこなのかわからないよ。」そこで、方位を使っ

て表すことにしました。また、方位を知る 

ために、方位じしんを使うことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●町たんけんにでかけよう 

       学校のまわりの様子をもっとよく知るために、たんけんに出かけることにしま 

した。そこで、白地図を見ながら、町たんけんの計画をたてることにしました。 

 

 

 

 

 

                       

 

 

もっと知りたい上富良野 
 

１

この時間の問い 
 

高いところから町を見
ると、どんなようすなの
だろう。 

(1)町たんけんにでかけよう 

活    動 
 
 

①学校の屋上や学校
周りの高いところ
から周りの様子を
見てみよう。 

 
 
②方向の表し方を知
ろう。 

 
③方位じしんの使い
かたを知ろう。 

 
 
④町の様子について
気づいたことを話
し合おう。 

 
 

 方位を知ると、大体の様子はわかるけど、見え

ないところの様子も知りたいね。 

↑①西の方のようす ↑②南の方のようす 

○東西南北（四方位）などの

方位を調べるための道具で

す。 

○色のついたはりの先を北に

合わせます。 

 
方位じしんの使い方 

 方位の見方 

○顔を北に向けると、右手が

東、左手が西、せなかが南に

なります。 

 

 

西 東 

北 

南 

この時間の問い 

学校のまわりは、どの

ような様子
よ う す

なのだろ

う。 

活    動 
 
 

①調べる場所をきめ
よう。 

 
②たんけんのやくそく
を話し合おう。 

 
 
③調べ方をそうだん
しよう。 

↑西小学校のまわりの白地図 ↑上富良野町の白地図 

 学校によって、まわりの様子は

ずいぶんちがうようだね。 

 じっさいにいろいろ歩いてしら

べてみたいね。 

この単元の学び 
学校の周りの様子を調べ、わかりやすく地図
にまとめてみよう。 



この時間の問い 

地図からきづいたこと

を話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●絵地図をつくってみよう 

 自分たちで町をたんけんして調べたことやわかったことを、大きな地図にかきこん

で、町の様子がわかる絵地図をつくってみることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地図をさらにくわしく見よう 

  わたしたちは、絵地図をつくってみて地図をつくることのたいへんさを学びました。

そこである地図をみて話し合っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①見学すること、調べること 

 ・たてものや場所の様子（たてものやお店の名前など） 

 ・交通の様子（道のはば，駅やバスていなど） 

 ・土地の様子（おうちやお店がおおいところ，田やはたけがおおいとこ 

ろなど） 

②たんけんのやくそく 

 ・交通のきまりを守って行動
こ う ど う

しよう。 

 ・町の人にめいわくをかけないようにしよう。 

③調べ方 

 ・たてものの名前や土地の様子の色などを決めておき，地図にかきこ 

もう。 

 ・気になるところは写真
し ゃ し ん

をとろう。 

 絵地図のつくりかた（れい） 

 

①自分たちがたんけんしてきた道を大きな地図でかくにんする。 

②めじるしとなるたてものやお店をかく。 

③土地の様子のちがいをいろでぬりわける。 

（れい）・お店がおおいところ→あかいろ 

・おうちがおおいところ→きいろ 

・田やはたけなどがおおいところ→みどりいろ 

④たんけんで見つけたことや気づいたことを地図にかきこんだり、

ふせんにかいてはったりしよう。また、とってきた写真
し ゃ し ん

もはろう。 

 

この時間の問い 

調べたことを白地図

に書きいれるとどんな

絵地図ができるかな。 

活    動 
 
 

①たんけんシートを
かくにんしよう。 

 
②白地図に書きこむ
やくそくを決めよ
う。 
③やくそくをもとに、き
れいに絵地図をつ
くろう。 

 たんけんの計画
け い か く

をたてよう（れい） 

活    動 
 
 

①地図を見て気づい
たことを話し合う。 

 
②方位のかきかたを
しる。 

 
③きょりのものさしに
ついてしる。 

 
④地図記号について
しる。 

0 200ｍ 

１ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Japanese_Map_symbol_(Town_or_Village_Office).svg


 

 

     ①方位
ほ う い

 

       方位を記号であらわすと見やすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

     ②地図のものさし 

       地図は実際
じっさい

のきょりを縮
ちぢ

めてかかれています。実際
じっさい

のきょりをもとめる 

ときは、「地図のものさし」を使います。 

  ※地図によって、ものさしの種類がちがうので１めもりの大きさに気をつけよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ③地図記号 

      たてものの名前は地図記号を使って表すことによって、見やすい地図に 

することができます。 

よく使われる地図記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ほかにもたくさんの地図記号があるので、地図帳などで調べてみよう！ 

 

 

 

４方位 ８方位 

０ 100ｍ 

０ 200m 

となりのページにある地図のものさしの１めもりの大

きさをもとめてみよう！ 

２ 



この時間の問い 

上富良野町にあるた

てものについてしらべ

てみよう。 

 

●たてものに注目
ちゅうもく

して 

  地図などから、上富良野にあるたてものについて調べて、どんなたてものがあるの

か話し合ってみましょう。 

上富良野町にあるたてもの（れい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校ややくば、公園、交番など、みんなのためにつくられたばしょやたてものを

公共
こうきょう

しせつといいます。 

ほかにもどんなたてものなどがあるのか、上富良野全体について調べてみること

にしました。 

 

 

 

 

 

 

旭川から富良野までの地図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し ょ う ぼう し ょ  上富良野小学校 

びょ う いん 
やく ば 

活    動 
 
 

①上富良野町にある
たてものを発表し
あう。 

 
②公共しせつについ
てしる。 

 
③上富良野町にある
公共しせつのはた
らきについてしる。 

家もたくさんあるけれど、上富良野町には公共しせつもあるん

だね。また、古くからたてられているたてものもあるんだね。 

 

こんどは上富良野町全体にはほかにどんなたてものがある

のか調べてみたいな。 

３ 

４ 



この時間の問い 

上富良野町全体につ

いて調べてみよう。 

 

 

①市がい地 

                    深山
み や ま

とうげを下ると、信号
しんごう

がありま 

す。信号を左に曲がると、草分
くさわけ

防災
ぼうさい

センターがあります。このあた

りは、上富良野の開拓
かいたく

がはじめられたところで、神社
じんじゃ

や開拓
かいたく

記念
き ね ん

館
かん

があります。 

さらに南にすすんでいくと、上富良野 

西小学校が見えてきます。 上富良野西 

小学校の近くには、たくさんの公営
こうえい

住宅
じゅうたく

 

がならび、西こども園
えん

もあります。 

さらに南にすすんで市がい地に入ると、たくさんの商店
しょうてん

が道路
ど う ろ

の両側
りょうがわ

ならんでい 

ます。また、農協
のうきょう

（ＪＡ）や信用
しんよう

金庫
き ん こ

などがあります。 

                      農協
のうきょう

（ＪＡ）の近くの信号
しんごう

を東に行くと、上富良野駅が見 

えてきます。このあたりには、農協
のうきょう

（ＪＡ）の倉庫
そ う こ

やタクシーの

り場
ば

・十勝
と か ち

岳
だけ

温泉
おんせん

行きのバスのり場があります。 

さきほどの道にもどり、さらに南にすすんでいくと踏切
ふみきり

が 

みえてきます。踏切
ふみきり

の手前には、図書館
と し ょ か ん

・公民館
こうみんかん

・わかば中央
ちゅうおう

保
ほ

育
いく

園
えん

・島津
し ま づ

公園
こうえん

など

があります。 

踏切
ふみきり

をわたると、郵便局
ゆうびんきょく

・ガソリンスタンドがならんでいます。 

さらにまっすぐすすんでいくと、交番
こうばん

がみえてきます。交番
こうばん

の前 

の十
じゅう

字
じ

路
ろ

で、北東に行くと、上富良野小学校があります。 

先ほどの信号を南西に行くと、町
まち

役場
や く ば

・消防
しょうぼう

署
し ょ

・町立
ちょうりつ

 

病院
びょういん

・保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

総
そう

合
ごう

センター「かみん」などがあります。 

交番
こうばん

の前の道をさらに南東にすす 

み、次の信号
しんごう

で南西の方に行くと、自衛隊
じ え い た い

の正門前
せいもんまえ

・島津
し ま づ

地区 

の水
すい

田
でん

があります。さらに南西にすすんでいくと、中富良野
な か ふ ら の

 

町
ちょう

や富
ふ

良野市
ら の し

へと続
つづ

いていきます。 

上富良野小学校のとなりにある上富良野神社
じんじゃ

は、たくさ 

んの木に囲
かこ

まれて春にはさくら・つつじがさき、夏には木か 

げをもとめる町の人たちの、いこいの場所になっています。 

上富良野神社のとなりには、上富良野中学校があります。神社
じんじゃ

と中学校のあいだ 

の道を南西にすすんでいくと、自衛隊
じ え い た い

の東門前
ひがしもんまえ

がみえてき 

ます。自衛隊
じ え い た い

の東門
ひがしもん

をすぎると、富原
とみはら

地区・東中
ひがしなか

地区の水田
すいでん

・ 

畑が広がっています。右の方には、 

かみふらの工房
こうぼう

の肉
にく

しょり工場やセメント工場があります。 

さらにまっすぐすすむと、東中
ひがしなか

地区の市がい地・中富良野

町の旭中
あさひなか

地区・富良野市の鳥
と り

沼
ぬま

へと続
つづ

いています。 

自衛隊
じ え い た い

の東門前
ひがしもんまえ

から、北東に行くと社会
しゃかい

教育
きょういく

総合
そうごう

セン 

ターがあり、十勝
と か ち

岳
だけ

温泉
おんせん

へ行く道のところに上富良野高校
こ うこ う

 

があります。このあたりは、旭町
あさひまち

自衛隊
じ え い た い

かんしゃ・公営
こうえい

住宅
じゅうたく

 

などがたっています。 

草分防災センター 

活    動 
 
 

①上富良野町全体
について教科書を
読みながらかくに
んする。 

 
②上富良野町にある
たてものについて
かくにんする。 

 

上富良野西小学校 

上富良野駅 

農協（JA） 

公民館・図書館 

交番 

自衛隊正門前 

上富良野神社 

自衛隊東門前 

かみふらの工房 

上富良野高校 

(２)町めぐり 

５ 
公民館・図書館 



②東中
ひがしなか

 

東中
ひがしなか

は、上富良野町の南の方にあります。町の東側
がわ

 

には、畑
はたけ

が広がっており、町の西側
がわ

には、水田
すいでん

が広がっ 

ています。 

東中
ひがしなか

の市がい地には、東中
ひがしなか

小学校・郵便局
ゆうびんきょく

・東中
ひがしなか

 

会館
かいかん

・そう庫
こ

などが集まっています。 

市がい地から、東中
ひがしなか

へと向
む

かうとちゅうにビニール 

ハウスがあります。ビニールハウスの中では、メロンや 

ミニトマトなどが作られています。 

東中
ひがしなか

から山のある東の方へすすむと、大きなため池 

が見えます。温水
おんすい

ため池といい、東中
ひがしなか

の水田
すいでん

に水をお 

くるとても大切なため池です。 

 

 

③江
え

幌
ほろ

・静
せい

修
しゅう

 

江幌・静修は、上富良野町の北西の方にあります。旧江幌小学校や江幌会館 

があり、江幌・静修地区の中心となっています。 

 

 

 

 

畑
はたけ

では、春の融雪剤
ゆうせつざい

まきから秋の取り入れまで、いそがしく働
はたら

く農家
の う か

の人たちの

すがたがいつでも見られます。じゃがいも・ビート・豆類
まめるい

を中心に、小麦
こ む ぎ

・かぼちゃな

どを作っています。 

江
え

幌
ほろ

からさらに北の方へ行くと、静
せい

修
しゅう

地区
ち く

があり、美瑛町
びえいちょう

につながっています。 

④日新
にっしん

・清
きよ

富
とみ

 

日新
にっしん

・清
きよ

富
とみ

は、上富良野町の北の方にあります。 

日新
にっしん

地区
ち く

は、じゃがいも・とうもろこし・ビートなどの畑
はたけ

が 

が広がっています。また、クリーンセンターと日新
にっしん

ダムも 

あります。日新
にっしん

ダムは、農業
のうぎょう

用水
ようすい

をためるところです。 

日新
にっしん

地区
ち く

からさらにすすみ、上富良野と白金
しろがね

温泉
おんせん

のほぼ 

中間
ちゅうかん

あたりに清
きよ

富
とみ

地区
ち く

があり、旧清
きゅうきよ

富
とみ

小学校もあります。 

農家
の う か

が多く、じゃがいも・豆類
まめるい

・ビート・かぼちゃ・とうもろ 

こしなどがつくられています。中でも中心となっているの 

心となっているのは、種
たね

いもづくりで本州
ほんしゅう

の方まで出荷
しゅっか

さ 

れています。また、ぶたや牛を飼
か

う農家
の う か

もあります。 

 

 

 

 

 

 

東中市がい地 

東中会館 

東中小学校 

温水ため池 

旧江幌小学校 

クリーンセンター 

日新ダム 

旧清富小学校 

じっさいにタブレットを使いながらかくにんしていく

と、上富良野町全体のようすがわかりやすくなるよ！ 

６ 



この時間の問い 

上富良野町について

学んだことをまとめよ

う。 

①調
し ら

べてわかったことの中で、みんなに伝えたいことは何か、テーマ

を考えてみよう。 

 （テーマのれい） 

  ・おすすめのお店しょうかい 

  ・上富良野の駅前
え き ま え

の様子
よ う す

 

  ・みんなのための公共しせつ 

  ・美
うつく

しい自然
し ぜ ん

 

  ・おすすめの観光
か ん こ う

スポット 

②画用紙
が よ う し

などの大きな紙
か み

に、つたえたいことを整理
せ い り

しながらかいて

いきましょう。 

  ・読みやすいように、文字を大きく，はっきりとかきましょう。 

  ・写真
し ゃ し ん

をはったり、絵をかいたりして，見やすくまとめましょう。 

  ・調べてみて、わかったことや感じたことなどもいっしょに 

かきましょう。 

 

わたしたちは、上富良野町の様子
よ う す

を知るために、町めぐりを 

したり、絵
え

地図
ち ず

をつくったりして、同じ町の中でも、場所によっ 

て、ちがいのあることがわかりました。 

わたしたちは、上富良野町の様 

子を調べて感じたことやわかった 

ことなどをたくさんの人に知っても 

らいたいと考えました。そこで、 

上富良野町のよさをしょうかいするポスターを作
つく

ってまとめ

ることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成したポスターは、発表しあい、おたが 

いに感想を話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

(３)学習のまとめ 

活    動 
 
 

①上富良野町につい
て感じたことやわ
かったことをかく。 

 
②上富良野町につい
てポスター作りをす
る。 

 

ポスターの作り方 

わたしは上富良野町のラベンダーについてポスター

にまとめてみようかな。 

ぼくはじっさいに町たんけんをしてみて上富良野町

の公園についてまとめてみようかな。 

○○さんのポスターは、とても見やすくて、じっさいに

見にいきたいと思いました。 

○○さんのポスターは、しらないことがたくさん書か

れていて、とてもべんきょうになりました。 

まとめの学習は今まで学んできたことをいかしながら

ポスター作りをやってみよう。じょうほうがたりなかっ

たらタブレットやパンフレットでつけたしをしよう。 

７ 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●学習に出会おう 

わたしたちは、今までの学習で多くの働
はたら

く人と出会いました。「お店で働いてい

る人がいたね。」「ほかにも、どんな仕事があるのか調
しら

べてみたいね。」 

わたしたちは、上富良野町で働く人の仕事の様
よう

子
す

を調べることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●上富良野町の人たちの仕事調べ 

上富良野町の人たちが、どんな仕事をしているのか町役場
や く ば

へ行って、担当
たんとう

の人に聞きました。 

町全体
ぜんたい

の人々の仕事を調
しら

べてみると、公
こ う

務
む

員
いん

、小
こ

売
う り

業
ぎょう

・おろし売
う り

業
ぎょう

が多く、

農
のう

業
ぎょう

などがこれにつづいていました。 

市街
がい

地のまわりには、
、

農
のう

業
ぎょう

の仕事をしている人が多く、市街
がい

地の中心では、

役
やく

場
ば

、農
のう

協
きょう

、商
しょう

店
てん

、銀行
ぎんこう

、工場などで仕事をしている人が多いです。また、町に

自
じ

衛
えい

隊
たい

のちゅうとん地があるため、ほかの町にくらべて公
こ う

務
む

員
いん

が多いというこ

とも教
おし

えてもらいました。 

では、上富良野町の人々のいろいろな仕事の様子や進
すす

め方、くふうなどにつ

いてくわしく調
しら

べることにしましょう。 

 

上富良野町の人々の仕事とわたしたちのくらし 

↑①商
しょう

店
て ん

の仕事 ↑②工場の仕事 

この単元
たんげん

の学び 

お店で働く人のくふうや、物をつくる人たちの仕事の

くふうを調べ、上富良野町の人たちがどのように働い

ているのかまとめてみよう。 

この時間の問い 

 

これから、どのような

ことを学んでいくのだ

ろう。 

活    動 

 

①この単
たん

元
げん

で学ぶこ

とを知ろう。 

 

②これからどのように

学んでいくか知ろ

う。 

 

③上富良野町の働
はたら

いている人のグラ

フを見て、気付
づ

いた

ことを話し合おう。 

①これから、どのようなことを学ぶのかを知る 

②
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1,900 上富良野町の人たちの仕事

令和３（２０２１）年経済センサス 活動調査（総務省統計局）

（人）

１ 



買い物 カード （れい） 

組 名前（          ） 

①表
ひょう

題
だ い

と調べた日にちを書き、店名と人数を書き入れるらんを作る。 

②買い物に行った店を書き入れる。 

③どの店に何人で行ったか、「正の字」で数え、数字を書く。 
 

 

●買い物はどこで 

わたしたちは、家の人たちがふだんどんな店で買い物をしているかを話し合いまし

た。 

「きのう、家の近くのスーパーマーケットでパンを買

ったよ。」 

「わたしの家も、パンを買ったけれどコンビニエンスス

トアで買ったわ。」 

「それぞれのお店に、よいところがあるから、お店を選
えら

んで買い物をしているんじゃないかな。」 

「みんな同じ町に住
す

んでいるのに、買い物をしてい

るお店が違
ちが

うのは、どうしてなのかな。」 

 

そこで、自分たちの家の買い物をくわしく調
しら

べるために、買

い物カードを書くことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付・お店 買った物 気がついたこと 

5月30日(金) 

・セブンイレブン 

・ふじスーパー 

・たまご ・おにぎり 

・ジュース ・アイス 

・野や 菜さ い  ・くだもの 

・近くのセブンイレブンに行くこと

が多い 。 

・野や 菜さ いやくだものはふじスーパー

で買うことが多い。 

６月１日（日） 

・旭
あ さ ひ

川
か わ

西イオン 

・服
ふ く

 ・おかし 

・ジュース ・ノート 

・家か 族ぞ くの仕し 事ご とがお休みだったの

で、車で旭
あ さ ひ

川
か わ

に行って、 買い物を

した。 

調べた日 ５月２８日～６月９日 

店名 人数 

例 上富良野スーパー 正 5 

      

      

      

      

      

      

      

      

この時間の問い 

 

家の人たちは、どのよ

うな店で買い物をし

ているのだろう。 

活    動 

 

①買い物をした経
けい

験
けん

を発
はっ

表
ぴょう

しよう。 

 

②家の人がよく行く

店や、よく買う品
しな

物
もの

をあげてみよう。 

 

③家の人の買い物に

ついて、調べる計
けい

画
かく

を立てよう。 

①お店でもらったレシートを見て、どの店で何を買
か

ったかを調
しら

べる。 

②日にち、お店、買った物を買い物カードに書く。 

③一緒に買い物に行って、気づいたこと、家の人が教
お し

えてくれたことも書く。 

表の作り方 
 

買い物カードの書き方 
 

 （1） 店で働
はたら

く人と仕事 

２ 



●買い物調べでわかったこと 

わたしたちは、買い物カードで調
しら

べたことをグループまた

はクラス全体
ぜんたい

で、表
ひょう

やグラフにまとめてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

できあがった表やグラフを見て、気がついたことを話し

合いました。」 

「近くのスーパーマーケットやコンビニエンスストアで買い物をする人が多い

よ。」 

 

「スーパーマーケットで食
しょく

料
りょう

品
ひん

を買うことが多いね。やっぱりたくさんの

種
しゅ

類
るい

を売
う

っているからかな。」 

 

「休日には、平日にくらべて富良野市
ふ ら の し

や旭
あさひ

川
かわ

市
し

で買い物をする人が

多い気がする。」 

 

「平日のちょっとした買い物は、近
ちか

くのコンビニエンスストアですませるこ

とがあるよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どうして、たくさんの人が、買い

物にくるのかな。そのひみつを調

べてみようよ。」 

わたしたちは、多くの人が利
り

用
よう

するスーパ

ーマーケットについてくわしく調
しら

べてみること

にしました。 

グラフのつくり方 

平成27年度 買い物調べ 上富良野西小学校3年生 

①買い物に行った人数の多い順に、左から店の名前を書

く。 

「その他の店」は、最
さ い

後
ご

に書く。 

②たてのじくに、いちばん多い人数が書きこめるように、め

もりを書く。 

③グラフの表
ひょう

題
だ い

と、めもりの単
た ん

位
い

（人）を書く。 

④めもりに合わせて○を書きこむ。（シールをはる） 

この時間の問い 

 

家の人たちは、どこで

買い物をすることが

多いのだろう。 

活    動 

 

①買い物調べでわか

ったことを発表しよ

う。 

 

②買い物をした場所

をたしかめ、白地

図に表そう。 

 

③店ごとに行った人

数を表やグラフに

表そう。 

↑①グラフを作成している時の様子 

↑②市街地の白地

図 ３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●レシートからわかること 

 買い物調べの時にもらったレシートを

調べ、気付いたことを発表しました。 

 

「レシートには、買い物をした日にちや時間、買った

値
ね

段
だん

が書いてあるよ。」 

 

「消
しょう

費
ひ

税
ぜい

がどのくらいかかっているかわかるよう

になっているね。」 

 

「お店で働
はたら

く人は、物を売ってお金を得
え

る仕事を

しているよ。」 

 

「売り上げを高めるくふうについて、お店の人に聞

いてみようよ。」 

そこで、売り上げを高めるくふうについて、お店で働く人にインタビューし、わか

ったことを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お客さんに多くの商品を買ってもらえれば、お店の売り上げは増
ふ

える

んだね。」 

 

「普通の日と特売の日で仕入れの量を変えるくふうをしているみたい

だね。他にもお店の人はくふうをしているのかな。」 

 

  

 

 

 

↑②有人レジと無人レジ 

この時間の問い 

 

店でお金を払
はら

うしくみ

はどのようになってい

るのだろう。 

活    動 

 

①レシートを調べて

気づいたことを発

表しよう。 

 

②売り上げを高める

くふうについて、店

の人に聞いてみよ

う。 

 

③売り上げを高める

ためのくふうにつ

いて考え、学習問

題をつくろう 

↑①話し合いの様子 

 みんなでつくった学習問題 

店で働く人たちは、お客さんによろこんで買ってもらえるように、どのようなくふ

うをして売り上げを高めているのだろう。 

仕入れの仕事をしている方のお話 

仕入れた金
きん

額
がく

より高い値
ね

段
だん

で売ることによって、売り上げを

出しています。ですから、多くの商品を売ることによって、売り

上げを伸
の

ばすことができます。 

また普
ふ

通
つ う

の日と特
と く

売
ば い

の日では仕入れの量
りょう

を変えて仕入れ

るようにしています。特
と く

に生ものなどは品
し な

物
も の

を切らさないよう

にも、あまらないようにも気をつけて仕入れています。 

４ 

キーワード 

○消
しょう

費
ひ

税
ぜい

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ●学習の見通しを立てよう 

はじめに、スーパーマーケットによく買い物
もの

に行くわけを

話し合いました。 

「種
しゅ

類
るい

が多いから、一つのお店で用事をすますこ

とができるよね。」 

 

「広告（チラシ）で、安い日や安い品物をしらせ

てくれるからかな。」 

 

「住んでいるところから近いので、行きやすい

のもあるよね。」 

 次に、お店が行っているくふうについて予
よ

想
そう

をしました。 

「お買い得
どく

商
しょう

品
ひん

や割
わり

引
びき

商
しょう

品
ひん

があるから、みん

な買うんじゃないかな。」 

 

「大きい冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

や冷
れい

凍
と う

庫
こ

があったり、たくさん 

の数のカートがあったりすると思うな。」 

次に、見学の計
けい

画
かく

を立てるために、調
しら

べ方や気をつけることなどをみんなで考

えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調 べ る この時間の問い 

 

スーパーマーケットの

くふうを調べるには、

どうすればよいのだ

ろう。 

活    動 

 

①店の写真から、 

店内の様子を調べ

よう 

 

②調べたことをまと

め、店のくふうにつ

いて予想しよう。 

 

③スーパーマーケット

を見学する計画を

立てよう。 

キーワード 

○値
ね

段
だん

 ○品ぞろえ 

○新鮮
せん

さ ○便
べん

利
り

さ 

【調べること】 

○品
し な

物
も の

を安く売るためにくふうしていること 

○買い物をしやすくするためにくふうしていること 

○よい品
し な

物
も の

をそろえるためにくふうしていること 

【調べ方】 

○お店の様
よ う

子
す

（通
つ う

路
ろ

の広さや品物のならべかた）を観
か ん

察
さ つ

する。 

○仕事をしている人の様子を観
か ん

察
さ つ

する。 

○店で働
はたら

いている人たちにインタビューする。 

【気をつけること】 

○ほかのお客さんの買い物のめいわくにならないようにしよう。 

○インタビューは、礼
れい

儀
ぎ

正しくしよう。 

○売っている品
しな

物
もの

には、さわらないようにしよう。 
 

５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●スーパーマーケットの様
よう

子
す

を調べよう 

わたしたちは、スーパーマーケットを見

学して、店の様子を観
かん

察
さつ

して、店の売り上

げを高めるためのくふうを探
さが

しました 

「値
ね

段
だん

の数字が大きく書かれていて、とても見や

すかったよ。」 

 

「売
う

れ残
のこ

りをださないように、値
ね

段
だん

を下げている

商品もあったね。」 

 

「いつもより安く売っている商品は、表示の色が

違
ちが

ったり、大きく印がついていたりしたよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、私たちは、しょうがいのある人やお年寄
よ

りの人など、誰
だれ

にでも利
り

用
よう

しやすいくふうについて、調べました。 

 

 

 

 

 

 

「駐
ちゅう

車
し ゃ

場
じょう

には、店内の入り口に近い場所に、しょうがいのある方のた

めの専
せん

用
よう

の車をとめる場所があったよ。」 

 

「店内には、普
ふ

通
つう

のショッピングカートの近くに、車いすも何台か置い

てあったよ。」 

 

「買い物かごを置くことができる、ベビーカーもあったよ。どんな方で

も、買い物がしやすいお店のくふうが色々あったな。」 

 

「お店の人のくふうもたくさん聞くことができたね。どんなくふうが

あったかな。」 

この時間の問い 

 

スーパーマーケットに

は、どのようなくふう

があるのだろう。 

活    動 

 

①店で見つけたくふ

うをあげてみよう 

 

②それぞれのくふうの

理由を考えよう。 

 

③しょうがいのある人

や、お年
とし

寄
よ

りの人

などに利
り

用
よう

しやす

いくふうをさがそ

う。 

キーワード 

○サービス 

 

６ 



 

●お店で働
はたら

く人の様子 

お店の中では、たくさんの人たちが仕
し

事
ごと

をしていまし

た。わたしたちは、どんな仕事をしていて、どんなことに気を

つけているのかをたずねてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「店には、さまざまな仕事をする人がいるんだね。」 

 

「それぞれ係の店員さんが、協力して働いているよ。」 

 

 

 

 

 

 

店長さんのお話 

常
つ ね

に笑
え

顔
が お

でいるようにしています。買い物に来たお客
きゃく

さまが

気持ちよく買い物をして帰ってもらえるように、商
しょう

品
ひ ん

がきちんとな

らんでいるか、表
ひょう

示
じ

はまちがっていないか、品
し な

切
ぎ

れの商
しょう

品
ひ ん

はない

か、冷
れ い

凍
と う

食
しょく

品
ひ ん

などの温
お ん

度
ど

はちょうどよいか、清
せ い

掃
そ う

がきちんとさ

れているかなど、常
つ ね

にお店の中をチェックしています。 

おそうざいを作っている方のお話 

衛
え い

生
せ い

面
め ん

に気をつけて作っています。また、お客
きゃく

さまが満
ま ん

足
ぞ く

す

るように、少量パックを作ったり 家
か

族
ぞ く

用のパックを作ったりして

います。あと、できたてのおそうざいを出すようにしています。 
 

品物をならべている方のお話 

品物の日
ひ

付
づ け

や品質
ひんしつ

を確
か く

認
に ん

して、商
しょう

品
ひ ん

をな

らべています。あと、常
つ ね

に整
せ い

とんして、品物を

きちんとならべるようにしています。 

魚をおろしている方のお話 

常
つ ね

に新
し ん

鮮
せ ん

な魚を売るようにしています。お客さまが満
ま ん

足
ぞ く

する

ように、魚の切り身の大きさを考えています。また、家族の人数

に合わせて、魚の切
き

り身
み

の数がちがうパックを作っています。 
 

品
し な

物
も の

の売れぐあいを調べている方のお話 

パソコンを見ながら、いろいろな品
し な

物
も の

の売

れぐあいを確
か く

認
に ん

しています。 

レジをうっている方のお話 

ただレジをうつだけではなく、いたんだ

りした商
しょう

品
ひ ん

やこわれたりした商
しょう

品
ひ ん

がない

か、確
か く

認
に ん

しながらうっています。 

この時間の問い 

 

店で働
はたら

いている人た

ちはどのようなことに

気をつけているのだ

ろう。 

活    動 

 

①働く人の様子につ

いて、観
かん

察
さつ

したこと

を発表しよう。 

 

②働く人の仕事のく

ふうについて調べ

よう。 

 

③働く人たちの関
かか

わ

り合いについて考

え、話し合おう。 

キーワード 

○仕入れ  ○品切れ 

○衛
えい

生
せい

    ○品質 

 

７ 

↑①ふじスーパーで働く人の様子 



 

 

 

 

 

 

 

●商品はどこから 

わたしたちは、いろいろな種
しゅ

類
るい

の品
しな

物
もの

が、どこから運
はこ

ばれ

てくるのか不
ふ

思
し

議
ぎ

に思い、地
ち

図
ず

帳
ちょう

を使い、調
しら

べることにしま

した。そして、次に調べたことを白地図にまとめることにしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーパーマーケットの段
だん

ボール箱
ばこ

や値
ね

札
ふだ

に品
しな

物
もの

がつくら

れた場
ば

所
し ょ

が書いてありました。その中には、外国でつくられ

た物もありました。 

また、近くの農
のう

家
か

でつくられた、より新せんな野
や

菜
さい

やくだ

ものがありました。「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」の取り組みを進
すす

めていること

がわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「店内やちらしを見ると、さまざまなところから、商品を仕入れてい

ることがわかったよ。」 

「安全な食材を選
えら

ぶために産

地にも気をつけているお客さ

んもいたな。」 

「『地産地消』の取り組みとし

て上富良野では『軽トラ市』と

いうのをやっていたよ。近くの

農
のう

家
か

さんがそれぞれ、品物を出し

ているみたいだったよ。」 

 

 

この時間の問い 

 

店で売られている商

品は、どこから運ばれ

てくるのだろう。 

活    動 

 

①商品の袋
ふくろ

やちらし

を調べ、商品の産

地を発表しよう。 

 

②袋やちらしを切り

取り、日本地図や

世界地図にはり付

けよう 

 

③他の地
ち

域
いき

との関
かか

わ

りについてわかっ

たことを発表し合

おう 

↑②世界の白地図 ↑①日本の白地図 

キーワード 

○産地  ○地産地消 

８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●買い物で気をつけていることと店のくふう 

 わたしたちは、お客さんや家の人が、どんなことに気をつ

けて買い物をしているのか、調
しら

べました。また、そのことを

店はどのように取り入れているのか、調べてみました。 

「少しでも安く買いたいです。広
こ う

告
こ く

のちらしを見

たり、いくつかのお店に行ったりして商品を選
えら

び

ます。」 

「ちらしにおすすめ商品

をのせたり、お買い得
どく

品
ひん

を用
よう

意
い

したりしています。」 

 

「家族の健
けん

康
こ う

や安全を考えます。だれが、どこ

で、どのように作ったのかを確
たし

かめ

るようにしています。」 

「つくった人や産
さん

地
ち

がわかるよう

に、表
ひょう

示
じ

をくふうしています。」 

「牛
ぎゅう

乳
にゅう

パックや食品トレーなどはきれい

に洗
あら

って、リサイクルボックスに入れるよ

うにしています。」 

「リサイクルボックスをきれいに保
たも

つよう

にすることで、利用しやすくしています。」 

 

「賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

が過
す

ぎてしまったものは捨
す

てられてしまうので、もっ

たいないと思います。」 

「賞味期限が近づいてきた商品は、

値
ね

段
だん

を少し下げて、お客さんが買い

やすいように売っています。」 

 

「ポイントが貯
た

まるカードを利用して、お得
と く

に買

い物をするようにしています。」 

 

「ポイントが普
ふ

段
だん

より貯
た

まる日も設
せっ

定
てい

してい

て、より多くのお客さんが買い物にくるようにく

ふうしています。」 

「お客さんは、安全で安心なものを、より安く買いたいんだね。」 

 

「ごみやむだを減
へ

らしたり、リサイクルをしたりすることも考えていた

よ。」 

 

「お店のくふうは、お客さんが気持ちよく買い物できるためにあるんだ

ね。」 

この時間の問い 

 

お客さんはどんなこ

とに気をつけて買い

物をし、店は、どのよ

うにくふうしているの

だろう。 

活    動 

 

①お客さんや家の人

に、買い物で気を

つけていることをイ

ンタビューしよう。 

 

②買い物で気をつけ

ていることにつな

がる、店のくふうを

調べよう。 

 

③お客さんに気持ち

よく買い物をしても

らうための、店のく

ふうについて考え

よう。 

↑①リサイクルボックス 

９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●店のくふうをまとめよう 

 わたしたちは、学習問題をふり返
かえ

り、お店のくふうとお客さんの願
ねが

いを、表

にまとめることにしました。 

 

 

 

 

「学習のはじめに予
よ

想
そう

した、値
ね

段
だん

、品ぞろ

え、新
しん

鮮
せん

さ、便
べん

利
り

さはどうだったかな。」 

 

「お客さんが気持ちよく買い物できると、お

店の売り上げにもつながるんだね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「表にまとめてみる

と店のくふうがたく

さんあることがわ

かったね。」 

 

「お店の中を見る

と、お客さんに買っ

てもらうくふうがい

たるところにあった

ね。」 

 

令和４年度 フジスーパー見学まとめ 上富良野小学校3年生 

キーワードをふり返ろう 

○消費税  ○値
ね

段
だん

 

○品ぞろえ ○新鮮
せん

さ 

○便
べん

利
り

さ  ○サービス 

○品切れ  ○仕入れ 

○品質    ○衛
えい

生
せい

 

○産
さん

地
ち

    ○地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

 

↑店長さんにインタビューしている様
よう

子
す

 

 みんなでつくった学習問題 

店で働
はたら

く人たちは、お客さんによろこんで買ってもらえるように、どのようなく

ふうをして売り上げを高めているのだろう。 

↑①店内に併
へい

設
せつ

されている、花屋と100円ショップ 

↑②商品を宣
せん

伝
でん

しているＰＯＰ（ポップ） 
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●よりよい買い物をするために 

わたしたちは、スーパーマーケットを調
しら

べていくうちに、ほかの店についても知

りたくなりました。そこで、 ほかの店のよいところや便
べん

利
り

さについて話し合ってみ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おつかいをたのまれて、買い物に行ったことがあるよ。」 

 

「お父さんは、インターネットを使って、商品を頼
たの

んでいたよ。お店に直
ちょく

接
せつ

行かなくても、買うことができるんだね。」 

 

「これからは、色々なことを考えて、上手に買い物をしていきたいな。」 

 

  くふうあふれる商
しょう

店
てん

街
がい

 

    商店街とは、商店の並
なら

んでいる町の一
いっ

画
かく

や通
とお

りのことを言います。旭川に

は「旭
あさひ

川
かわ

平
へい

和
わ

通
どおり

買
かい

物
もの

公
こ う

園
えん

」というところがあり、様
さま

々
ざま

なお店が並
なら

んでいま

す。 

旭川平和通買物公園は、1972

年6月1日に開
かい

設
せつ

された全国初
はつ

の

恒
こ う

久
きゅう

的
てき

な歩行者専
せん

用
よう

道
どう

路
ろ

です。

その範
はん

囲
い

は、北海道旭川市のJR

北海道・旭川駅前から8条
じょう

通
どおり

に至
いた

るまでの約1kmに渡
わた

ります。 

 旭川市の商
しょう

業
ぎょう

の中心として多く

の客を集
あつ

めている他
ほか

、毎年２月に行
おこな

われている旭川冬まつりの同
どう

時
じ

開
かい

催
さい

イベン

ト「氷
こおり

彫
ちょう

刻
こ く

世界大会」、８月には「旭川夏まつり」、９月には「北の恵
めぐ

み食
た

べマル

シェ」の会
かい

場
じょう

一
いち

部
ぶ

となっています。 

買物公園の歴
れき

史
し

 –旭
あさひ

川
かわ

平
へい

和
わ

通
どおり

商
しょう

店
てん

街
がい

振
しん

興
こ う

組
くみ

合
あい

 旭川市買物公園 

(kaimonokouen.com) 

 

大
おお

道
みち

時計楽器店 

・お店の人と相
そ う

談
だ ん

しながら買い物が出

来る。 

・近くにあるので、自転車や歩いての

買い物ができる。 

 

 

大型ショッピングセンター 

・いろいろなお店があるので、品ぞろえ

が豊
ほ う

富
ふ

。 

・駐
ち ゅ う

車
し ゃ

場
じ ょ う

が広く、車で行くのが便
べん

利
り

。 

コンビニエンスストア 

・家の近くにあり、早
そ う

朝
ち ょ う

や夜
よ る

遅
お そ

くでも

開いている。 

・買い物以
い

外
が い

にも、荷
に

物
もつ

を送
お く

ったり、受
う

けとったりできる。 
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●上富良野町の工場 

 

わたしたちは、工場の仕
し

事
ごと

について学習することにしました。工場で作られている物

はどのようなものがあるのかみんなで話し合いをしました。 

「テレビや机
つくえ

、黒
こく

板
ばん

など、教室を見
み

渡
わた

すだけでもたくさんの製
せい

品
ひん

があるよ。」 

 

「家の中には、家
か

具
ぐ

がたくさんあって、いろいろな工場で作られているんだろう

な。」 

 

「上富良野町にはどのくらいの種
しゅ

類
るい

の工場がある

のかな。」 

 

そこで工場の種
しゅ

類
るい

や数を調
しら

べてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上富良野町には、食
しょく

料
りょう

品
ひん

や木
も く

製
せい

品
ひん

などたくさんの工場があります。上富良野

町でとれる物
もの

を原
げん

料
りょう

にしている工場と、ほかの町から原
げん

料
りょう

をもってきている工場が

あります。 

 

「上富良野町にこんなにたくさんの工場があるなんて全
ぜん

然
ぜん

知らなかっ

たな。」 

 

「自分の家の近くに工場があるよ。でも何を作っていて、工場の中がど

んなふうになっているかは知らないな。」 

 

「きっと、機
き

械
かい

がたくさんあって、部
ぶ

品
ひん

や製
せい

品
ひん

を作っていると思うよ。」 

 

「大
おお

勢
ぜい

の人が働
はたら

いていると思うよ。お店のくふうと一緒で、工場でも協
きょう

力
りょく

しながら働いていると思うな。」 

 

工場でつくられた製
せい

品
ひん

は、北
ほっ

海
かい

道
どう

だけではなく外国に売
う

られているものもありま

す。そこで、わたしたちは、プラスチック製品の工場である「竹
たけ

本
もと

容
よう

器
き

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
し ゃ

」に

ついて調べることにしました。 

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

20

4
2 2 2 2

1 1 1

上富良野町の工場

この時間の問い 

 

わたしたちの町には、

どのような、工場があ

るのだろう。 

活    動 

 

①普
ふ

段
だん

使っている製
せい

品
ひん

には、どのような

ものがあるか発表

しよう 

 

②上富良野町の工

場について調べよ

う。 

 

③工場はどのような

場所なのか、話し

合おう。 

上富良野小学校 

 （２） 工場で働
はたら

く人と仕事【せんたく】 
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●学習問題をつくり、学習の見
み

通
とお

しを立てよう 

竹
たけ

本
もと

容
よう

器
き

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
し ゃ

は、化
け

粧
しょう

品
ひん

や食
しょく

品
ひん

などの容
よ う

器
き

やキャ

ップなどをつくる工場です。わたしたちは、上富良野町に

ある竹本容器株式会社の「プラスコ事
じ

業
ぎょう

所
し ょ

」に見学に行

くことにしました。 

「プラスチックの原
げん

料
りょう

はなんだろう。工場では、ど

のくらいの人が働
はたら

いているのかな。」 

 

「くふうしていることや、気をつけていることはなにか

な。」 

 

「この工場で作った製
せい

品
ひん

はどこにいくのだろう。も

しかすると、学校や家の中にあるのかもしれない

な。」 

 

 

 

 

  工場見学に行くときにどんなことに気をつければよいの

か、みんなで話し合いました。 

「きっと機
き

械
かい

がたくさんあるから、勝
かっ

手
て

にさわるのは良くないと思う

な。」 

「話は静
しず

かに聞くことも大切だよ。質
しつ

問
もん

するときは分かりやすく、相
あい

手
て

に失
しつ

礼
れい

のないように聞いた方がいいね。」 

 

次に、工場で見てくることや聞いてくることを話し合って、見学カードに書き

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 みんなでつくった学習問題 

工場の仕事にはどのようなくふうがあり、わたしたちの暮
く

らしとどのようなつな

がりがあるのだろう。 

この時間の問い 

 

竹本容器株式会社

について調べていく

には、どうすればよい

だろう。 

活    動 

 

①話し合ったことをも

とに、学習問題を

つくろう。 

 

②学習問題について

予
よ

想
そう

し、学習計
けい

画
かく

を話し合おう 

 

③工場見学に行く準
じゅん

備
び

をしよう。 

見学カード（れい） 

     組   名前（        ） 

【調べること】             【聞いてくること】  

・容
よ う

器
き

ができるまで           ・容器の原
げ ん

料
りょう

は何か  

・使っている機
き

械
か い

             ・工場で働
はたら

いている人の数 

・働
はたら

いている人の仕事の様
よ う

子
す

    ・くふうしていること  

・働
はたら

いている人のふくそう      ・気をつけていること  

【まとめ方】 

・パンフレットにまとめる 
 

メモ 

キーワード 

○原
げん

料
りょう
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●工場をたずねて 

工場の人に容
よう

器
き

を作っているところを見せてもらいまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

↑①いろいろな容
よう

器
き

 
 

この時間の問い 

 

プラスコ事
じ

業
ぎょう

所
し ょ

で作

っている、容
よう

器
き

やキャ

ップはどのようにつく

られているのだろう。 

活    動 

 

①製
せい

品
ひん

がどのように

つくられているの

か、観
かん

察
さつ

しよう。 

 

②工場で働く人の説
せつ

明
めい

を聞き、メモを取

ろう。 

 

③作
さ

業
ぎょう

のつながりを

確
たし

かめよう。 

①原
げ ん

料
りょう

をまぜてとかす 主となる原料と色をまぜ合わせ

ます。原料によって、温
お ん

度
ど

を変
か

えて

とかします。 

色の付いたプラスチックを合わ

せることで、絵の具のように色を

変
か

えることができます。 

温度は、160度 

～ 250度にもな

ります。 
 

とかした原料を金
か な

型
が た

に流しこ

みパーツを作ります。金型によ

って一度にできる数は違
ち が

いま

す。  

作る物によっては、できたパーツを複
ふ く

数
す う

組み合わせて完
か ん

成
せ い

するものもあ

ります。 

機
き

械
か い

を使
つ か

わずに、従
じゅう

業
ぎょう

員
い ん

さんが協
きょう

力
りょく

してパーツを組み立てること

もあります。 

機
き

械
か い

に部
ぶ

品
ひ ん

をセット

すると自
じ

動
ど う

で組み立て

ることができます。 

↑③白と黒を混
ま

ぜたキャップ 

↑②混
こん

合
ごう

機
き

 

↑④プラスチックが溶
と

けている様
よう

子
す

 
 

②型
かた

に入れて成
せい

形
けい

する 

↑⑤成
せい

形
けい

機
き

 

③組み立てる 

余
あま

った部分はも

う一度砕
くだ

いて、再
さい

利
り

用
よう

しています。 

効
こ う

率
りつ

的
てき

な作
さ

業
ぎょう

をしていることがわかりまし

た。また、原料が無
む

駄
だ

にならないようなくふうも

されていました。 
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●働く人が気をつけていること 

 わたしたちは、工場見学をふり返り、プラスコ事
じ

業
ぎょう

所
し ょ

で働

く人の様子について話し合いました。 

 

「工場で働いている人は青い帽
ぼう

子
し

と服を着てい

たね。」 

 

「かみの毛がちゃんと隠
かく

れるように帽
ぼう

子
し

かぶって

いたな。」 

 

「作業
さぎょう

するところに、ゴミが入らないようにしてい

たね。」 

 

 

 

 

 

 

 

「ただ製品
せいひん

を作るだけではなく、何回も検査
け ん さ

をしていたね。」 

 

「よい製品
せいひん

を作るためには、作る前にも後にも注意していることがわか

ったよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑①検
けん

査
さ

の様
よう

子
す

 
 

この時間の問い 

 

工場ではたらく人た

ちはどのようなことに

気をつけているのだ

ろう。 

活    動 

 

①働く人の服装を調

べよう。 

 

②工場で働く人の説
せつ

明
めい

を聞き、メモを取

ろう。 

 

③作
さ

業
ぎょう

のつながりを

確かめよう。 
点
て ん

検
け ん

が終わった製品は、検
け ん

査
さ

室
し つ

でもう一度

検査
け ん さ

され出
しゅっ

荷
か

されます。 

↑③点検
てんけん

が終わって出
しゅっ

荷
か

されるときの様
よ う

子
す

 
 

検
け ん

査
さ

して箱
は こ

に詰
つ

める 

できた製品
せいひん

は、従
じゅう

業
ぎょう

員
い ん

さ

んが一つ一つ点
て ん

検
け ん

し、箱
はこ

に

詰
つ

めていきます。 

所長さんのお話 

製
せ い

品
ひ ん

にゴミやかみの毛が入ってはいけないので、作
さ

業
ぎょう

現
げ ん

場
ば

に

入るときには専
せ ん

用
よ う

の作
さ

業
ぎょう

服
ふ く

に着
き

替
が

えています。また手の消
しょう

毒
ど く

や

空気の清
せ い

浄
じょう

など、ウィルスも入らないように気をつけています。 

所長さんのお話 

製
せ い

品
ひ ん

の検
け ん

査
さ

は、機
き

械
か い

を含
ふ く

めて、複
ふ く

数
す う

回
か い

検査しています。また人が

検査
け ん さ

するときにはちがう人が検査するようにして、不
ふ

良
りょう

品
ひ ん

が出
しゅっ

荷
か

され

ないようにしています。 

↑②検査室
け ん さ し つ

での様子
よ う す
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●工場で働く人たち 

  私たちは、プラスコ事
じ

業
ぎょう

所
し ょ

で働く人たちは、どのような仕

事をしているのか、またどのようなことに気をつけているの

か、調べました。 

 

「作
さ

業
ぎょう

現
げん

場
ば

では、

製
せい

品
ひん

を組み立てて

いる人が働いていたよ。機
き

械
かい

でできないところは、人の手

で組み立ているそうだよ。」 

 

「製品を検査して

いる人もいたね。

同じ製品を違う人

が検査すると教えてくれた

から、検査する人は何人もい

ることになるよね。」 

「工場に入るときに、受付の人もいたよ。事務室で働く人もいることが

わかったよ。」 

 

「プラスコ事業から製品を運ぶた

めに、トラックに荷
に

物
もつ

を積
つ

む人も

いたね。きっとこの後も、いろいろ

場所に行くからたくさんの人が関わっている

んじゃないかな。」 

私たちは、工場見学で所長さんに何人ぐらいの人が働いていて、どのようなくふ

うをしながら役
やく

割
わり

で働いているかを聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 これまで所長さんに聞いたことをまとめ、働く人たちのくふうについてみんなで話

し合いました。 

「工場では、様々な役割の人たちが協力して働いていたね。自分の役割

をしっかりこなしているから、良い製品ができるんじゃないかな。」 

 

「正月以外、24時間ずっと稼
か

働
どう

しているなんて、とても驚
おどろ

きました。一人

では24時間ずっと働くことが難
むずか

しいから、交
こ う

代
たい

で働いていることがわか

りました。」 

 

「製品を作り続けることは大変だけど、くふう次
し

第
だい

でできることがわかりま

した。」 

 

「たくさんの製品を作っているけど、原料は毎日どれだけ使っているのか

な。」 

 

 私たちは、毎日たくさんの製品が作られていることを知り、今度はその原料や作ら

れた後の製品はどこに向かうのかを調べることにしました。 

この時間の問い 

 

工場ではたらく人た

ちはどのような役
やく

割
わり

で働いているのだろ

う。 

活    動 

 

①製品を作る仕事の

他に、どのような仕

事があるが調べよ

う。 

 

②工場で働く人の協

力の仕方につい

て、考えよう。 

 

③工場と地
ち

域
いき

との関
かか

わりについて話し

合おう。 

キーワード 

○稼
か

働
どう

 

所長さんのお話 

工場は正月以外、毎日２４時間ずっと稼
か

働
ど う

しています。従
じゅう

業
ぎょう

員
い ん

を

いくつかに班
は ん

に分けて、製品を作り続けることができるようくふうし

ています。また従業員は約80名います。その中には上富良野町に

住
す

んでいる方もいます。 
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所長さんのお話 

脱
だ つ

プラスチックの背
は い

景
け い

を受
う

けて、以
い

前
ぜ ん

からアルミ製
せ い

のふたも作っていま

す。またプラスチック商
しょう

品
ひ ん

の中には、植
しょく

物
ぶ つ

性
せ い

の油
あぶら

を使
つ か

ったものがあります。

これは、土に還
か え

ることのできる製
せ い

品
ひ ん

となっていて、自
し

然
ぜ ん

に優
や さ

しい製
せ い

品
ひ ん

を作る

取り組みもしています。 

 

 

 

 

 

 

●原料は何、製
せい

品
ひん

はどこへ 

 私たちは、製品を作るために欠かせない原料や、作られた

製品がどこへ運ばれるのか、所
し ょ

長
ちょう

さんに聞いてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「倉
そう

庫
こ

にたくさんの種類のプラチックがあっ

たね。これを組み合わせて、いろいろな形や

色になるんだ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「作られた製品は、集められ商品として売られるんだね。」 

 

「日本各地に運ばれるということは、車だけではなく、船
ふね

や飛
ひ

行
こ う

機
き

も使

って運んでいるかもしれないね。」 

「竹本容器株式会社が日本だけではなく、世界ともつながっているこ

とは知らなかったな。他の工場もいろいろな場所とつながっているの

かな。」 

この時間の問い 

 

原料は何を使ってい

いて、製品はどこへ運

ばれるのだろうか。 

活    動 

 

①原料は何か調べよ

う。 

 

②作られた製品はど

こへ運ばれていく

のか調べよう。 

 

③竹本容器株式会

社と地
ち

域
いき

のつなが

りを話し合おう。 

キーワード 

○出荷   ○要望 所長さんのお話 

容器やキャップの原料は、プラスチックです。

原料 となるプラスチックは、材
ざ い

質
し つ

や色の１つ１つ

にちがいがあり、一日に何百キロと使います。 

プラスチックをまぜ、金
かな

型
がた

に流
なが

し込
こ

み製品を作

っています。約3400種
しゅ

類
るい

の金型があります。たく

さんある理
り

由
ゆ う

は、お客
きゃく

さんから、いろいろな形や

色などの要
よ う

望
ぼ う

があるからです。 

↑②原料のプラスチック 
 

竹
たけ

本
もと

容
よう

器
き

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
し ゃ

の営
え い

業
ぎ ょ う

所
し ょ

・工場

は、上富良野を含
ふ く

めて日本に１３か所

（北
ほ っ

海
か い

道
ど う

・茨
いばら

城
き

・埼
さ い

玉
た ま

・富
と

山
や ま

・大
お お

阪
さ か

・福岡
ふ く お か

・

岡
お か

山
や ま

）あります。また、外国には、中国、

タイ、インド、オランダ、アメリカにあり、

世界に拠
き ょ

点
て ん

を拡
ひ ろ

げています。 

↑③アルミ製のふた 
 

↑④ふたを作るための金型 
 

所長さんのお話 

作られた製
せ い

品
ひ ん

は、茨
いばら

城
き

県
け ん

にある大きな工場に運ばれていきま

す。そこから、日本全国の各
か く

地
ち

へと運
は こ

ばれていきます。 
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↑①いろいろなキャップ 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

●パンフレットにまとめよう 

わたしたちは、学習問題をふり返り、これまで調
しら

べてわかったことや感
かん

じたこと

をパンフレットにまとめることにしました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、これまでの学習をふり返り、パンフレットにまとめました。そしてま

とめたことを発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の学習で、工場で働く人は、お客さんの要
よ う

望
ぼ う

に応
こ た

えるため、機
き

械
か い

を使
つ か

っ

たり従
じゅう

業
ぎょう

員
い ん

同
ど う

士
し

が協
きょう

力
りょく

し合ったりして、いろいろな工
く

夫
ふ う

をしていることがわかり

ました。また、北
ほっ

海
かい

道
どう

の各
かく

地
ち

、本
ほん

州
しゅう

などの日本各地、外国ともつながりがある

ことがわかりました。 

①二
ふた

つ折
お

りにした紙に調
し ら

べてわかったことや、感
か ん

じたことを書いていく。 

②セロハンテープなどで紙をつなげていく。自分の意
い

見
け ん

や感
か ん

想
そ う

を書いた紙

は、最
さ い

後
ご

につなげる。 

③１枚
ま い

目の紙のうらに表
ひょう

紙
し

をつくる。 

 みんなでつくった学習問題 

工場の仕事にはどのようなくふうがあり、わたしたちの暮
く

らしとどのようなつな

がりがあるのだろう。 

「何回も検査していることが

わかったよ。良い製品をつくる

ためのくふうを、いろいろなとこ

ろで見つけることができたよ。」 
 

「24時間、ずっと工場が稼
か

働
どう

してい

るなんて、知らなかったな。お客さん

の要
よう

望
ぼう

に応
こた

えるためにたくさんのく

ふうをしていることがわかったよ。」 
 

パンフレットの作り方 例
れい

 

 

   メモ 例
れい

 

・作られた製
せ い

品
ひ ん

は、茨
いばら

城
き

県
け ん

の工場に運
は こ

ばれることがわかった。 

・24時間、ずっと工場が稼
か

働
どう

していることがすごいと思った。 

・予
よ

想
そう

と違
ちが

って、検
けん

査
さ

は一回だけじゃなかった。 

・上富良野町に住んでいる従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

もいた。 

キーワードをふり返ろう 

○原
げん

料
りょう

    ○稼
か

働
どう

 

1８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地
ち

域
いき

で作られる野
や

菜
さい

 

わたしたちは、スーパーマーケットを見学したときに上富良

野町でつくられているものが売られていることに気がつきまし

た。 

 

 

そこで、わたしたちは、自分たちが住
す

んでいる町では、ど

こでどのような作
さ く

物
もつ

をつくっているのか、上富良野町の様

子を思い出しながら、話し合いをしました。 

 

「そういえば、私の家の近
ちか

くに田んぼがあるね。きっとお米をつくっているのだと思う

な。」 

 

「ぼくの近
きん

所
じょ

ではメロンをつくっているよ。また別
べつ

の近くの農
のう

家
か

ではいろいろな野菜

をつくっていたなぁ。」 

 

話し合いを進めていくと、作られた作物は、どこでどのように消費されているのか気にな

り、予
よ

想
そう

をみんなで話し合ってみました。 

「給
きゅう

食
しょく

のメニューに上富良野で作られた材
ざい

料
りょう

を使っているのかもしれない

ね。」 

 

「上富良野町にあるお店に食材が運
はこ

ばれるかもしれないね。もしかすると、上

富良野町だけではなく、他の町や市に運ばれているかもしれないよ。」 

この時間の問い 

 

地
ち

域
いき

ではどのような

作物がつくられてい

るのだろう。 

活    動 

 

①スーパーマーケット

で学んだことをふ

り返り、話し合お

う。 

 

②上富良野町の様
よう

子
す

を思い出し、どこ

で作物が作られて

いるか話し合おう。 

 

③地域でつくられた

作物はどのように

消
しょう

費
ひ

されているの

か考えよう 

↑「かみふらの軽
けい

トラ市」で売られていた野菜 
 

 （２） 農
のう

家
か

の仕事【せんたく】 
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●学習問題をつくり、学習の見
み

通
とお

しを立てよう 

  わたしたちは、上富良野町でつくられている作物について

調べ、話し合いました。 

 

上富良野町では、米づくりのほかに、じゃがいも、ビート、豆
まめ

、

麦
むぎ

などたくさんの作
さ く

物
もつ

がつくられています。とくにアスパラガス、とうもろこし、ホッ

プ、メロンなどは、上富良野町を代
だい

表
ひょう

する作物です。これらの作物は、寒
さむ

さに強

く、上富良野町の土地にあった作物といえます。 

 

また日の出、旭
あさひ

野
の

、東
ひがし

中
なか

、清
きよ

富
とみ

、江
え

花
はな

、草
く さ

分
わけ

などでは、豚
ぶた

や乳
にゅう

牛
ぎゅう

・肉
にく

牛
ぎゅう

など

たくさんの家ちくが飼
か

われています。牛を飼うには、広い牧
ぼく

草
そう

地
ち

が必
ひつ

要
よう

なの

で、けいしゃ地を平
たい

らにしてきました。また、冬のえさをたくわえるくふうもしなけ

ればならないので、バンカーサイロやスタックサイロなどが活
かつ

用
よう

されています。 

「いろいろな作

物をつくっている

ね。」 

 

「一つの農
のう

家
か

で

全部をつくるの

はむずかしいと

思うよ。きっと、つくる作物によってくふうに違
ちが

いがあると思うな。」 

 

「農家の人たちは、どのようにして作物をつくっているのかな。農家の仕

事はわたしたちと他に何かつながりがあるのかな。」 

 

 

 

 

「広い土地でたくさんの作物を育てていると思うよ。すぐには育たない

から、何ヶ月もかけて、世話をしているのではないかな。」 

 

 「作物の育て方や、働く人の仕事について知りたいな。つくった作物は

地元の人に売っていると思うな。」 

 

わたしたちは、上富良野町で、たくさんの種
しゅ

類
るい

の作物がつくられていること

を知りました。その中で、お米
こめ

をつくる仕事についてくわしく調べることにしまし

た。 

 

↑②メロンの出荷 
 

↑①ホップ 
 

 みんなでつくった学習問題 

農家の仕事にはどのようなくふうがあり、わたしたちの暮
く

らしとどのようなつな

がりがあるのだろう。 

この時間の問い 

 

わたしたちの町では、

どのような作物をつく

っているのだろう。 

活    動 

 

①上富良野町で作ら

れている作物を調

べよう。 

 

②主な作物を取り上

げ、学習問題をつ

くろう。 

 

③学習問題について

予想し、学習計画

を立てよう。 

キーワード 

○出荷 
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瀬川さんのお話① 

雪の消
き

える４月に、ビニールハウスの

中で、苗
なえ

を育
そだ

てます。また、４月下
げ

旬
じゅん

から、 

トラクターで、田をたがやします。 

瀬川さんのお話② 

５月になると田
た

植
う

えが始
はじ

まります。田植えは、機
き

械
かい

で行います 

瀬川さんのお話③ 

６月から８月にかけては、稲
いね

がよく育
そだ

つ時
じ

期
き

なので草取り

や、稲
いね

の病
びょう

気
き

予
よ

防
ぼう

、害
がい

虫
ちゅう

のくじょ、水の調
ちょう

節
せつ

などに気をつかい

ます。また心
し ん

配
ぱ い

なのは、天
て ん

候
こ う

です。天候に左右されて、お米のと

れる量が増
ふ

えたり減
へ

ったりしますし、計
け い

画
か く

通
どお

りに作
さ

業
ぎょう

が進
す す

まな

いことがあります。他にも、お米の価
か

格
か く

が安
あん

定
てい

しないなどの不

安があります。 

瀬川さんのお話④ 

９月の中ごろになると、稲
いね

刈
か

りが始
はじ

まります。１年で一番
ばん

い

そがしい時期
じ き

になります。 

●瀬
せ

川
がわ

さんの田んぼをたずねて    

 わたしたちは、お米を育てている農
のう

家
か

の瀬川さんをたずねま

した。水田
すいでん

での仕事を見せていただき、農家の仕事について

話をききました。 

 

 

 

 

                  

土の中に空気を入れるた

めに、田をたがやします。これ

によって稲
いね

を植
う

えたときに根
ね

が成長しやすくなります。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  機
き

械
かい

の進
しん

歩
ぽ

もあり、

農
のう

薬
やく

を散
さん

布
ぷ

するときに

は、ヘリコプターやドロ

ーンを使う農家もあり

ます。 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

この時間の問い 

 

お米は、どのようにし

てつくられているのだ

ろう。 

活    動 

 

①畑の様
よう

子
す

や道具を

観
かん

察
さつ

しよう。 

 

②お米のつくりかた

や、仕事について

話をきこう。 

 

③気になったことを

質問しよう。 

キーワード 

○苗    ○調節 

○農薬 

↑②田
た

植
う

えをしている様子 
 

↑③ドローン 
 

↑④小型ヘリコプター 
 

↑⑤稲
いね

刈
か

りをしている様子 
 

↑①トラクター 
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瀬川さんのお話⑤ 

わたしたちの仕
し

事
ご と

の多くは、機
き

械
か い

でします。機

械は、短
みじか

い時間にたくさんの仕事ができます。機

械が使いやすいように水田を大
お お

型
が た

にし、道を広

げ、用
よ う

水
す い

路
ろ

を整
ととの

える仕事も進めています。また、

よい米をつくるために草を取り、病
びょう

気
き

や害
が い

虫
ちゅう

を

ふせぐために農
の う

薬
や く

を使います。農薬のまく回数

や使う時
じ

期
き

を考えて、安全に食べられるように

使用しています。また、なによりも大切なことは、

安
あ ん

定
て い

してみなさんにお米を届
と ど

けることだと思って

います。そのためにわたしたちはたくさんのくふ

うをしています。 

瀬川さんのお話⑥ 

数年前から、直
ちょく

播
は ん

米
ま い

の栽
さ い

培
ば い

を進めています。直
ちょく

播
は ん

米
ま い

とは、田んぼに

直
ちょく

接
せ つ

、「籾（もみ）」をまいて栽
さい

培
ばい

したお米のことです。この方
ほ う

法
ほ う

によって苗
な え

づくりなどの手
て

間
ま

をへらすことができます。 

手間がへった分、多くの田んぼの面
め ん

積
せ き

を使
つ か

って、お米
こ め

を作ることができま

す。このようにして、たくさんのお米を作

ることができるよう努
ど

力
りょく

しています。 

瀬川さんのお話⑦ 

最
さ い

近
き ん

は農
の う

業
ぎょう

に使う機
き

械
か い

の進
し ん

歩
ぽ

がめざましく発
はっ

展
てん

しています。

ドローンでの農
の う

薬
や く

散
さ ん

布
ぷ

や、自
じ

動
ど う

操
そ う

縦
じゅう

での田植えなども可
か

能
の う

に

なっていきています。これらの機械を使うことで、広い面
め ん

積
せ き

の農
の う

地
ち

をより短
たん

時
じ

間
かん

で管
か ん

理
り

することができるようになってきました。

さまざまな技
ぎ

術
じゅつ

を使って、農業の課
か

題
だ い

を解
か い

決
け つ

するような取
と

り組
く

みも行われています。 

●お米づくりのくふう 

わたしたちは、調べたことをもとに、瀬
せ

川
がわ

さんのお米づくり

のくふうについて気づいたことを、話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「より多くのお米を収
しゅう

穫
かく

できるようにたくさんのくふうをしていることが

わかったね。」 

 

「機
き

械
かい

を使って、短い時間で仕事ができるようにしたり、土地を整
ととの

えて、

作業がしやすいようにしたりしていたね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お話を聞いて、農
のう

家
か

の人が安
あん

全
ぜん

でおいしいお米をつくるために、くふうしな

がら仕
し

事
ごと

をしていることがよくわかりました。北
ほっ

海
かい

道
どう

米
まい

は、全国の中でもたいへ

んおいしいと注
ちゅう

目
も く

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 

 

お米づくりには、どの

ようなくふうがあるの

だろう。 

活    動 

 

①見学に行って、イン

タビューしたことを

ふり返ろう。 

 

②農家の仕事のくふ

うをまとめよう。 

 

③農家の仕事のくふ

うを話し合おう。 

キーワード 

○直
ちょく

播
はん

米
まい

  ○もみ 

○スマート農業 

↑直播米づくりの様子 
 

資料  ―スマート農業― 

 先
せん

端
たん

技
ぎ

術
じゅつ

を使って、農業をサポートする 

ことを「スマート農業」といいます。 

 
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/#smart 

スマート農業：農林水産省 (maff.go.jp) ↑①自
じ

動
ど う

操
そ う

縦
じゅう

型
が た

の田
た

植
う え

機
き
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瀬川さんのお話⑧ 

刈
か

り取られた稲は、上
かみ

富
ふ

良
ら

野
の

町や中
なか

富
ふ

良
ら

野
の

町にあるライ

スセンターに運
はこ

ばれます。 

●お米はどこへ  

 わたしたちは、瀬
せ

川
がわ

さんの

田んぼで稲
いね

刈
か

りの様子を見

学しました。そして、お米が

どこへ運
はこ

ばれていくのかを

調
し ら

べてみました。  

 

「たくさんの稲
いね

を機
き

械
かい

で一
い っ

斉
せい

に刈
か

り取
と

ってい

たね。」  

 

「稲からどうやって、いつも食べている白い米

になるのだろうか。」  

 

 わたしたちが食べている「お米」になるためにはいく

つかの手
て

順
じゅん

をふんでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お米として食べるまでに、たくさんの行
こ う

程
てい

があったね。」  

 

「瀬川さんの田んぼでとれた稲は、どこに運ばれるのだろう。」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライスセンターで、もみから玄
げん

米
まい

になった後
あと

、精
せい

米
まい

工場に運
はこ

ばれます。そこ

で精米し、ふくろにつめられて、商
しょう

品
ひん

になり、全国各
かく

地
ち

に出
しゅっ

荷
か

されます。 

ここからお店などにならび、みなさんの所
ところ

にお米
こめ

が届
とど

きます。 

「田んぼからわたしたちの食卓に届
とど

くまでに、さまざまな人の協
きょう

力
りょく

があることがわかったよ。」 

 

お米のくふうはありますが、畑の作物にもまた違うくふうがあります。畑
はたけ

の作
さ く

物
もつ

は、毎年同じ土地に同じ作物を植
う

えると、よく育
そだ

たないので、どこに何を植
う

える

か、よく考えて栽
さい

培
ばい

しています。また、作物によって種
たね

をまく時期や、肥
ひ

料
りょう

、手入

れの仕
し

方
かた

がちがいます。このように、農
のう

家
か

の人は、つくるものに合わせて、いろ

いろなくふうをしながら仕
し

事
ごと

をしています。 

↑②上富良野町のライスセンター ↑①中富良野町にあるライスセンター 

この時間の問い 

 

お米は、どのようにし

てわたしたちのところ

へ運ばれるのだろう。 

活    動 

 

①稲を収
しゅう

穫
かく

する様子

をふり返ろう。 

 

②稲が収穫した後に

どのような順
じゅん

番
ばん

で、お米になるか

調べよう。 

 

③収穫した稲が、どこ

に行くのか調べよ

う。 

キーワード 

○脱穀  ○玄米 

○精米  ○肥料 

①稲刈り→田んぼに植えてある、稲を刈り取る。  

②脱
だつ

 穀
こ く

→稲の穂
ほ

先
さ き

にある籾（もみ）を分ける。  

③乾
かん

 燥
そ う

→お米を長く保存できるように乾燥させる。  

④籾
もみ

すり→籾
もみ

殻
がら

を取り除いて、玄
げん

米
まい

にする。  

⑤精  米→糠（ぬか）と胚芽（はいが）を取り除
のぞ

く。  
 

資
し

料
りょう

  ―収穫から食
しょく

卓
たく

へ― 

お米ができるまで | クボタのたんぼ [学んで楽しい！たんぼ

の総
そう

合
ごう

情
じょう

報
ほう

サイト] (kubota.co.jp) 
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●パンフレットにまとめよう 

わたしたちは、学習問題をふり返り、これまで調
しら

べてわかったことや感
かん

じたこと

をパンフレットにまとめることにしました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、これまでの学習をふり返り、パンフレ

ットにまとめました。そしてまとめたことを発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の学習で、農家で働く人は、広い田んぼでお米をつくるために、機
き

械
か い

を

使
つ か

って作業していることがわかりました。また安
あ ん

全
ぜ ん

に確
かく

実
じつ

につくるためにいろい

ろな工夫
く ふ う

をしていることがわかりました。 

①二
ふた

つ折
お

りにした紙に調
し ら

べてわかったことや、感
か ん

じたことを書いていく。 

②セロハンテープなどで紙をつなげていく。自分の意
い

見
け ん

や感
か ん

想
そ う

を書いた紙

は、最
さ い

後
ご

につなげる。 

③１枚
ま い

目の紙のうらに表
ひょう

紙
し

をつくる。 

 みんなでつくった学習問題 

農
のう

家
か

の仕事にはどのようなくふうがあり、わたしたちの暮
く

らしとどのようなつな

がりがあるのだろう。 

 

「収
しゅう

穫
かく

した後も、わたしたち

に届
とど

くまで、さまざまな人が

関
かか

わっていることがわかった

ね。」 

「たくさんの機
き

械
かい

を使って、お米をつ

くっていることがわかったよ。また何ヶ

月もくふうしながらつくることがわか

って、お米の大切さを感
かん

じることがで

きたよ。」 

パンフレットの作り方 例
れい

 

 

   
メモ 例

れい

 

・植
う

えるところから収
しゅう

穫
かく

まで、何ヶ月もかかることがわかった。 

・機
き

械
かい

を使って、広い土地を管
かん

理
り

していることがすごいと思った。 

・収穫した後も、すぐ食べられるわけではないことがわかった。 

・安全に確
かく

実
じつ

に食
しょく

卓
たく

に届
とど

くように、農家の人はたくさんのくふうをして

いることがわかった。 

キーワードをふり返ろう 

○出
しゅっ

荷
か

   ○苗
なえ

   ○調
ちょう

節
せつ

    

○農
のう

薬
やく

   ○直
ちょく

播
はん

米
まい

   

○もみ    ○スマート農業 

○脱
だっ

穀
こ く

   ○玄
げん

米
まい

  ○精
せい

米
まい

  

○肥
ひ

料
りょう
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ウーウーウーと音をたて、赤い光を点めつさせながら走って

いくパトカーや、サイレンを鳴らして火事の現場
げ ん ば

に向かう

消防車
しょうぼうしゃ

を見たことがありますか。 

わたしたちの町では、交通事故
じ こ

や火事などから、わたした

ちの生命や財産
ざいさん

など、くらしを守るために、町の人々がどのよ

うな工夫
く ふ う

や努力
どり ょ く

をしているのか、これから調べてみましょう。 

 

 

 

                                     

●火事が起
お

きたらどうなる 

学校では、火事が起きたときにひなんするための、くんれん

の日があります。もし、本当に火事が起きたらどうなるのか、

みんなで想像
そうぞう

してみましょう。 

 

 

 

 

●学習問題をつくり、学習の見通しを立てよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地いきの安全を守る 
 

この時間の問い 
 

火事が起きたらどうな
るのか、想像してみよ
う。 

(1)火事からまちを守
まも

る 

 

この単元の学び 

消防
しょうぼう

署
しょ

は、どのようにして火事から学校やまちを守っているのだろ

う。 

【調べること】 

・消防
しょうぼう

署
し ょ

ではたらく人の仕事
し ご と

 

・消火
しょうか

活動
かつどう

のしくみ 

・火事を防
ふせ

ぐための取り組み 

・地いきの人たちの取り組み 

① 上富良野消防署 

この時間の問い 
 

安全を守るために、だ
れがどんなことをして
いるだろう。 

活    動 
 
① 教科書 p.94～

p.95 のイラスト
から、だれが何を
しているのかを読
み取ろう。 

 
② イラス トの中の
様々な人の気持
ちを考えよう。 

活    動 
 
① ひなんくんれんの
体験をふりかえろ
う。 

 
② 火事が起きた時
のことを想像しよ
う。 

 
③ 上富良野町の消
防署の場所を確
かめよう。 
 

この時間の問い 
 

火事から学校やまち
を守るしくみを調べる
には、どうすればよい
だろう。 

活    動 
 
① 教科書 p.98 の
写真を見て、火事
の現場の様子に
ついて、気がつい
たことを話し合お
う。 

 
② グラフを読み取ろ
う。 

 
③ 調べてみたいこと
から、学習問題を
つくろう。 

 
④ 学習問題につい
て予想し、学習計
画を話し合おう。 

【調べ方】 

・消防署へ行って、消防
しょうぼう

自動車
じ ど う し ゃ

を見学したり、は

たらいている人にインタビューしたりする。 

・学校の中にある、消防
しょうぼう

設備
せ つ び

を調べる。 

・上富良野町の消防
しょうぼう

施設
し せ つ

を調べる。 

・図書館の本や、インターネットを使
つか

って調べる。 

②救急車 

 上富良野町でも、毎年、火

事が起きているんだね。 

 １年間で、何件くらい火事

が起きているのかな。 

③ 上富良野の火事の件数 

１ 

5
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2
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1

0

1

2

3

4
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6
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2018（平成30） 2019 2020 2021 2022（令和４）

上富良野町かこ５年間の火事の件数
（富良野広域連合 上富良野消防署調べ）（件）



●消防署をたずねて 

 消防署は、火事を消
け

すだけでなく、火事を防
ふせ

ぐために、ふだ

んからいろいろな仕事をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

立ち入りけんさ 火事になると危険
き け ん

なたて物を調べる。 

消火訓練 ホースのつなぎ方や放水の仕方
し か た

の訓練。 

救助訓練 にげおくれた人やけが人を助け出す訓練。 

火災
か さ い

予防
よ ぼ う

指導
し ど う

 消火器の使い方やひなんの仕方
し か た

を指導する。 

危険物
き け ん ぶつ

施設
し せ つ

のとりしまり 危険物のとりあつかいについて指導する。 

火災予防運動 火事をおこさないように、町民によびかける。 

防火
ぼ う か

施設
し せ つ

の点けん 消火栓
せん

、防火水そう、消防
しょうぼう

車などの点検
てんけん

。 

 

 

 

 

消防署は、火事のときはどこの水を使ってどんな消し方をするか研究
けんきゅう

や訓練
くんれん

をし

ているので、火事が起こっても落ちついて行動することができます。また、消防署の

人たちは、消火栓
せん

や防火
ぼ う か

水そうなど消防施設がどこにあるのか覚えているので、す

ばやく消火活動を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

●消防署とさまざまな人のはたらき 

火事や急病などの知らせは、町内のどこから電話しても、

消防署の指令室
れいしつ

につながります。知らせを受けた指令室は、

すぐに判断
はんだん

して、消防車や救急車を出動させます。中富良野

町の中富良野消防署、富良野市の富良野消防署、各消防団

や警察
けいさつ

署
し ょ

などにも火事の状況に応じて無線や電話で知らせ

ます。 

 

 

 

 

活    動 
 

① 消防自動車や消
火の道具を見学
しよう。 

 
② 早く消火するため
のくふうを調べよ
う。 

 
③ 調べたことをカー
ドやノートにまとめ
よう。 

 

上富良野町で起こった火災
か さ い

の原因
げんいん

は様々
さまざま

ですが、コンロ

やストーブ、たばこなどがあげられます。119番の通報
つうほう

を受

けたときにすばやく現場
げ ん ば

にかけつけて火を消すことができ

るように、消防士
しょうぼうし

は、日ごろから訓練
くんれん

をしています。防火服
ぼ う か ふ く

、

マスク、ボンベなどのそうびは重
おも

くて大変ですが、いざとい

うときにみなさんを守ることができるように真剣
しんけん

に訓練に取

り組んでいます。 

消防署の方の話（動画） 

この時間の問い 
 

１１９番の電話は、どの
ようなしくみになってい
るのだろう。 

活    動 
 

① １１９番の電話は、
どこにつながるか
調べよう。 

 
② 通信指令室から、
どこにれんらくが
行くのが調べよ
う。 

 
③ 通信指令室の役
わりについて考え
よう。 

②通信司令室の様子 

この時間の問い 
 

消防署の人たちは、ど
のような仕事をしてい
るのだろう。 

 消防署の人たちは、火事を防ぐために、色々

なことをしているんだね。 

① 消防署の主な仕事 

２ 

05%20%20消防署（谷口さん）の話.MTS


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知らせを受けた消防
しょうぼう

署
し ょ

や消防団
しょうぼうだん

の人たちは、すばやく火事場に出動します。また、

電気会社やガス会社の人も火事場にかけつけ、 消火活動に協力します。 

上富良野町の「上富良野消防署」は、富良野市の「富良野消防署、山部
や ま べ

出張所」、

中富良野町の「中富良野支署」、南富良野町の「南富良野支署」、占冠
しむかっぷ

村の「占冠

支署」と、富良野広域
こういき

連合をつくり、協力し合って消火活動を行っています。大きな

火事のときは、近くの町の消防署との協力体制
たいせい

ができています。 

 そして、警察
けいさつ

や役場と協力して、「何時ごろは、どこの道路がこむか。」「どこで、

道路工事をしているか。」などくわしく調べて火事の現場
げ ん ば

にはやく行く作戦
さくせん

を練
ね

って

います。消防署の人は、いつでも出動できるように、 昼も夜も交代でつとめています。 

●学校の消防設備
せ つ び

を調べよう 

わたしたちの身のまわりで火を消すための消防設備にど

んなものがあるか、調べてみましょう。 

学校の中をよく見ていくと、ふだんは気がつかない所に、

たくさんの消防設備があることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 通信司令室からのれんらくのしくみ 

この時間の問い 
 

学校では、どのように
火事にそなえているの
だろう。 

活    動 
 
① 学校の消防設備
の場所を調べよ
う。 

 
② それぞれの消防
設備が、ある理由
を考えよう。 

 
③ 設備の他に、学校
での取り組みに
ついて調べよう。 

④消火器
し ょ う か き

 ⑤消火
しょうか

栓
せん

 

⑦防火
ぼ う か

とびら 

⑥非常口の誘導
ゆうどう

灯
と う

 

②煙
けむり

感知器
か ん ち き

 ③熱
ねつ

感知器 

 教室にも消防設備があるね。教室以外には、こ

れらの消防設備は、どこにあるのだろう。 

３ 



調べた消防設備を、学校の地図に書き入れて、消防設備の配置
は い ち

図をつくってみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地いきの人々の協力 

わたしたちの町や身のまわりには、どんな消防施設があり、

また、どこにあるか調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調べること】 

・学校には、どこに、どのような消防設備があるのだろう。 

【調べ方】 

①学校の見取り図を準備する。 

②分たんして、消防設備をさがす。 

③消防設備を見つけたら、見取り図に書き入れる。 

④見取り図を見合わせて、一つにまとめる。 

⑤消防設備が、その場所にあるわけを考える。 

⑥先生に、火事を防ぐための工夫について、話をしていただく。 

【調べること】 

・どこに、どんな消防施設があるのだろう。 

【調べ方】 

①地いきごとに班で分担して調べる。 

②調べたことを白地図にメモしておき、学校に帰ってからみ

んなで全体の地図にまとめる。 

③わかったことや気がついたことを話し合う。 

この時間の問い 
 

わたしたちの地いきで
は、火事に対して、ど
のようなそなえをして
いるのだろう。 

活    動 
 
① 地いきの消防し
せつを調べ、白地
図に書きこもう。 

 
②火事を起こさない
ための取り組みに
ついて、話し合お
う。 

 

①単
たん

口
こ う

消火
しょうか

栓
せん

 

②双口
そうこ う

消火
しょうか

栓
せん

 

③防火
ぼ う か

水そう 

４ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●火事からまちを守るはたらき 

 学習問題をふり返り、火事からまちを守るしくみをまとめます。

消防の取り組みの中から自分が一番大切だと思うことを

標語
ひょうご

にまとめ、発表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

●事故が起
お

きたら 

毎日のように交通事故のニュースが、 わたしたちの耳

に入ってきます。また、事故のため死んだ人やけがをした

人も多く出て、悲
かな

しい思いをしている人がおおぜいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通事故だけではなく、まちではさまざまな事件も起きています。けいさつの人は、

どのような仕事をしているのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

(２)事故
じ こ

や事件
じ け ん

からまちを守
まも

る 

この時間の問い 
 

上富良野町では、交
通事故はどのくらい起
きているのだろう。 

活    動 
 
① 上富良野町で起
きた交通事故の
数のグラフを調べ
てみよう。 

 
② 教科書 p.116の
写真から、けいさ
つの仕事の様子
を調べよう。 

 
③ 気づいたことや考
えたことから、学
習問題をつくろ
う。 

 
④ 学習問題をよそう
し、学習計画を話
し合おう。 

① 交通事故発生件数（上富良野町） 

 火事からまちを守るために、自分が大切だと思ったこと

は、何かな。 

この時間の問い 
 

消防署は、どのように
して火事から学校やま
ちを守ったのだろう。 

活    動 
 
① 調べてきたことを
ふり返り、自分が
大切だと考える言
葉を決める。 

 
② 決めた言葉をもと
に、５音または７音
に近い言葉を考
える。 

 
③ まとめた言葉をつ
なげたり、ならべ
かえたりして、標
語にする。 

この単元の学び 
けいさつや地いきの人々は、どのようにして事件や事故からまちを守
っているのだろう。 

 けいさつの人は、１１０番のれんらくがあれば、すぐにかけ

つけてくれるはずだよ。 

 火事の時と同じように、地いきのいろいろな人が協

力していると思う。 

５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●交通事故のしょり 

 交通事故が起きた時、けいさつしょの人は、どのように事故

をしょりするのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●けいさつの仕事 

わたしたちの安全を守るため、警察官
けいさつかん

がいます。交番をた

ずねていろいろ聞いてみました。 

○毎日、町のようすを富良野
ふ ら の

警察
けいさつ

署
し ょ

に報告します。 

○机の上には、電話が３つあります。その２つは、他の警 

察などと連らくをとりあうための専用
せんよう

電話になっていま 

す。 

○パトロールをする時は、かならず無線機
む せ ん き

をパトカーにつ 

んで、出かけます。 

○パトロールをする時は、交通標識
ひょうしき

・安全施設などを見  

回ります。 

○町民からの相談や、届
とど

け出の仕事をすることもありま  

す。  

そのほか、一人ぐらしのお年寄りに気をくばるなど、わたしたちの安全を守るため

いつもたくさんの仕事をしています。 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

交番では、どのような
仕事をしているのだろ
う。 

活    動 
 
① 上富良野町の交
番をたずねてみよ
う。 

 
② どのような仕事を
しているのか、イ
ンタビューしてみ
よう。 

 
③ 警察の仕事は、地
いきとどのような
かかわりがあるの
か考えよう。 

 

②上富良野交番 

【調べること】 

・事故や事件が起きた時の、

けいさつの仕事 

・地いきの安全を守る、けいさ

つのそなえ 

・事故や事件を防ぐための、

地いきの取り組み 

【調べ方】 

・学校の近くの交番へ行って、見学したり、はたら

いている人にインタビューしたりする。 

・学校のまわりを歩いて、安全のためのしせつを

さがす。 

・地いきの人たちにインタビューをする。 

・図書館の本や、インターネットを使
つか

って調べる。 

この時間の問い 
 

けいさつしょは、どのよ
うに交通事故をしょり
しているのだろう。 

活    動 
 
① １１０番の電話は、
どこにつながるか
調べよう。 

 
② １１０番のれんらく
は、どのように伝
えられるのか調べ
よう。 

① １１０番のれんらくのしくみ 

６ 

 
上富良野交番 

長谷川所長さんのお話

（動画） 

05%20交番（長谷川所長）の話.MTS


 

●学校のまわりを調べよう 

わたしたちを交通事故から守るために、学校の近くや町の

道路などに、どんな施設
し せ つ

があるか、調べてみましょう。また、学

校や町では交通事故を防ぐためどんな努力をしているのでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日、学校への行き帰りに、歩道
ほ ど う

を歩きます。信号機のある横断歩道は、必ず白く

ぬられています。信号機のない所でも道路に印があります。このようによく見ると、

安全
あんぜん

施設
し せ つ

や標識
ひょうしき

がたくさんあることに気がつくと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

学校のまわりには、交
通事故を防ぐために、
どのような施設がある
だろう。 

【調べること】 

・道路にある交通安全のための施設 

・警察と地いきの人が行う、 安全なまちづくりのための活動 

【調べ方】 

・学校のまわりを調べたり、地いきの人に話を聞いたりする。 

・警察署や交番に行って、話を聞いたり資料をもらったりする。 

活    動 
 
① 学校のまわりの、
交通事故を防ぐ
ための施設を調
べよう。 

 
② 交通事故を防ぐ
ための施設が、そ
の場所にあるわ
けを考えよう。 

 
③ 調べて気づいた
ことや、考えたこと
を話し合おう。 

    

    

近くに横断歩道があるときは、 

横断歩道をわたりましょう。 

横断
おうだん

禁止
き ん し

 

この道路を渡って

はいけません。 

歩
ほ

行者
こう し ゃ

専用
せんよう

 

歩く人だけの道路

です。 

信号機
し ん ご う き

あり 

信号機があります。 

一時
い ち じ

停止
て い し

 

ここで止まりましょう。 すべての人や車が通

ることはできません。 

通行止
つ う こ う ど

め 自転車通行止
つ う こ う ど

め 

自転車は通ることが

できません。 

自転車および歩行者専用 

自転車と人が通るこ

とができます。 

自転車専用 横断歩道・自転車横断帯
おうだんたい

 自転車横断帯 

自転車だけが通るこ

とができます。 

横断歩道と自転車が

横断できます。 

自転車だけ横断でき

ます。 

①道路
ど う ろ

標識
ひょうしき

 

横断
おうだん

歩道
ほ ど う

 

 道路標識で注意をよびかけているんだ。 

 自転車のための標識もあったよ。自転車に乗る時にも

交通ルールがあるんだね。 

７ 



●地いきの人の協力 

  ４月、新学期をむかえたわたしたちは、学校までの道路を、

新入生といっしょに、安全を確かめながら登校しています。 

 また、先生やＰＴＡの方たちも協力して交通事故を起こさない

ように街頭
がいとう

指導をしています。 

学校では、雪がとけて、自転車に乗れるようになると交通安

全青空教室をグラウンドなどで行います。 

そのときは、町の生活安全推進協議会の人や交通指導員、

警察の方などが来て、信号機の見方や横断歩道のわたり方

など親切に教えてくれます。 

わたしたちは、自転車の点けんなど、いつも交通事故にあ

わないように心がけることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事故や事件からまちを守るはたらき 

学習問題を振り返り、事故や事件からまちを守るはたらき

についてまとめましょう。学校の周りの危険な場所や、安全の

ためのしせつを振り返り、町の地図に書き入れてみましょう。 

地図にまとめてみると、交通安全施設は、人が多く通るとこ

ろや旧
きゅう

国道など自動車がたくさん通るところに、つくられてい

ることがわかります。 

また、役場や駅、店などが近くにある道路などに多くの交通

安全施設があり、わたしたちが少しでも安全な状況で行き来

できるように工夫されています。 

交通事故がふえないように、国や北海道でも真けんにとりく

んでいます。 

 

【安全マップの作り方】 

①危険な場所について振り返る。 

②安全のための施設について振り返る。 

③安全マップを作る。 

・調べた結果を話し合う。 

・学校のまわりの地図に、危険な場所と安全のための施設を書き入れる。 

・気が付いたことをカードに書いて、地図にはる。 

・事故や事件が起こりそうな場所とその理由を書きこむ。 

・絵をかいたり、写真をはったりする。 

この時間の問い 
 

地いきの人たちは、安
全を守るために、どの
ような取り組みをして
いるのだろう。 

 

① 朝の登校時の交通教育指導風景 

この時間の問い 
 

けいさつしょや地いき
の人々は、どのように
して事故や事件から
まちを守っているのだ
ろう。 

活    動 
 
① 地いきの危険な
場所や安全のた
めのしせつをふり
かえろう。 
 

② それぞれの場所
を学校のまわりの
地図に書き入れ
よう。 
 

③ 気づいたことをま
とめよう。 

 

活    動 
 
① 通学するときの安
全の取り組みに
ついて、思い出そ
う。 

 
② 地いきの安全を
守るしくみについ
て調べよう。 

 
③ 地いきの安全の
ために、自分たち
にできることを話
し合おう。 

②こども１１０番の家 

 地いきでは、いろいろ

な立場の人が協力し

て安全を守っているん

だね。 

８ 



 

 

「これは昭和
しょうわ

時代
じ だ い

に町
まち

の様子
よ う す

を空
そら

から写
うつ

した写真
しゃしん

なんだって。昔
むかし

のまちの様子
よ う す

と今
いま

の町
まち

の様子
よ う す

をくらべると、どんな       

ちがいがあるのかな？」 

「土地
と ち

の様子
よ う す

、たてものの様子
よ う す

、交通
こうつう

の様子
よ う す

などに注目
ちゅうもく

して、昔
むかし

と今
いま

のちがいを考
かんが

えよう。」 

                                     

 

 

「ここはどこだろう。この写真
しゃしん

だ                                                                            

けだとわからないね。」 

「こっちは何年
なんねん

も後
あと

にとられた同
おな

                                                                           

じ場所
ば し ょ

の写真
しゃしん

だよ 。 道路
ど う ろ

が

整備
せ い び

されたね。たてものも変
か

わ

っているね。」 

「町
まち

たんけんで調
しら

べたことを思
おも

                                                                            

い出
だ

すと・・・。」 

「お店
みせ

が集
あつ

まっているし、駅前
えきまえ

だ                                                                           

と思
おも

うな。」 

わたしたちの町
まち

の歩
あゆ

み 
 

４

 

写真① 

写真② 

写真③ 

１ 



●昔
むかし

の道具
ど う ぐ

 

 

 

 

 

写真② 

かま 

 

 

  写真③ 

炊飯器
す い は ん き

 

この時間の問い 
 

わたしたちのまわりに
は、どのような昔の道
具があるのだろう。 

１ かわる道具
ど う ぐ

とくらし 

活    動 
 

①今でも使われてい
る昔の道具につい
て、話し合おう。 

 
②町の郷土館で昔の
道具をさがそう。 

 
③昔の道具は何に使
われていたのか調
べよう。 

わたしたちは、昔
むかし

のくらしの様子
よ う す

がわかる写真
しゃしん

を見
み

て、どんな道具
ど う ぐ

が使
つか

われているのかさがしてみることに

しました。 

       「米
こめ

をたくために、今
いま

は炊飯器
す い は ん き

を使
つか

っているけ 

ど、昔
むかし

はかまを使
つか

っていたんだって。」 

       「わたしはおばあちゃんの家
いえ

で、かまでたいた

米
こめ

を食
た

べたことがあるよ。たくのは少
すこ

したい

へんだったけど、おいしかったなあ。」 

 

わたしたちは、古
ふる

い道具
ど う ぐ

を使
つか

っていたころのくらし

は、どんな様子
よ う す

だったのかくわしく調
しら

べることにしまし

た。 

写真① 

２ 



●学習
がくしゅう

問題
もんだい

をつくり、学習
がくしゅう

の見通
み と お

しを立
た

てよう 

わたしたちは昔
むかし

の道具
ど う ぐ

の使
つか

われ方
かた

を調
しら

べて、昔
むかし

のくらしの

様子
よ う す

について話
はな

し合
あ

いました。 

「カメラは昔
むかし

、こんなに大
おお

きかったんだ                                  

ね。」 

「どうやって使
つか

うのかな。写真
しゃしん

をとるのが                                   

たいへんそうだね。」 

「今
いま

ではずいぶん小
ちい

さくなったし、スマートフォンで気
き

がるに写真
しゃしん

をとる人
ひと

         

も多
おお

いね。」 

「道具
ど う ぐ

がかわることで、ぼくたちのくらしも変
か

わってきたんじゃないかな。」 

 

 

 

 

 

次
つぎ

に、学習
がくしゅう

問題
もんだい

について予想
よ そ う

しながら話
はな

し合
あ

いました。そして、予想
よ そ う

をたしかめる

ために、調
しら

べることや調
しら

べ方
かた

を決
き

めました。 

 

  

この時間の問い 
 

昔の道具が使われて
いたころは、どのよう
なくらしをしていたの
だろう。 

活    動 
 

①昔の道具を調べ
て、気づいたことを
話し合おう。 

 
②今のくらしと昔のく
らしのちがいをもと
にして、学習問題
をつくろう。 

 
③学習問題について
予想して、学習計
画を話し合おう。 

この単元
たんげん

の学
まな

び 

道具
ど う ぐ

がかわることで、人々
ひとびと

のくらしはどのようにかわって

きたのだろう。 

①学習
がくしゅう

問題
もんだい

について予想
よ そ う

したこと 

 ・くらしがべんりになったのではないかな。 

 ・そうじなどの家事
か じ

が楽
ら く

になったと思
おも

う。 

 ・道具
ど う ぐ

が小
ちい

さくなったり、軽
かる

くなったりして、使
つか

いやすくなったと思
おも

う。 

②調
しら

べること 

 ・道具
ど う ぐ

の名前
な ま え

 

 ・道具
ど う ぐ

が使
つか

われていた時期
じ き

 

 ・道具
ど う ぐ

の使
つか

われ方
かた

 

 ・人々
ひとびと

のくらし 

③調
しら

べ方
かた

 

 ・郷土館
きょうどかん

を見学
けんがく

する。 

 ・家
いえ

の人
ひと

にインタビューする。 

 ・調
しら

べたことを道具
ど う ぐ

調
しら

べカードに記録
き ろ く

する。 

 道具
ど う ぐ

とくらしのうつりかわりの学習
がくしゅう

計画
けいかく

 

写真① 

写真② 

３ 



●郷土
きょうど

資料館
しりょうかん

をたずねて 

わたしたちは、昔
むかし

の道具
ど う ぐ

やくらしの様子
よ う す

についてくわしく調
しら

べるために、郷土館
きょうどかん

に行
い

くことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土館
きょうどかん

には、たくさんの昔
むかし

の道具
ど う ぐ

がありました。そこで、わかったことや気
き

づいた

ことを道具
ど う ぐ

調
しら

べカードにまとめました。 

 

  

この時間の問い 
 

郷土館には、どのよう
な道具があるのだろ
う。 

活    動 
 

①郷土館を見学しよ
う。 

 
②昔の道具が、いつ、
どのようにして、ど
んなことに使われ
たか調べよう。 

 
③昔の道具について
絵カードにまとめよ
う。 

①道具
ど う ぐ

をかんさつしながら、絵
え

をかく。 

②道具
ど う ぐ

の名前
な ま え

、道具
ど う ぐ

が使
つか

われていた時期
じ き

、道具
ど う ぐ

の使
つか

われ方
かた

、気
き

づいたことなどを書
か

く。 

③道具
ど う ぐ

が使
つか

われていた時期
じ き

は、「おじいさん、おばあさんが子
こ

どものころ」「お父
と う

さん、

お母
かあ

さんが子
こ

どものころ」などに分
わ

ける。 

 道具
ど う ぐ

調
しら

べカードをつくる 

写真① 写真② 

写真③ 

写真④ 

図⑤ 
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●昔
むかし

のくらしをインタビューする 

わたしたちは、おじいさん、おばあさんやお父
と う

さん、お母
かあ

さん

が生
う

まれ育
そだ

ったころのくらしは、どんな様子
よ う す

だったのか知
し

りた

くなりました。また、どんな遊
あそ

びをしていたのかも調
しら

べることに

しました。そこで家
いえ

の人
ひと

にインタビューをすることにしました。 

 

おじいさん、おばあさんにインタビュー 

「ごはんを電気
で ん き

すいはんきでたくようになって、食事
し ょ く じ

を用意
よ う い

する時間
じ か ん

が短
みじか

        

くなったね。ごはんを保温
ほ お ん

できたこともうれしかったと、母
はは

から聞
き

きました

よ。」 

「はじめてカラーテレビを見
み

た時
とき

、家族
か ぞ く

のみんなでおどろいたな。それまで     

白黒
しろ くろ

テレビだったからね。昔
むかし

はテレビゲームなどないから、道路
ど う ろ

など家
いえ

の外
がい

でめんこなどをして遊
あそ

んだよ。」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お父
と う

さん、お母
かあ

さんにインタビュー 

「テレビゲームが楽
たの

しくて、家
いえ

の中
なか

で友
とも

だちといっしょによく遊
あそ

んだね。プラ        

モデルを作
つく

ることや、まんがを読
よ

むのがすきな子
こ

もいたよ。」 

「コンピューターが使
つか

われ始
はじ

めて、学校
がっこう

からのお便
たよ

りが手書
て が

きから活字
か つ じ

に        

かわったんだ。」 

 

「人々
ひとびと

のくらしがべんりになって、できることがふえてきたよ。よりよいくらし

をしたいと思
おも

うのは、昔
むかし

も今
いま

も同
おな

じだね。」 

「道具
ど う ぐ

だけではなく、くらしも今
いま

とはちがうことがわかったよ。どんなことが

ちがうのか、整理
せ い り

しよう。」 

  

この時間の問い 
 

家の人が子どものころ
は、どのようなくらしだ
ったのだろう。 

活    動 
 

①家の人に昔の道具
についてインタビュ
ーしよう。 

 
②昔のくらしについて
インタビューしよう。 

 
③今と昔のくらしのち
がいをまとめよう。 

写真① 
写真② 

写真④ 写真③ 

写真⑤ 

写真⑥ 

写真⑦ 

５ 



●かわってきたくらし 

  

この時間の問い 
 

道具とともに、くらしの
様子はどのようにかわ
ったのだろう。 

活    動 
 

①道具調べカードを
黒板にならべては
り、昔と今の道具を
くらべる。 

 
②昔と今の、道具の
使われ方とくらしの
ちがいをくらべる。 

 
③話し合いでわかっ
たことを、短い言葉
でまとめる。 

道具とくらしは、どのようにかわったのだろう 

昔 今 

・せんたくやすいじの他に、エアコン

や家の明かりなどに電気が使える

ことで、くらしがべんりになった。 

・きかいが自動で家事をやってくれる

ので、楽になった。 

・家事の時間が短くなったので、他の

ことができる時間がふえた。 

わたしたちは、つくった道具
ど う ぐ

調
しら

べカードをくらべて、くらしの様子
よ う す

のちがいを話
はな

し合
あ

いました。 

「昔
むかし

のせんたくは、家
いえ

の外
そと

で、しゃがみながら手
て

であらって、しぼっていたんだ。」 

「今
いま

のせんたくきは、せんたくものを自動
じ ど う

であらったり、かわかしたりできるよ。」 

「せんたくなどの家事
か じ

が楽
ら く

になって、他
ほか

のことができるようになったよ。」 

「電気
で ん き

が使
つか

えるようになって、くらしがべんりになったんだね。」 写真① 

写真② ６ 



●道具
ど う ぐ

とくらしのうつりかわり 

  

道具とくらしは、どのようにかわったのだろう 

年
代 

大正 昭和 平成 令和 

道
具 

 

く
ら
し
の
様
子 

 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ど
こ
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
。 

・
持
ち
運
び
で
き
る
ゲ
ー
ム
で

遊
ぶ
。 

・
上
富
良
野
に
か
み
ん
が
で
き

る
。 

       

・
電
化
せ
い
品
が
広
ま
る
。 

・
上
富
良
野
に
自
衛
隊
の
駐
屯

地
が
で
き
る
。 

・
戦
争
で
大
き
な
ひ
が
い
を
う

け
る
。 

  

 

わたしたちは、昔
むかし

の道具
ど う ぐ

やくらしの様子
よ う す

について、これまで調
しら

べてきたことを順番
じゅんばん

にならべて、年表
ねんぴょう

をつくることにしました。 

この時間の問い 
 

道具がかわることで、人々のくらしはど
のようにかわってきたのだろう。 

「年表
ねんぴょう

を見
み

て、道具
ど う ぐ

やくらしの他
ほか

に、時代
じ だ い

とともにかわってきたことはないか、話
はな

し合
あ

ってみよう。」 

７ 



●かわるまちの様子
よ う す

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

               昔
むかし

のまちの様子
よ う す

にきょうみをもったわたしたちは、上富良野駅
か み ふ ら の え き

を

さつえいした写真
しゃしん

を見
み

ながら、話
はな

し合
あ

いました。 

                    

 

 

 

 

２ 町
まち

のうつりかわり 

この時間の問い 
 

駅の様子は、昔と今で
はどのようなところが
ちがうのだろう。 

活    動 
 

①昔の駅の様子につ
いて、さつえいした
写真をかんさつし
よう。 

 
②今の駅の様子につ
いて、さつえいした
写真をかんさつし
よう。 

 
③昔と今の写真をく
らべて、様子のち
がについて話し合
おう。 

「これは上富良野駅
か み ふ ら の え き

ができたころの様子
よ う す

なんだって。

今
いま

とどんなちがいがあるのかな。」 

「建物
たてもの

の形
がた

はにているけど、よく見
み

ると昔
むかし

の駅
えき

にはと

びらがないね。」 

「線路
せ ん ろ

をはしっているのは貨車
か し ゃ

かな。荷物
に も つ

を運
はこ

んでい

るみたいだね。」 

「今
いま

の駅
えき

には人
ひと

が通
とお

ることのできる橋
はし

ができたね。昔
むかし

は物
もの

をたくさん運
はこ

んでいて、今
いま

は人
ひと

を乗
の

せることが 

中心
ちゅうしん

に変
か

わったということかな。」 

「駅
えき

の周
まわ

りも変
か

わっているね。昔
むかし

は駅
えき

の周
まわ

りにたくさん

木
き

が立
た

っていたんだね。」 

「今
いま

はたくさんの建物
たてもの

が並
なら

んでいるね。駅
えき

の周
まわ

りも

整備
せ い び

が進
すす

んだんだね。」 

「駅
えき

の様子
よ う す

がかわるって、びっくりだね。まちの様子
よ う す

の

うつりかわりについて調
しら

べてみよう。」 

写真② 

写真① 

８ 



●学習
がくしゅう

問題
もんだい

をつくり、学習
がくしゅう

の見通
み と お

しを立
た

てよう 

 わたしたちは、まちの様子
よ う す

について、地域の方
かた

にインタビュー

してみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ぼくたちのまちが、どのようにかわってきたのか、もっとくわしく調
しら

べてみ         

ようよ。」 

 

 

 

 

「一
いち

学期
が っ き

に取
と

り組
く

んだ町
まち

の様子
よ う す

の学習
がくしゅう

をふり返
かえ

って、学習
がくしゅう

の見通
み と お

しを立
た

て

ようよ。」 

 わたしたちは学習
がくしゅう

問題
もんだい

について予想
よ そ う

して、まちの交通
こうつう

、土地
と ち

の使
つか

われ方
かた

、人口
じんこう

、

公共
こうきょう

しせつに注目
ちゅうもく

して調
しら

べる学習
がくしゅう

計画
けいかく

を立
た

てました。 

 

  

この時間の問い 
 

まちの様子は、昔と今
ではどのようにちがう
のだろう。 

活    動 
 

①昔のまちの様子に
ついて、学習問題
をつくろう。 

 
②まちのうつりかわり
について、学習問
題をつくろう。 

 
③学習問題について
予想し、学習計画
を話し合おう。 

上富良野
か み ふ ら の

は、昭和
しょうわ

３５年
ねん

ころまで、どんど 

ん人口
じんこう

が増
ふ

えていました。市街地
し が い ち

も広
ひろ

がり、

郊外
こうがい

に建
た

つ住宅
じゅうたく

も増
ふ

えていきました。そのころに、

建物
たてもの

が木造
もくぞう

から鉄筋
てっきん

のつくりになったり、公営
こうえい

の

住宅
じゅうたく

が建
た

ちだしたりしたので、町
まち

の様子
よ う す

が変化
へ ん か

した

ことを覚
おぼ

えています。 

 そのころは子
こ

どもの数
かず

も増
ふ

えていたので、上富良野
か み ふ ら の

小学校
しょうがっこう

では、校舎
こ うし ゃ

を改築
かいちく

するときに教室
きょうしつ

が足
た

りなく

なってしまいました。わたしたちは体育館
たいいくかん

を区切
く ぎ

って

勉強
べんきょう

しました。上富良野
か み ふ ら の

西
にし

小学校
しょうがっこう

がつくられたのも

そのころです。 

 昔
むかし

と比
く ら

べると、今
いま

は町
まち

の中心
ちゅうしん

に住
す

んでいる人
ひと

や店
てん

が少
すく

なくなっていると感
かん

じます。 

 地域
ち い き

の方
かた

の話
はなし

 

この単元
たんげん

の学
まな

び 

まちの様子
よ う す

は、どのようにかわってきたのだろう。 

①学習
がくしゅう

問題
もんだい

について予想
よ そ う

したこと 

 ・鉄道
てつどう

の他
ほか

に、道路
ど う ろ

も整
ととの

えられてきたと思
おも

う。 

 ・子
こ

どもが増
ふ

えたのに合
あ

わせて公園
こうえん

も新
あたら

しくつくられたと思
おも

う。 

②調
しら

べること 

 ・交通
こうつう

のうつりかわり    ・土地
と ち

の使
つか

われ方
がた

のうつりかわり 

 ・人口
じんこう

のうつりかわり    ・公共
こうきょう

しせつのうつりかわり 

③調
しら

べ方
かた

 

 ・昔
むかし

から住
す

んでいる人
ひと

にインタビューする。 

 ・まちの年表
ねんぴょう

を調
しら

べる。 

 ・写真
しゃしん

や地図
ち ず

などを調
しら

べる。 

④まとめ方
かた

 

・絵
え

カードにまとめる。 

・年表
ねんぴょう

に書
か

き足
た

す。 

 道具
ど う ぐ

とくらしのうつりかわりの学習
がくしゅう

計画
けいかく

 

９ 



●交通
こうつう

はどのようにかわったのかな 

 わたしたちは、上富良野
か み ふ ら の

駅
えき

を昔
むかし

から知
し

る人
ひと

にインタビューし

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        「駅前
えきまえ

もさまざまな変化
へ ん か

があったんだね。次
つぎ

は土地
と ち

の使
つか

われ方
かた

を調
しら

べよ

う。」 

●土地
と ち

の使
つか

われ方
かた

はどのようにかわったのかな 

 わたしたちは、地域
ち い き

の方
かた

に聞
き

いた昔
むかし

の様子
よ う す

と、今
いま

の土地
と ち

の

使
つか

われ方
かた

をくらべて話
はな

し合
あ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「土地
と ち

の使
つか

われ方
かた

はどのようにかわってきたのかまとめよう。」 

         上富良野
か み ふ ら の

は富良野
ふ ら の

盆地
ぼ ん ち

の最北
さいほく

の地
ち

とし 

て、昔
むかし

からさかんに農業
のうぎょう

が行
おこな

われてきまし

た。昔
むかし

は草分
くさわけ

地区
ち く

からつづく平地
へ い ち

は田
た

んぼばかりが

ならんでいました。国
くに

から米
こめ

の生産量
せいさんりょう

を調整
ちょうせい

するきま

りが出
だ

されてからは、畑
はたけ

として利用
り よ う

する土地
と ち

が増
ふ

え、

麦
むぎ

や豆
まめ

、てんさい、ばれいしょ、ホップ、アスパラ、メロ

ンなどをつくるようになりました。 

 市街地
し が い ち

は人口
じんこう

の増加
ぞ う か

に合
あ

わせて広
ひろ

がってきました。 

この時間の問い 
 

まちの交通の広がり
は、どのようにかわっ
てきたのだろう。 

活    動 
 

①昔の駅の様子を知
る人にインタビュー
しよう。 

 
②交通のうつりかわ
りについて、話し合
おう。 

 
③調べたことを、絵カ
ードにまとめよう。 

         昔
むかし

の上富良野
か み ふ ら の

駅
えき

は利用
り よ う

する人
ひと

が多
おお

く、 

自転車
じ て ん し ゃ

が駐輪場
ちゅうりんじょう

からあふれてしまうほど

でした。駅
えき

の周
まわ

りには商店
しょうてん

がたくさん並
なら

んでいて、と

ても活気
か っ き

がありました。 

線路
せ ん ろ

に貨物
か も つ

がはしっていたので、駅前
えきまえ

には運送
うんそう

会社
がいしゃ

が何件
なんけん

かありました。上富良野
か み ふ ら の

でとれた農作物
のうさくぶつ

などを貨物
か も つ

で運
はこ

んでいました。 

駐輪場
ちゅうりんじょう

や駅前
えきまえ

の道路
ど う ろ

はどんどん整備
せ い び

されていき、

より利用
り よ う

しやすくなりました。 

しかし最近
さいきん

は、各家庭
か く か て い

が自家用車
じ か よ う し ゃ

を持
も

ちはじめた

ことで、駅
えき

に足
あし

を運
はこ

ぶ人
ひと

は減
へ

ったように思
おも

います。

輸送
ゆ そ う

もトラックが中心
ちゅうしん

となってきました。 

昔
むかし

と比
く ら

べると駅前
えきまえ

はさびしくなったように感
かん

じま

す。 

 地域
ち い き

の方
かた

の話
はなし

 

この時間の問い 
 

まちの土地の使われ
方は、どのようにかわ
ってきたのだろう。 

活    動 
 

① 昔の土地の使わ
れ方を知る人にイ
ンタビューしよう。 

 
②土地の使われ方の
うつりかわりについ
て、話し合おう。 

 
③調べたことを、絵カ
ードにまとめよう。 

 地域
ち い き

の方
かた

の話
はなし

 

２０２３年
ねん

の土地
と ち

利用
り よ う

の様子
よ う す

 

図① 
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●人口
じんこう

はどのようにかわったのかな 

 わたしたちは、まちの人口
じんこう

のうつり

かわりを調
しら

べてグラフをつくりまし

た。 

 

「１９４０年
ねん

から１９６０年
ねん

のあいだに人口
じんこう

がたくさん増
ふ

えたね。なにか理由
り ゆ う

はあるのかな。」 

「上富良野
か み ふ ら の

に自衛隊
じ え い た い

の駐屯地
ちゅうとんち

ができたのが１９５５年
ねん

なんだって。そのこと       

が人口
じんこう

が増
ふ

えたことと大
おお

きくかかわっていそうだよ。」 

「人口
じんこう

の変化
へ ん か

とまちにできたものは深
ふか

く関係
かんけい

していそうだね。次
つぎ

は公共
こうきょう

しせ       

つがどのようにできてきたのか調
しら

べてみよう。」 

●公共
こうきょう

しせつはどのようにかわったのかな 

 わたしたちは、別
べつ

しりょうの「上富良野
か み ふ ら の

のできごと」を見
み

ながら、まちの公共
こうきょう

し

せつがいつできたのかを調
しら

べました。 

「これまで、いろいろなしせつがつくられてきたんだ                         

ね。前
まえ

にまとめた年表
ねんぴょう

に、これまで書
か

いた絵
え

カード

を足
た

してみよう。」 

 

●年表
ねんぴょう

を書
か

き足
た

そう 

 わたしたちは、道具
ど う ぐ

調
しら

べカードをならべてつくった年表
ねんぴょう

に、ま

ちの様子
よ う す

を調
しら

べてわかったことを書
か

き足
た

すことにしました。 

 

「教科書１５４ページ、１５５ページを参考に、道具についてまとめた年表に       

まちのできごとを書き加えよう。」 

 

●年表
ねんぴょう

を見
み

て話
はな

し合
あ

おう 

わたしたちは年表
ねんぴょう

を見
み

ながら、交通
こうつう

、土地
と ち

の使
つか

われ方
かた

、人口
じんこう

、公共
こうきょう

しせつが、どの

ようにかかわっているかを話
はな

し合
あ

いました。 

「これからのまちがよりよくなるように、自分
じ ぶ ん

たちにできることを考
かんが

えてみ

よう。」 

 

この時間の問い 
 

まちの人口は、どのよ
うにかわってきたのだ
ろう。 

活    動 
 

①人口のうつりかわ
りを表したグラフを
調べよう。 

 
②調べたことを、絵カ
ードにまとめよう。 
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上富良野町の人口

この時間の問い 
 

まちの公共しせつは、
どのようにかわってき
たのだろう。 

活    動 
 

① まちの公共しせつ
が、いつできたの
かを調べよう。 

 
②調べたことを、絵カ
ードにまとめよう。 

この時間の問い 
（みんなでつくった学習問題） 

 
まちの様子は、どのよ
うにかわってきたのだ
ろう。 

図① 
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３年生では、みなさんの住んでいる上富良野町の様子
よ う す

につ

いて学習しました。４年生では、北海道について学習します。

北海道について何か知っていることは、ありますか。 

日本には、北海道以外に４３の県と東京都、大阪府、京都府

があります。これら、都、道、府と県を合わせて都道府県
と ど う ふ け ん

といい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●４７都道府県のクイズ大会を開こう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

都道府県の位置を調
べよう。 

活    動 
 
① 北海道について
知っていることを
発表しよう。 

 
② 北海道以外に知
っている都府県を
発表しよう。 

 
③ 都道府県の位置
を地図帳で調べ
よう。 

この時間の問い 
 

４７都道府県のクイズ
大会を開こう。 

活    動 
 
① カードを書こう。 

 
② クイズ大会を開こ
う。 

 
③ 地図帳の使い方
や生かし方につ
いて、気がついた
ことを話し合おう。 

【４７都道府県クイズ大会の進め方】 

① クイズに出す都道府県を選ぶ。 

②カードの表に、クイズで出す都道府県の形をかく。 

③カードのうらに、クイズのヒントを書く。 

④カードのうらに、正解の都道府県と位置を表す番号を書く。 

⑤ クイズ問題を出したり、答えたりする。 

 ヒント１  宮島という観光

地が知られています。 

ヒント２  名前の中に「島」

という漢字があります。 

ヒント３  中国地方にある、

瀬戸内海に面した県です。 

 

正解  名前は、広島県。 

      番号は、３４番。 

 

① 作ったカード（例） 

カードの表 カードうら 

北海道には、貴重
き ち ょ う

な自然が

たくさん残
のこ

っています。 

東京都には、浅草
あさ く さ

という町

があったな。観光客
かんこうきゃく

もたくさ

ん来るよ。 

地図帳にあるいろいろな地図

や資料が、カードづくりに生

かせそうだね。 

１ 

広げてみよう町から北海道へ 
 



 

 

 

 北海道は、まわりが海にかこまれており、日本にある大きな

四つの島（北海道・本州・四国・九州）のうちで、一番北にあ

ります。 

面積は、およそ 83、500 ㎢(平方キロメートル)で、本州に

ついで、日本で二番目の大きさです。この広さは、日本全体の

およそ５分の１にあたります。しかし、人口は５１４万人ほどで、

日本全体のおよそ 20 分の１にしかあたりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の図は、同じ高さ

の土地を線で結んで

い ま す 。 こ の 線 を

等高線
とうこうせん

といいます。等

高線の間かくがせまい

とかたむきは急にな

り、間かくが広いと、かたむきはゆるやかになります。上の図の

地図に書かれた A-B の線にそって切り取った面を横から見

ると、図の下のようになります。 

下の北海道の図は、土地の高さを色で分けることによって、北海道の地形の様子

を表した図です。このような図を地形図
ち け い ず

といいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）北海道の地図を広げて 
 

この単元の学び 
わたしたちの住んでいる北海道の地形、産業や
交通は、どのような様子なのだろう。 

この時間の問い 
 

都道府県の位置を調
べよう。 

活    動 
 
① 地図帳で北海道
について調べよ
う。 

 
② 北海道について、
知りたいことや疑
問に思っているこ
とを話し合おう。 

 
③ 調べてみたいこと
から、学習問題を
つくろう。 

 
④ 学習問題につい
て予想し、学習計
画を話し合おう。 

この時間の問い 
 

地形図を読み取ろう。 

活    動 
 
① 等高線から土地
の高さの違いを
読み取ろう。 
 

② 北海道の地形図
を見て、土地の高
さを読み取ろう。 

 
③ 北海道の地形に
ついて分かったこ
とを話し合おう。 

【調べること】 

・北海道の土地利用 

・北海道の地形 

・北海道の主な産業 

・北海道の交通の広がり 

【調べ方】 

・地形図で調べる。 

・土地利用図で調べる。 

・主な農産物や工業製品とその産地を資料で

調べる。 

・交通の様子をしめした地図で調べる。 

②北海道の地形図 

北海道の土地も、上富良野町と同じように、工場や住宅、

田や畑など、いろいろなことに利用されているのかな。 

① A‐Bの線にそって切り、横から見た図 

２ 



●北海道の土地の使われ方 

上富良野から東の方に見える十勝岳
だけ

のある山なみは、

石狩
いしかり

山地とよばれています。このほかの山地を見ると、北海道

の中央を北から南へはしる、北見山地・天塩
て し お

山地・夕張
ゆうばり

山地

と日高山脈があり、せぼねのようになって、北海道を東と西に

分けています。北海道の山おくには、自然のままの森林が多く

残っています。 

高い山から流れ出る水が集まり、大きな川となって、 海にそ

そいでいます。大きな川が流れている所には、平野や盆地が

広がっています。北海道には、石狩平野をはじめ、広い平野や盆地・台地があって、

平地にめぐまれてます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上富良野町は、富良野盆地
ぼ ん ち

の中にあり、町の中を流れている富良野川は、空知川

にそそいでいます。北海道の中を流れている大きな川として、石狩川・天塩川・十勝

川などがあります。 

石狩川が流れている所には、石狩平野や上川盆地があり、札幌市や旭川市など 

の大きなまちがあります。天塩川が流れている所には天塩平野があり、十勝川にそっ

た所には十勝平野が広がっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

北海道の土地は、どの
ように使われているの
だろう。 

活    動 
 
① 北海道の地形に
ついて調べよう。 

 
② 北海道の地形に
ついて、気づいた
ことを話し合おう。 

 
③ 土地利用図と地
形図を比べて、土
地利用と地形と
の関係について
考えよう。 

 

②旭川市 ③富良野盆地 

田

畑

牧草地

果樹園

市街地

森林・その他

 土地の使われ方

にちがいがあるの

は、なにか理由があ

るのかな。 

 

① 北海道の地形 ④北海道の土地利用図 ３ 



●農業がさかんな地いき 

北海道は東西南北に大きく広がっていて、地いきによって

夏の暑さや冬の雪の量などがちがいます。そのため、それぞれ

の地域の特色を生かした農業が行われています。 

道央
どうおう

地いきでは、石狩川などの豊かな水と夏の暑さを生か

し、たくさんのお米が作られています。また、野菜づくりもさか

んです。 

道
どう

東
と う

の十勝地方（帯広周辺）、オホーツク地方(北見市・

網走
あばしり

市周辺)では、広い土地を生かした大きなきぼの畑作が

行われています。小麦や豆、じゃがいもなどが生産される、日

本でも代表的な畑作地帯です。 

道東の釧路
く し ろ

・根室
ね む ろ

地方や道北の宗谷
そ う や

地方では、夏の気温が低いため、お米や野

菜があまり育ちません。そのため、牧草地で牛を飼って牛乳を生産する酪農
ら くのう

が行わ

れています。 

道
どう

南
なん

地域では、平らな土地が少なく、やや小さなきぼの農家が多くありますが、暖

かい気候にめぐまれ、お米や野菜のほか、りんごなどの果物も作られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

北海道のどこで、農業
や漁業がさかんなの
だろう。 

活    動 
 
① 北海道のどこで、
どのような農作物
がつくられている
のか調べよう。 

 
② 北海道でつくられ
ている、主な農作
物を調べよう。 

 
③ 北海道のどこの
海で、どのような
海産物がとれる
か調べよう。 

生産量が全国トップクラスの北海道の農産物（令和４年） 

55.3万トン 

７．６％ 

61.4万トン 

61.8％ 

181.9万トン 

81％ 

354.5万トン 

100％ 

10.８万トン 

7％ 

3.9万トン 

93.3％ 

0.8万トン 

94.8％ 

8.1万トン 

46．7％ 

8万トン 

36．9％ 

66.5万トン 

60.7％ 

14.3万トン 

11.4％ 

20.1万トン 

31.7％ 

北海道農政部農政課政策調整グループ作成「教えて！アグリ博士」 

令和４年度北海道農業・農村統計表 

① てん菜の畑（十勝地方） ②酪農（宗谷地方） 

 

４ 



●漁業がさかんな地いき 

北海道は、太平洋、オホーツク海、日本海の３つの豊かな海に囲まれており、たくさ

んの水産資源に恵
めぐ

まれています。また、日本の食料生産を支える重要な役割を担
にな

っ

ています。北海道周辺の海は栄養が多いので、魚のエサとなるプランクトンがたくさ

ん育ちます。また、波が荒く水の流れも速いため、身がしまっていて、おいしい魚がと

れるのです。 

まさに、北海道の自然こそが、おいしい魚をつくりだしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海面
かいめん

漁業
ぎょぎょう

・養殖業
ようしょくぎょう

生産
せいさん

量
りょう

（都道府県別） 

（単位：万トン） 

海面漁業・養殖業生産額
が く

（都道府県別） 

（単位：億円） 

農林水産省「令和３年漁業・養殖業生産統計」 

北海道「令和３年北海道水産現勢」 

農林水産省「令和３年漁業・養殖業生産統計」 

魚別生産量（北海道）（単位：万トン） 

地図やグラフから、北海道の漁業につい

て分かることは何だろう。 

北海道で多くとれている魚は何

かな。 

① ホタテガイの水あげ ②スケトウダラの水あげ 

③北海道の漁港 

５ 



●工業がさかんな地いき 

 北海道の工業について、どこで、どのような工業製品
せいひん

が作

られているのかを調べてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道では、道内の産物と結びついた工場が多く、いろいろな工場が道内にちら

ばっています。 

苫小牧
と ま こ ま い

市では、紙・パルプ工業のほかに石油せいせい工場やアルミニウム工場・

自動車関連工場などもあります。札幌市は、ビール、にゅうせい品などの食料品や、

木材・家具・金ぞく製品などの工業がさかんです。室蘭
むろらん

市は、よい港を持ち、早くから

鉄鋼業
てっこうぎょう

が行われ造船
ぞうせん

、セメント、石油化学工場などもあります。釧路
く し ろ

市は、水産加工

がさかんですし、紙・パルプ工業も発達しています。旭川市は、紙・パルプ、木材・家

具工業と、農産品加工業がさかんです。 

このほか、千歳市、函館市、小樽市などでもそれぞれの土地の特色をいかした工

業がさかんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

北海道のどこで、どの
ような工業がさかんな
のだろう。 

活    動 
 
① 北海道のどこで、
どのような工業が
さかんなのかを
調べよう。 

 
② 北海道で作られ
た工業製品の出
荷額を調べよう。 

 
③ 工業がさかんな
市では、どのよう
な工業製品が作
られているかを調
べよう。 

帝国書院 HP 

③製紙工場（苫小牧市） ④製鉄所（室蘭市） 

⑤水産加工所（釧路市） ⑥木材工場（旭川市） ① ２０２０年工業
こうぎょう

生産
せいさん

出荷
しゅっか

額
がく

（北海道） （単位：億円） 
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●北海道の交通の様子 

  道内の各地でつくられた農産物や水産物、工業製品など

は、トラックや鉄道で、道内のほかの町や道外へ運ばれていき

ます。 

北海道の地図を見ると、鉄道と道路が、海岸にそったり、山

地をこえたりして、まるであみの目のように広がり、道内の各

地を結んでいることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

北海道の交通は、どの
ように広がっているの
だろう。 

活    動 
 
① 北海道の道路や
鉄道の広がり、空
港の位置を地図
で調べよう。 

 
② 交通は、どのよう
に結ばれている
のかを読み取ろ
う。 

 
③ 北海道の交通の
広がり方を、北海
道の地形と関係
づけて考えよう。 JR北海道 HP 

③北海道と青森県を結ぶ北海道新幹線 

⑤道央自動車道 札幌ジャンクション 

 

 

④新千歳空港 

 

 

② 北海道の主な交通 

②北海道の路線図 

７ 



●北海道の様子について調べたことを整理しよう 

   これまで調べたこと、予想したこと、調べて分かったことの

表を作り、これまでの学習を整理し、学習問題について考えま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べたこと 予想したこと 調べて分かったこと 

北海道の 

地形 

 

 

 

北海道の 

土地利用 

  

北海道の 

主な産業 

  

北海道の 

交通の広がり 

  

この時間の問い 
 
わたしたちのすんでい
る北海道の地形、産
業や交通は、どのよう
な様子なのだろう。 

活    動 
 
① これまでの学習を
振り返りましょう。 

 
② 調べたこと、予想
したこと、調べて
分かったことに分
けた表にまとめよ
う。 

 
③ 学習問題につい
て自分の考えを
書こう。 

北海道は広いから、地形や土地利用はさまざまだったね。

場所によって、どんなちがいがあるかな。 

石狩川のまわりには、石狩平野が広がり、米をはじめとする

農産物が作られているよ。 

苫小牧市は工業がさかんだね。近くには、何があるかな。 
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わたしたちは、毎日の生活に欠
か

かせないごみの処理や水道について調べてみるこ

とにしました。 

健康なくらしとまちづくり 
 

学校のそうじでは、毎日たくさんのごみが出ているね。 

家では、ごみを分別
ぶんべつ

しているよ。ごみによってふくろがちが

っているね。 

学校や家で出たごみは、どこで処理
し ょ り

されているのかな。 

そうじでは、ゆかやつくえをふくためにたくさん水を

使っているね。 

トイレや手洗
あら

いのときにも水を使うよ。水はどこから

きているのかな。 

１日にどのくらいの水を使っているのだろう。 

１ 



 

●家のごみを調べて 

 わたしたちは、自分の家から出たごみの種類と量
りょう

につい

て調べてみることにしました。 

 

 

 

 

 

わたしたちは、上富良野町の「ごみ分別手引き」や「ごみ収集カレンダー」を見て、

ごみの分別のしかたや収集のきまりをたしかめてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上富良野町公式ホームページ参照
さんしょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ分別の手引きやごみ収集カレンダーを見て、たくさんのことに気づいたり、

疑問
ぎ も ん

が出てきたりしました。 

 

日にち 

ごみの種類
しゅるい

 

   日 

（日） 

  日 

（月） 

  日 

（火） 

  日 

（水） 

  日 

（木） 

  日 

（金） 

  日 

（土） 

もえるごみ        

もえないごみ        

プラスチック類
るい

        

生ごみ        

ペットボトル        

かん・びん        

紙パック        

その他        

【気づいたこと】 

この時間の問い 
 

わたしたちの家から
は、どのようなごみが、
どれくらい出ているの
だろう。 

（１）ごみはどこへ 

活    動 
 
 

①家から出たごみを

調べた結果
け っ か

につい

て話し合おう。 

 

②ごみの分別
ぶんべつ

のしか

たや収集
しゅうしゅう

のきまり

を調べよう。 

 

③調べてわかったこ

とを話し合おう。 

ごみの種類によって、ふくろを分けていたよ。何

かきまりがあるのかな。 

生ごみ、もえるごみ、プラスチック類のごみは、

毎日出ているね。 

上富良野町では、ごみをいくつかの種類に分けて収集してい

るんだね。 

収集に出せる日や収集する回数は、ごみの種類によって決ま

っているようだよ。 

ごみの分別や収集にはたくさんのきまりがあるんだね。でも、

どうしてだろう。 

★教科書を参考
さんこう

にして、表にまとめ

ましょう。 

↑① 上富良野町のごみの分別のしかた 

２ 



●学習問題をつくり、学習の見通しを立てよう 

わたしたちは、自分たちのくらしから出るごみについて、疑問
ぎ も ん

に思ったことや知りた

いと思ったことについて、話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなから出た疑問
ぎ も ん

を一つの文に表して、クラスの学習問題をつくりました。 

 

 

 

 

 

学習問題について予想したあとで、調べることと調べ方について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、最初
さいしょ

に何を調べたらよいかについて、それぞれの考えを話し合いま

した。 

 

 

 

 

 

ごみを分別
ぶんべつ

したり、収集
しゅうしゅう

に出すときのきまりがあったりする

のはどうしてかな。 

学校でも家でも、たくさんのごみが出ていたよ。毎日出

るごみを、だれがどうやって処理
し ょ り

しているのだろう。 

分別されたごみが、それぞれどこへ運ばれるのか、くわし

く知りたいな。 

この単元
たんげん

の学び 

わたしたちのくらしから出たごみは、どのようにして集められ、処理さ

れるのだろう。 

収集に出したあとのごみのゆくえを追っていくと、処理のし

かたについてわかるかもしれないよ。 

ごみを分別するのは、収集したあとの処理のしかたが

ごみの種類
しゅるい

によってちがうからではないかな。 

 
調べること 

①ごみを収集する様子 

②ごみを分別したり、収集に出す 

ときにきまりがあったりするわけ 

③ごみを処理するしせつの役割
やくわり

 

と処理のしかた 

 調べ方 

①収集の様子を観察
かんさつ

する。 

②ごみの処理にかかわる仕事を 

している人から話をきく。 

③ごみを処理するしせつを訪問
ほうもん

 

して、処理のしかたを見学する。 

まず、ごみを集める場所へ行って、どのように収集している

のか見に行ってみようよ。 

集めたごみをどこへ運んでいるのか、知りたいな。 

３ 



 

●ごみの収集
しゅうしゅう

の様子を調べよう 

わたしたちは、ごみ収集の様子を観察
かんさつ

することにしました。

上富良野町では、家から出たごみは分別
ぶんべつ

し、町が指定する

ふくろに入れて、決められた曜日にごみ集積所
しゅうせきじょ

に出すことに

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、ごみの収集のしかたや収集したごみのゆくえなどを、町の係の人に

たずねました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、ごみの種類によって、収集のしかたや処理のしかたがちがうわけを、

知りたくなりました。 

活    動 
 
 
①ごみの収集の様子
を観察して、収集の
くふうを調べよう。 

 
②ごみの収集のしか
たが、今と昔とでど
のようにちがうか、
調べよう。 

 
③ごみを分別して収集
している理由を考え
よう。 

 

係の人がごみの入ったふくろを収集車にすば

やく投げ入れているよ。 

町内のあちこちで毎日出されるごみをできる

だけ早く、たくさん収集するために、なにかくふ

うをしているのかな。 

この時間の問い 
 

わたしたちが出したご
みは、どのようにして集
められ、運ばれるのだ
ろう。 

役場の町民生活課
か

生活環境
かんきょう

班
はん

の濱
はま

村
むら

さんの話 

上富良野町では、ごみを回収
かいしゅう

する会社に依頼
い ら い

をしてごみの収集を行っています。収

集車を使い、決められた順番に町内に設置
せ っ ち

されたごみ集積所をまわって収集していま

す。また、粗大
そ だ い

ごみや乾電池
かんでんち

、小型
こ が た

電子
で ん し

機器
き き

などのごみは、ごみを出す人が直接
ちょくせつ

決まっ

た場所に持っていく回収方法をとっています。 

上富良野町は、ごみの種類
しゅるい

によって処理のしかたや運ばれる場所がちがうため、分

別してごみを収集しています。収集後は、ほとんどのごみが上富良野町クリーンセンタ

ーに運ばれます。 
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★教科書を参考
さんこう

にし

て、昔のごみの処理
し ょ り

のしかたをたしかめ

ましょう。 

↑① ごみ収集の様子 ↑② ごみを収集する場所に

はられた看板
かんばん

 

↑③ 上富良野町の指定のごみぶくろ 

↑④ 上富良野町のごみの量
りょう

の変
へん

化（ｔ） 
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●クリーンセンターを見学しよう 

わたしたちは、もえるごみの処理
し ょ り

のしかたを調べるために、

上富良野町クリーンセンターの施設
し せ つ

を見学することにしまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

もえるごみの処理のしかたや、取り組んでいるくふう

について、役場の係の人にたずねました。 

 

この時間の問い 
 

もえるごみは、どのよう
に処理されているのだ
ろう。 

活    動 
 
 
①クリーンセンターを
見学する計画を立
てよう。 

 
②もえるごみを処理
する様子を調べよ
う。 

 
③クリーンセンターで
行われているくふう
を調べよう。 

 

町内で集めたたくさんのごみを、クリーンセンタ

ーではどうやって処理するのかな。 

収集車から出されたもえるごみは、ピットに落と

され、クレーンで運ばれるよ。 

ごみをもやして処理するのは、なぜだろう。 

役場の町民生活課
か

生活環境
かんきょう

班
はん

の濱
はま

村
むら

さんの話 

ごみをもやして灰
はい

にすることで、ごみの容量
ようりょう

がへり、

処理しやすくなります。 

ごみをもやしたときに出たガスは、有害
ゆうがい

物質
ぶっしつ

を機械
き か い

で

取り除
のぞ

いてから外に出しています。また、有毒
ゆうどく

ガスが出

ないように、もやすときの温度の管理
か ん り

にも注意を払
はら

って

います。ごみをもやして出た灰は、施設内にある最終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

に運びます。 

↑① クリーンセンター 

↑② 作業の様子をかくにんするモニター↓ 

↑③ もえるごみを処理するしくみ 

↑④ クレーンでごみを運ぶ 

↑⑤ たまったもえるごみ 

↑⑥ 高温でごみをもやす 

↑⑦ ごみをもやしたあとの灰を

運び出す 
５ 



 

●もやしたごみの灰
はい

のゆくえ 

わたしたちは、クリーンセンターでもやしたごみの灰が運

ばれる最終処分場
さいしゅうしょぶんじょう

について、係の人に話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、最終処分場がいっぱいになるとどのよう

な問題が起きるのか、話し合いました。 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

もやしたごみの灰は、ど
のようにして処理される
のだろう。 

活    動 
 
 
①もやしたごみの灰の
ゆくえを調べよう。 

 
②最終処分場の取り
組みやくふうを調べ
よう。 

 
③最終処分場がかか
える問題について話
し合おう。 

 

役場の町民生活課
か

生活環境
かんきょう

班
はん

の濱
はま

村
むら

さんの話 

最終処分場には、もやしたごみの灰と、もえないごみが運ば

れます。灰も、もえないごみも、処分場内にうめて処理
し ょ り

します

が、ごみからにおいがでないように薬で処理してからうめ立て

をします。 

うめた後、ごみから出る水で土や地下水が汚
よご

れないように、

処分場の地中にシートをはっています。また、ごみから出た水

は、クリーンセンター内にある水
みず

処理
し ょ り

施設
し せ つ

できれいにして、近く

の川に流しているんですよ。 

ごみをもやして灰にしてから処理することで、処分場にうめ

る量
りょう

もへります。しかし、うめたてを続けると、いつかは処分場

がいっぱいになってしまいます。そのため、うめなくていいごみ

は、べつの方法で処理していくことが大切です。 

最終処分場も、環境
かんきょう

のことを考えた取り

組みをしているよ。 

ごみから出る水も、きれいに処理してい

るなんておどろきだね。 

でも、このままうめたてを続けていくと、い

つか処分場はいっぱいになってしまうそ

うだよ。 

新しい処分場が必要
ひつよう

になったら、どこにつくるかという問

題があるよ。 

処分場をつくるには費用
ひ よ う

もかかるよ。その費用をどうす

るのかも問題だよね。 

ごみをもやしたり、うめたりして処理するだけではなく、

ほかの処理のしかたが大切になってくるね。 
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↑① 最終処分場の全体 ↑② もやしたごみの灰 

↓③ 集められたもえないごみ 

↑⑥ 最終処分場でうめられた

ごみの量の変化（ｔ） 

↑⑤ ごみから出た水をためる場所 ↑④ ごみから出た水をきれいにする施設 
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●資源
し げ ん

ごみのゆくえ 

わたしたちは、家から出るごみを調べたときに、分別
ぶんべつ

した

ごみの種類
しゅるい

の中に、資源ごみがあるのを知りました。 

 

 

上富良野町クリーンセンターには、「焼却
しょうきゃく

施設
し せ つ

」のほかに

「リサイクル施設」があります。資源ごみとして収集
しゅうしゅう

したびん、

かん、ペットボトルなどは、このリサイクル施設で処理
し ょ り

されます。 

係の人が、手作業でごみの材質
ざいしつ

や材料
ざいりょう

ごとに仕分

けたり、資源ごみではないものを取り除
のぞ

いたりした後

に、別のリサイクル業者に引き渡
わた

しています。 

粗大
そ だ い

ごみは、手作業で分解
ぶんかい

したり機械
き か い

を使って細

かくくだいたりして分別されます。そして、もやすものは

焼却施設へ、もやさないものは最終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

へ、鉄やアルミなどは資源ごみとして

回収
かいしゅう

されます。 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

資源ごみは、どのように
して処理されているのだ
ろう。 

活    動 
 
 
①資源ごみの処理の
しかたを調べよう。 

 
②仕分けられた資源
ごみのゆくえを調べ
よう。 

 
③リサイクルについて
調べよう。 

 

びん、かん、ペットボトルなどが資源ごみとして

回収
かいしゅう

されていたよ。 

役場の町民生活課
か

生活環境
かんきょう

班
はん

の濱
はま

村
むら

さんの話 

上富良野町では、まわりの市町村と協力
きょうりょく

しながらごみを処理しています。上富良野町が

衛生
えいせい

用品
ようひん

、富良野市が生ごみ、中富良野町がプラスチックごみなど、その地域
ち い き

にある施設

を有効
ゆうこう

に活用してごみ処理にかかる費用
ひ よ う

をおさえています。 

分別された資源ごみを原料
げんりょう

にして、再
ふたた

び製品
せいひん

をつくることをリサイクルといいます。わた

したちが行っている分別収集と仕分け作業は、資源ごみをリサイクルするためには欠
か

かせな

い作業です。手作業でとても手間がかかるので、資源ごみを出すときにきちんと分別した

り、容器
よ う き

の中を洗
あら

ったりキャップをはずしたりするなど、町民のみなさんの協力が特
と く

に大切

です。 

↑② つぶされてかたまりになったアルミかん ↑① つぶされてまとめられたペットボトル 

↑③ 粗大ごみを分解する作業 

↑④ リサイクルできるびんを仕分ける作業 

↑⑤ 機械をつかってかんを仕分ける 

↑⑥ 集められたペットボトル ↑⑦ 出されたごみのゆくえ 

７ 



●ごみが処理
し ょ り

されるまでを整理しよう 

 わたしたちは、調べてきたごみ処理のしくみをふり返りな

がら、話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話し合いをもとに、収集
しゅうしゅう

されたごみが、どこで、どのよう

に処理されているのかを、図に表しました。 

 

 

 

 

 

わたしたちは、「この単元
たんげん

の学び」について考えたことをノートに書いたあとで、気

になったことをさらに話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、話し合いながら、新しい学習問題をつくりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめる 

この単元の学び 

わたしたちのくらしから

出たごみは、どのように

して集められ、処理され

るのだろう。 

ごみの種類
しゅるい

によって、運ばれるしせつや処理の

しかたはちがっていたね。 

近くの市や町と協力
きょうりょく

して、ごみの処理を行

っていたね。 

もやしたごみの灰
はい

やもえないごみは、最終
さいしゅう

処分場
しょぶんじょう

に運ばれて、うめられて処理されていたね。 

資源
し げ ん

ごみは、ていねいに分別
ぶんべつ

した後にそれぞれの

施設
し せ つ

に運ばれ、製品
せいひん

や原料
げんりょう

に生まれかわるよ。 

★教科書を参考
さんこう

にし

て、ごみ処理のしくみ

を図に表しましょう。 

活    動 
 
 
①ごみ処理のしくみをふ
り返って話し合おう。 

 
②話し合いをもとに、ご
み処理のしくみを図に
表そう。 

 
③ごみ処理にかかわる
これからの問題を話
し合おう。 

図に表すと、ごみがどこで、どのように処理さ

れているのかが、よくわかるね。 

次は、ごみの処理のこれからの問題について、みんなと調

べてみたいな。 

今のままごみを出し続けたら、最終処分場がいっぱいにな

ったり、お金もたくさんかかったりする問題があるよ。 

この単元の新たな学び 

わたしたちは、くらしから出たごみを、どのように処理していけばよい

だろう。 
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●ごみの問題と向き合って 

わたしたちは、町のごみの量
りょう

と、ごみの処理
し ょ り

にかかる

費用
ひ よ う

の変化をグラフから読み取りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活    動 
 
 
①町のごみの量とごみ
処理にかかる費用の
変化について調べよ
う。 

 
②ごみの量やごみ処理
にかかる費用がふえ
たわけを考えよう。 

 
③ごみの処理のしかた
が、どのように変わっ
てきたのか調べよう。 

 

この時間の問い 
 

ごみの量や処理にかか
る費用は、どのように変
わってきたのだろう。 

ごみの量はへっているけど、ごみの処理にかか

る費用はふえているね。 

昔は、ごみの量も処理にかかる費用も少ない

ね。どんなふうにごみを処理していたのかな。 

役場の町民生活課
か

生活環境
かんきょう

班
はん

の濱
はま

村
むら

さんの話 

昔は、ごみがたまると、家のまわりでもやしたり、あなをほってうめたり、川に流したり

していました。しかし、いやなにおいがしたり、火のついた紙がとんだり、川がよごれた

りなどの問題が出てきました。また、人々の生活が豊
ゆた

かになると、ごみの量や種類
しゅるい

も多

くなりました。 

そこで町は、きれいな町づくりのために、収集
しゅうしゅう

車をつかってごみを集めるようにな

り、集めたごみを上富良野クリーンセンターなどの処理施設
し せ つ

に運び、安全で衛生的
えいせいてき

な

方法で処理するしくみをつくりました。 

ごみの量や種類がふえていったから、処理のしかたも

変
か

わっていったんだね。 

地域の人々が、健康
けんこう

で衛生的な生活を送れるように、

ごみの処理のしくみがつくられていったんだね。 
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↑① 町民一人当たりが１年間に出すごみの量（ｔ） 

 

↑② 町民一人当たりのごみの処理にかかる費用（円） 

 

 

９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●地域
ち い き

の人々の取り組み 

わたしたちは、地域の人々がごみをへらすためにどのよ

うな取り組みを行っているのか調べてみました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

地域の人々は、ごみをへ
らすためにどのようなこ
とに取り組んでいるのだ
ろう。 

活    動 
 
①地域が行っている、
ごみをへらすための
取り組みを調べよう。 

 
②取り組みを調べて、
わかったことや気づ
いたことを話し合お
う。 

 

スーパーチェーンふじ上富良野店 店長の朝倉
あさくら

さんの話 

店の入り口に、牛乳
ぎゅうにゅう

パックや食品トレーを回収する箱を置い

て、リサイクルに協力
きょうりょく

しています。町で決められた回収
かいしゅう

日、時間、

場所以外
い が い

でも集めることができます。また、レジ袋
ぶくろ

を使わなくて

いいように、ダンボールを無料
むりょう

で提
てい

供
きょう

したり、商品を包装
ほうそう

すると

きに必要
ひつよう

最小限
さいしょうげん

の梱包
こんぽう

にする「簡易
か ん い

包装
ほうそう

」をよびかけたりして

います。 

子どもセンターで働く人の話 

子どもセンターでは、子ども服のリサイクル事業を行っ

ています。着なくなった子ども服を集め、ほしい方に無料

で提供しています。服がむだにならず、ごみをへらすこと

にもつながります。よろこんで利用してくださる町民の方

がたくさんいますよ。 

地域の人たちが、協力
きょうりょく

しあって、ごみを

へらそうとしているんだね。わたしたち

には、何ができるだろう。 

スーパーマーケットの入り口に、資源
し げ ん

ごみを

回収
かいしゅう

する箱が置
お

いてあるよ。 

町の社会
しゃかい

教育
きょういく

総合
そうごう

センターで、子ども服
ふく

が

たくさん置いてある場所を見つけたよ。 

↑① スーパーマーケットの入り口にある資源ごみの回収箱 

 

↑② 簡易包装をよびかけるポスター 

 

↑③ 無料で提供している

ダンボール 

 

↑④ 無料で提供している子ども服などの育児用品 ↓ 

↓⑤ 提供したい人が記入する用紙 

１０ 



●ごみの問題について話し合おう 

わたしたちは、これまでの学習をふり返り、「この単元
たんげん

の

新たな学び」について考えたことを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、さらに、ごみをへらすための取り組みや処

理のくふうについて学び、これから自分たちにできることを

考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめる 

★教科書を参考にして、自分の考えをノート

にまとめ、話し合いましょう。 

この単元の新たな学び 

わたしたちは、くらしから

出たごみを、どのように

処理していけばよいだろ

う。 

★教科書を参考
さんこう

にして、これからの地域
ち い き

のごみについて話し合いましょう。 

わたしたちが気持ちよく生活できるのは、多く

の人たちが、ごみを処理
し ょ り

するために働
はたら

いてく

れているおかげだね。 

ごみの種類
しゅるい

ごとにふくろを分けて、しっかり分別
ぶんべつ

してから

ごみを出したいです。なぜなら・・・ 

わたしは、使えるものはなるべく長く使って、ごみを出さな

いようにしたいです。それは・・・ 

つなげる 

１１ 



 

 

●１日に使う水の量
りょう

を調べよう 

わたしたちは、自分たちのくらしの中で、どのようなことに、

どれくらいの量の水が使われているのか調べて、気づいたこ

とを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、学校で使われる水の量を知りたくなりました。

そこで、学校の先生に、学校の水道の使用量をしめした

検針票
けんしんひょう

を見せてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※５０㎥＝５００００L 

 

 

 

 

 

わたしたちは、家でも学校でも、さまざまな場面で、水が使われていることに気づ

きました。 

 

 

 

（２）水はどこから 

この時間の問い 
 

わたしたちはくらしの
中で、どのようなこと
に、どれくらいの水を
使っているのだろう。 

活    動 
 
 
①自分たちが１日に、
どこで、どれくらい
の量の水を使って
いるかを調べよう。 

 
②家や学校で使われ
る水の量や、自分
たちの水の使い方
について、気づい
たことを話し合お
う。 

 
③話し合ったことをも
とに、水について、
気になったことや
疑問に思ったこと
を発表しよう。 

★教科書を参考
さんこう

にして、調べたこと

をまとめましょう。 

わたしの家だけで、１日に４００L の水が使われ

ているのがわかったよ。 

おふろに入ったり、せんたくをしたりするときに、

たくさんの水を使うんだね。 

家よりもおおぜいの人がいる学校では、もっとた

くさんの水を使っていそうだね。 

学校には、おおぜいの人がいるから、家よりもずっと多くの

水が使われているね。 

みんなが、これだけたくさん使っているのに、水がなくならない

のはどうしてだろう。 

トイレやそうじ、給食
きゅうしょく

など、学校でも、いろいろなことに水を

使っているよね。 

↑① 生活のさまざまな場所で使われる水 

 

↑② 学校で使われた水の量がしめされた検針票 

 

１２ 



●学習問題をつくり、学習の見通しを立てよう 

わたしたちは、自分たちがくらしの中で使う水について、疑問
ぎ も ん

に思ったことや知り

たいと思ったことを、話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、みんなで話し合った疑問を、クラスのみんなで考えていく学習問題

にするために、一つの文に表しました。 

 

 

 

 

 

わたしたちは、みんなでつくった学習問題について、一人一人が予想したことを発

表しました。そして、みんなの予想をもとに、学習計画を立てました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家でも学校でも、たくさんの水を使うことができるの

は、どうしてだろう。 

わたしたちがいつも飲んでいる水は、どこから送

られてくるのかな。 

じゃ口をひねったら、いつでも水が出てくるのは、どう

してだろう。 

わたしたちが使う水は、飲むことができるきれいな水

だね。どうやって、きれいな水にしているのかな。 

この単元
たんげん

の学び 

わたしたちがくらしの中で使っている水は、どのように送られてくるの

だろう。 

わたしたちが使っている水は、水道水といわれているよ。水

が送られてくる水道管
すいどうかん

をたどっていくと何かわかるかもしれ

ないね。 

ごみの処理
し ょ り

と同じように、水もいろいろな施設
し せ つ

を通って、送

られているのではないかな。 

生活に欠
か

かせない水がなくなることのないように、何かくふ

うをしているのかな。 

① 水道管をたどると、どこへつな

がるのか。 

② 水道水は、どうやってつくられ

ているのか。 

③ 水がなくならないようにするた

めのくふう。 

  調べること 調べ方 

① 資料
し り ょ う

や地図帳で調べる。 

② 水道水をつくるしせつを見学

する。 

③ 水道水をつくるしせつの方か

ら話をきく。 

１３ 



●水はどこから流れてくるのか 

わたしたちが、学校や家の水道管
すいどうかん

をたどると、水道管は

浄水場
じょうすいじょう

という所につながっていることがわかりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

わたしたちは、水が通ってくるしせつや場所を調べながら、水源までたどることに

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

わたしたちが使う水
は、どこから送られて
くるのだろう。 

活    動 
 
①水道管をたどると、
どこへつながるの
かを調べよう。 

 
②水道にかかわるし
せつがどこにある
か、地図で調べよ
う。 

 
③調べたことをまとめ
ていく方法につい
て考えよう。 

わたしたちが使っている水は，それぞれの浄水場から流れて

きているみたいだね。 

これからの学習で、調べて

わかったことをカードに書い

ていこう。 

浄水場の近くに川がない場所もある

ね。水源
すいげん

はどこにあるんだろう。 

上富良野町には、たくさんの

浄水場があるんだね。 

★教科書を参考
さんこう

にして、

カードの書き方をたしか

めましょう。 

 

東中小学校 

上富良野小学校 

上富良野西小学校 

江花
え は な

浄水場 

倍本
ばいほん

浄水場 

東中浄水場 

日の出浄水場 

旭
あさひ

野
の

浄水場 

清
きよ

富
とみ

浄水場 
草分
くさわけ

ポンプ場 
静
せい

修
しゅう

浄水場 

里
り

仁
じん

浄水場 

↑① 上富良野町にある浄水場 

 

１４ 



 

●浄水場
じょうすいじょう

を見学しよう 

わたしたちは、浄水場をたずねて、係の人に質問
しつもん

しました。 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、係の人から、上富良野

町の浄水場について、くわしく説明しても

らいました。そして、さらに知りたいことを

質問しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 わたしたちは、調べてわかったことをカードに書きました。 

 

活    動 
 
 
① 浄水場の様子やし
くみを調べよう。 
 

② 浄水場ではたらく
人の仕事を調べよ
う。 

 
③ 調べてわかったこと
をカードに書こう。 

 

この時間の問い 
 

浄水場は、どのようなは
たらきしているのだろう。 

役場の建設
けんせつ

水道課
か

上下水道班
はん

の岡
おか

さんの話 

上富良野町の水道の原水は、ほとんどがわき水です。上富良野町は、周
まわ

りが山にか

こまれた盆地
ぼ ん ち

なので、ふった雨が山の地表にしみこみ、それがわき水としてあふれ出て

います。とてもきれいなわき水なので、かんたんなしょりで水道水として利用できます。 

自然的
し ぜ ん て き

なサイクルなので、雨や雪がふっているかぎり、水がなくなることはないと考え

ています。しかし、大きな地震
じ し ん

や噴火
ふ ん か

によって山がくずれ、わき水の量
りょう

が少なくなったり、

水質
すいしつ

が悪くなったりする可能性
かの う せ い

がないわけではありません。そのような緊急
きんきゅう

時
じ

に、水が

送れるようなしくみも考えています。 

浄水場は、何をするところですか。浄水場のは

たらきについて、教えてください。  

浄水場は、くみ取った水をきれいにして、飲むこ

とのできる水道水にする施設
し せ つ

です。 

上富良野町の浄水場では、１日にど

れくらいの量の水を送り出しているの

ですか。 

１日に２００万 L以上の水を、送り出

しています。 

わたしたちが飲んでいる水は、わき水

だったんだね。 

浄水場から送り出している水が安全

かどうかは、どうやってたしかめている

のですか。 

浄水場のとなりにある配水池から、２

４時間３６５日機械
き か い

をつかって水の安

全をたしかめています。 

★教科書を参考
さんこう

にし

て、わかったことをカー

ドに書きましょう。 

↑① 浄水場 

 

↑② 浄水場へ流れてきた水 

 

↑③ 水の安全をたしかめる機械 

 

↑④ 水の安全をたしかめる機械 ↓ 

 

１５ 



●水道管
すいどうかん

を守る人々 

わたしたちは、浄水場
じょうすいじょう

から学校や家などに水を送る水道に

ついて調べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水をたくわえる湖とダム 

わたしたちは、水をたくわえる「ダム」という施設
し せ つ

について知

り、ダムのはたらきについて調べることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●水源
すいげん

を守る取り組み 

わたしたちは、ダムとかかわりが深い、水源の森林と水源を

守る取り組みについて調べることにしました。 

 

この時間の問い 
 

水道管は、だれが、ど
のようにして守ってい
るのだろう。 

活    動 
 
 

① 水道管のはたらき

を考えよう。 

 

② 水道管を守るた

めの取り組みに

ついて調べよう。 

 

③ 水道の広がりが、

人々の生活に果
は

たした役割
やくわり

につ

いて考えよう。 

水道水は、水道管を通って送られているよ。水

道管があるから、わたしたちはいつでも水が使

えるのではないかな。 

水道管は、ほとんどが地下を通っていて、ふだ

んは見られないね。地下にある水道管は、だれ

がどのように管理
か ん り

しているのだろう。 

★この学習は、教科書を

参考
さんこう

にして学習しましょう。 

この時間の問い 
 

ダムは、どのようなは
たらきをしているのだ
ろう。 

活    動 
 
 
① ダムが、道内のど
こにあるか調べよ
う。 
 

② ダムのはたらきを
調べよう。 

 
③ ダムと人々のくら
しとのかかわりに
ついて考えよう。 

川の水が止められて、大きな湖のようになって

いるみたいだよ。 

ダムには、どんなはたらきがあるのかな。 

★この学習は、教科書を参考
さんこう

にして

学習しましょう。 

この時間の問い 
 

水源を守る取り組み
には、どのようなもの
があるのだろう。 

活    動 
 
 
① 水源の森林を守
るための活動に
ついて調べよう。 
 

② 水源や川の水を
きれいにたもつ取
り組みを調べよ
う。 

 
③ 水源や川の水を
守る取り組みが
行われている理
由を考えよう。 

★この学習は、教科書を参考にして

学習しましょう。 

森林も、ダムのようなはたらきをするんだね。大

きな森林をどのように守っているのかな。 

↑① 水を流すために使う水道管 

 １６ 



 

●使ったあとの水のゆくえは 

わたしたちは、家や学校で使ったあとのよごれた水が、ど

こへ運ばれていくのか調べて、気づいたことを話し合いまし

た。 

 

 

 

  

 

 

わたしたちは、使ったあとの水をきれい

にする取り組みについて、浄化センターの

係の人にきいてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

使ったあとのよごれた水
は、どうなるのだろう。 

活    動 
 
 
① 使ったあとの水のゆ
くえを調べよう。 
 

② 浄化センターのは
たらきを調べよう。 
 

③ 浄化センターできれ
いにした水のゆくえ
を調べ、水のじゅん
かんについて考えよ
う。 

使ったあとのよごれた水は，下水
げ す い

処理
し ょ り

施設
し せ つ

の、

浄化
じょうか

センターへ送られるんだね。 

浄化センターは、富良野川の近くにあるよ。施

設できれいな水にしてから、富良野川に流して

いるのかな。 

役場の建設
けんせつ

水道課
か

上下水道班
はん

の岡
おか

さんの話 

町の人々が住みやすく、清潔
せいけつ

に生活できるようにするために、下水道や浄化センターを計

画的につくってきました。 

よごれた水は、様々な機械
き か い

を通ったあと、びせい物という小さな生き物によってきれいな水

になります。その後、きれいになった水は、施設の近くを流れる富良野川へ流されます。また､

水のよごれからできたおでいは、畑の肥料
ひりょう

として使っています。 

よごれた水をきれいにするためには、みなさんの協力
きょうりょく

が欠
か

かせません。台所の流しから、油

やゴミなどは流さないで、水を正しく使用してほしいです。 

小さな生き物の力を使ってきれいな水にし

てから、富良野川に流しているんだね。 

水のよごれからできたおでいが、肥料とし

て利用されているなんておどろきだね。 

★教科書を参考
さんこう

にして、

わかったことをカードに

書きましょう。 

↑① 浄化センター 

 

↑② 最終
さいしゅう

沈殿
ちんでん

池
ち

 

 

↑③ 水がきれいになっていくしくみ 

 

↑④ 浄化センターのしくみ 

 

↑⑤ 水をきれいにする機械 

 

１７ 



●水の通り道をすごろくに表そう！ 

わたしたちは、「この単元
たんげん

の学び」について考えるため、

これまでに書いたカードをならべて、調べてきたことをふり

返りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

すごろくを作って楽しんだわたしたちは、「この単元の学び」について考えたことを

ノートに書きました。 

 

 

 

 

 

 

●水を大切に使うということは・・・ 

わたしたちは、作ったすごろくやノートを見ながら、これか

らのくらしの中で、水を使い続けていくために大切なことを

考えました。 

 

 

さらに、町内の工場や商店、家庭で使われる水の量
りょう

の変化
へ ん か

を調べ、気づいたこと

を話し合いました。 

 

 

わたしたちは、水を大切に使っていくために、自分たちに

できることや、地域
ち い き

でできることを話し合い、ノートにまとめ

ることにしました。 

まとめる 

この単元の学び 

わたしたちがくらしの中

で使っている水は、どの

ように送られてくるのだ

ろう。 
水が、どうやって自分のたちのもとにとどき、使

ったあとはどこに行くのかを調べてきたね。 

水を使う場所のカードも作ろうよ。節水
せっすい

という、

水のむだづかいをやめて節約
せつやく

する取り組みが

あるみたいだね。 

これまでに作ってきたカードを使って、水の通り

道をすごろくに表してみよう。 

★教科書を参考
さんこう

に

して、水を使う場所

のカードを書きまし

ょう。 

★教科書を参考に

して、これまでに作

ったカードをならべ

て、すごろくを作り

ましょう。 

つなげる 

浄水場
じょうすいじょう

のおかげで、わたしたちはいつもきれいでおいしい水を飲

むことができる。そして、使ったあとの水をきれいにすることで・・・ 

わたしたちは、毎日たくさんのことに水を使っている。それは、

しせつで働いている人たちが協力して、町の水を・・・ 

 

わたしは、使ったあとの水をきれいにする浄化
じょうか

センターのはたら

きが大切だと思いました。その理由は・・・ 

町内で使われる水の量は、工場も家庭もへってきているね。水

を大切に使おうとする節水の取り組みが進んでいるかな。 

★教科書を参考にし

て、自分の考えをノー

トにまとめましょう。 
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↑① 上富良野町の工場や商店などで１日に

使われる水の量（㎥） 

 

 

↑② 上富良野町の１家庭当たりで１日に

使われる水の量（L） 

 

 

 

１８ 



●ごみと水について学んだことを、くらしに役立てよう 

わたしたちは、ごみをへらしたり、水を大切に使ったりする取り組みについて調べ

てきたことを、自分たちのくらしに役立てようと考えました。 

 

 

 

 

 

わたしたちは、実際に、ごみをへらそうとしたり、節水に取り

組んでみたりしました。取り組んだあとで、思ったことを話し

合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、これからも取り組みを続けていくために、

自分たちにできることを考えたり、ごみや水にかかわるさ

まざまな問題について調べたりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちのくらしを見つめ直して、ごみをへらしたり、節水
せっすい

に取り

組んだりしてみよう。 

これまでの学習で調べてきた、さまざまな人たちの取り組みが

参考
さんこう

になりそうだね。 

★教科書を参考にし

て、自分の考えを発

表しましょう。 

節水しようと思っても、資源
し げ ん

ごみのよごれを落とすために、水

を使ってしまうよ。 

これから先も、取り組みを続けていくために、自分たちにでき

ることを考えていくことが大切だね。 

ごみをへらしたり、節水したりすることが、簡単
かんたん

なことではな

いんだね。でも、それをしなかったら・・・ 

★教科書を参考にし

て、自分の考えをまと

めたり、ごみや水にか

かわる問題を調べた

りしましょう。 

１９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                        

わたしたちの学校には「十勝岳噴火コーナー」があり 

                       ます。そこには、過去に起こった十勝岳噴火の様子を伝   

えるパネルが掲示
け い じ

されています。わたしたちは、パネルの

写真を見たり説明文を読んだりして、気づいたことを話

し合いました。 

 

 

 

 

わたしたちは、疑問に思ったことや、知りたくなったこ 

とを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、みんなで話し合ったことをもとに、この単 

元の学習課題をつくりました。 

 

 

  

学習課題について予想し、学習計画を立てました。 

 

 

 

せんたく 火山の噴火
ふ ん か

にそなえて 
 

３

↑ ① 大正１５年十勝岳大噴火の 

様子（上富良野西小学校「十勝岳

噴火コーナー」） 

この時間の問い 
 

過去に火山の噴火が起こっ
たとき、わたしたちの地域は、
どのようになったのだろう。 

（１） 泥流
でいりゅう

にのみこまれたまち 

活    動 
 

①過去に起こった十勝岳の
噴火の写真を見て、感じた
ことを話し合おう。 

 
②疑問に思ったことや、知りた
くなったことを話し合おう。 

 
③話し合ったことをもとに、単
元の学習課題をつくり、学
習計画を立てよう。 

↑ ② 泥流の力によってめくれあがった線路（大正１５年 十勝岳大噴火） 

噴火のけむりが、ものすごい高さになっているね。 

噴火で発生した泥流で、家や線路などがこわれてし

まっているね。 

大正１５年の噴火では、１００名をこえる方がぎせい

になっていて、噴火はとてもおそろしいと思ったよ。 

この単元の学び 
上富良野町では、火山の噴火にそなえて、 
だれがどのような取り組みをしているのだろう。 

調べること 
 

①過去に起こった 
  十勝岳の噴火の様子 
 
②火山の噴火から地域を守る 
  ための取り組み 
 
③地域の人々のそなえ 

↑ ③ 昭和６３年十勝岳噴火時の新聞記事（昭和６３年１２月） 

調べ方 
 

①資料やインターネットで調べ
る。 

 
②町役場の人に話を聞く。 
 
③地域を歩いて調べたり、 
地域の人に聞いたりする。 

十勝岳はくり返し噴火しているようだね。これからも

噴火するおそれはあるのかな。 

昭和６３年の噴火では、多くの人が避難しているよ。

だれが、どうやって住民を守ってくれるのだろう。 

また、噴火が起こるかもしれないね。上富良野町で

は、どのようなそなえをしているのかな。 

消防や警察のように、噴火が起こ

ったときも、協力して地域を守るし

くみがあるのではないかな。 

↑ ④ 昭和 37年十勝岳大噴火の 

様子（上富良野西小学校「十勝岳

噴火コーナー」） 

１ 



 

 

  わたしたちは、学校にある「十勝岳噴火コーナー」へ 

行って、過去に起こった十勝岳の噴火について調べまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちは、過去に起こった主な十勝岳の噴火の 

年表や、噴火によるひがいを伝える資料を見ながら、 

気づいたことや感じたことを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

十勝岳は、過去に噴火をくり返し、わたしたちの地域

に大きなひがいをもたらしたことがわかりました。わたし

たちは、噴火にそなえて、地域ではどのような取り組み

が行われているのか、調べてみることにしました。 

この時間の問い 
 
わたしたちの地域では、過去
にどのような噴火が起こった
のだろう。 

（２） 十勝岳の噴火の歴史を調べよう 
↑ ④ 大正噴火で泥流が流れ下ったところ 

活    動 
 

①十勝岳噴火コーナーや開
拓記念館へ行って、過去に
起こった噴火について、調
べよう。 

 
②年表や資料を見て、地域で
起こる災害の特ちょうを考
えよう。 

 
 

１８５７年 

１８８７年 

１９２５年 

１９２６年 

 

１９２７年～ 

１９２８年 

１９６２年 

 

１９８５年 

１９８８年～ 

１９８９年 

２００４年 

噴火。 

噴火。 

噴火。 

大噴火。泥流が発生。死者、行方不明者は１４４

名、負傷者は約２００名にのぼった。 

小噴火を繰り返す。 

 

３７年ぶりに大噴火。噴煙は上空１万メートルに

も達する。死者５名、負傷者１１名。 

ごく小規模な噴火。 

噴火を繰り返す。小規模な泥流も発生。 

 

ごく小規模な噴火。 

↑ ③ 過去に起こった主な十勝岳の噴火 

↑ ② 上富良野西小学校にある「十勝岳噴火コーナー」 

↑ ⑤ 過去に発生した泥流の地層 

↑ ① 昭和６３年十勝岳噴火の様 

子（上富良野西小学校「十勝岳噴 

火コーナー」） 

１９２６（大正１５）年と１９６２（昭和３７）年に、大きな

噴火が起こっている。どのようなひがいがあったのだ

ろうか。 

↑ ⑥ 大正噴火で発生した泥流によ

り流木が押し寄せた上富良野町 

年表を見ると、十勝岳は、何度もくり返し噴火してい

るね。 

３０年おきぐらいで大きな噴火が起きているね。 

噴火によって起こった泥流で、大きなひがいを受けた

ことがわかるね。 

次の噴火はいつ起きてもおかしくないよね。どうやっ

て噴火にそなえたらよいのだろう。 

１９２６（大正１５）年５月２４日、十勝岳が大噴火を起こしました。この噴火

によって大正
たいしょう

泥流
でいりゅう

と呼ばれる大規模
だ い き ぼ

な融雪型
ゆうせつがた

火山泥流
でいりゅう

が発生しました。泥

流は爆発
ばくはつ

後わずか２５分あまりで火口から２５ｋｍの上富良野原野に達
たっ

した

といわれています。泥流は、途中
とちゅう

 

で森林を破壊
は か い

し、大量
たいりょう

の材木を 

含
ふく

む泥水となり、家や橋、鉄道な 

どを破
は

壊
かい

しました。 

 

１９２６（大正１５）年の十勝岳大噴火 

● 融雪型
ゆうせつがた

火山泥流
でいりゅう

 

かいせつ 火山活動によって山をお

おっている雪や氷が急
きゅう

にとけること

で発生
はっせい

し、水と噴出物
ふんしゅつぶつ

が混
ま

ざって地

表を流れる現象
げんしょう

です。発生から短時

間で、市街地
し が い ち

に達
たっ

する恐
おそ

れがありま

す。 

２ 



 

 

 

  わたしたちは、噴火にそなえるために上富良野町が

取り組んでいることについて、調べました。 

                         上富良野町では、十勝岳火山防災
ぼうさい

マップを作成し、 

                       住民に知らせることで、十勝岳が噴火し、泥流が発生し 

た際に、住民が素早
す ば や

く安全な場所に避難
ひ な ん

することがで 

きるようにしています。避難する際の非常
ひじょう

持出品
もちだしひん

や普段
ふ だ ん

 

から備蓄
び ち く

しておくものなども住民に知らせています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

また、噴火にそなえて国や北海道、十勝岳周辺の市や 

町、気象
きし ょ う

台
だい

や北海道開発局、警察や消防、自衛隊
じ え い た い

、火山 

の専門家
せん も んか

などからなる十勝岳火山防災協
きょう

議会
ぎ か い

が組織
そ し き

さ 

れています。そこでつくられた十勝岳火山避難計画には、 

噴火が起こった際の関係機関の役割
やくわり

や対応
たいおう

策
さ く

などが書 

かれており、噴火にそなえた訓練
くんれん

も行われています。 

 

 

 

 わたしたちは、学習課題をふり返り、調べてきた取り組 

り組みについて話し合いました。 

★教科書の「まとめる」「つなげる」ページを参考にしましょう。 

この時間の問い 
 
上富良野町は、噴火にそなえ
てどのような取り組みをして
いるのだろう。 

↑ ③ 十勝岳噴火総合防災訓練 

（３） 住民の命やくらしを守る 

↑ ① 上富良野町 十勝岳火山防災マップ／非常時持出品・備蓄品の例 

↑ ② 十勝岳火山防災協議会の構成機関 

↑ ④ 指定緊急避難場所一覧 

活    動 
 

①上富良野町役場へ行って、 
十勝岳の噴火にそなえる取 
り組みを調べよう。 

 
②十勝岳の噴火にそなえる町
の取り組みについてわかっ
たことをノートに書こう。 

 
 

火山の噴火から住民を守るには、町や道、国などの

関係機関の協力が大切なんだね。 

私たち住民も日ごろから噴火に対するそなえをして

おくことが大切だと思ったよ。 

３ 



 

 

写真① 北
きた

の大文字
だ い も ん じ

 

写真② 十勝
と か ち

岳
だけ

紅葉
こ うよ う

まつり 

写真③ かみふらの雪
ゆき

まつり 

 

わたしたちの住
す

む上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

には、昔
むかし

から受
う

けつがれてきた祭
まつ

りや行事
ぎょうじ

、建物
たてもの

な

どがあります。町
まち

の観光
かんこう

パンフレットやホームページを見
み

て、気
き

になったものをクラス

で発表
はっぴょう

しました。 

「上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

には季節
き せ つ

ごとに様々
さまざま

な祭
まつ

りがあるね。わたしが夏
なつ

に参加
さ ん か

した 

ラベンダーフェスタはたくさんの人
ひと

が見
み

に来
き

ていたよ。」 

「全国
ぜんこく

から見
み

に来
く

る人
ひと

がいるんだって。どんなみりょくがあるのかな。調
しら

べ         

てみようよ。」

地域
ち い き

で受
う

けつがれてきたもの 
 

４

１ 



●調
しら

べよう 

調
しら

べる中
なか

で、ラベンダーフェスタは昔
むかし

、別
べつ

の名前
な ま え

で開
かい

催
さい

さ

れていたことに気
き

が付
つ

きました。 

「ラベンダーフェスタはもともと、花
はな

と炎
ほのお

の四季
し き

彩
さい

ま 

つりという名前
な ま え

だったよね。」 

 

 

 

 

              写真①② 花
はな

と炎
ほのお

の四季
し き

彩
さい

まつり 

 

「２０２０年
ねん

に感染症
かんせんしょう

のえいきょうで花
はな

と炎
ほのお

の四季
し き

彩
さい

まつりが中止
ちゅうし

になっ

てしまったのは悲
かな

しかったな。」 

「２０２１年
ねん

にラベンダーフェスタという名前
な ま え

で祭りが開
ひら

かれてうれしかった       

よ。」 

「祭
まつ

りがなくならなくてよかったね。こうやってぼくたちが祭
まつ

りを楽
たの

しみ続
つづ

け        

られるのは、だれのおかげなんだろう。」 

「そもそもなんでラベンダーの祭
まつ

りにしたんだろう。だれがどんな思
おも

いで祭
まつ

りを続
つづ

けてきたのかな。」 

 

 

 

 

写真③ ラベンダーフェスタ 

 

  

この時間の問い 
 

ラベンダーフェスタと
は、どのようなものな
のだろう。 

この単元
たんげん

の学
まな

び 

ラベンダーフェスタはどのようにして受
う

けつがれてきたの

だろう。 

①調
しら

べること 

 ・ラベンダーのよさについて。 

 ・多
おお

くの人
ひと

が見
み

に来
く

るわけ。 

 ・他
ほか

の地域
ち い き

への、ラベンダーの広
ひろ

まりについて。 

②調
しら

べ方
かた

 

 ・祭
まつ

りにかかわっている人
ひと

から話
はなし

をきく。 

・ラベンダーを育
そだ

てている人
ひと

から話
はなし

をきく。 

・資料
し り ょ う

や地図
ち ず

を使
つか

って調
しら

べる。 

 学習
がくしゅう

計画
けいかく

 

活    動 
 

①ラベンダーフェスタ
について調べよう。 

 
②調べたことをもと
に、気になったこと
や疑問に思ったこ
とを話し合おう。 

 
③話し合ったことをも
とに学習問題をつ
くり、学習計画を立
てよう。 

２ 



●祭
まつ

りにかかわっている人
ひと

に話
はなし

をきこう 

 わたしたちは祭
まつ

りにかかわっている人
ひと

に話
はなし

をききました。

●ラベンダーフェスタを受
う

けつぐ、広
ひろ

げる 

 わたしたちはラベンダーフェスタがどのように広
ひろ

まってきたの

か調
しら

べました。 

 

 

 

 

「これまでにも名前
な ま え

がかわったことがあったんだね。ホップや十勝
と か ち

岳
だけ

にまつ       

わる祭
まつ

りもあったんだ。」 

「ラベンダーフェスタはいろいろな思
おも

いのこもった祭
まつ

りと言
い

えるね。」 

 

ラベンダーフェスタの前
まえ

に行
おこな

われていた花
はな

と炎
ほのお

の四季
し き

彩
さい

まつりは、過去
か こ

から行
おこな

われている火
ひ

祭
まつ

りの意味
い み

と、花
はな

を見
み

て楽
たの

しむための意味
い み

をあわせた

祭
まつ

りとして行
おこな

われていました。上富良野
か み ふ ら の

に住
す

む多
おお

くの人
ひと

が参加
さ ん か

していまし

たが、他
ほか

の市町村
しちょうそん

からの観光客
かんこうきゃく

は多
おお

くありませんでした。 

わたしたちは上富良野
か み ふ ら の

のよさをより多
おお

くの人
ひと

に広
ひろ

めたいと考
かんが

え、国内
こくない

有数
ゆうすう

の規模
き ぼ

をほこるラベンダーが中心
ちゅうしん

の祭
まつ

りにすることとしました。ラベン

ダーはふだん、さいている様子
よ う す

を明
あか

るい時間
じ か ん

に見
み

てもらうことが多
おお

かったの

ですが、夜
よる

に光
ひかり

を当
あ

ててみると、とても美
うつく

しいむらさき色
いろ

をしていました。ラ

ベンダーを祭
まつ

りでライトアップすることで、ラベンダーのよさを多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらうことができました。祭
まつ

りをラベンダーフェスタに変更
へんこう

してから、全国
ぜんこく

各地
か く ち

から問
と

い合
あ

わせがくるようになり、注目度
ちゅうも くど

が高
たか

まったと感
かん

じています。 

上富良野
か み ふ ら の

ならではのみりょくの１つであるラベンダーを知
し

ってもらうこと

で、町
まち

のことも多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらい、上富良野
か み ふ ら の

に来
く

る人
ひと

を増
ふ

やすことが

できました。 

 
上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

役場
や く ば

企画
き か く

商工
しょうこう

観光課
か ん こ う か

 

松田
ま つ だ

さんの話
はなし

 

この時間の問い 
 

ラベンダーフェスタに
かかわっている人は、
どのような思いなのだ
ろう。 

活    動 
 

①祭りの名前がかわ
ったわけを調べよ
う。 

 
②ラベンダーフェスタ
に参加したり、様子
を見たりして感じた
ことを話し合おう。 

 
③ラベンダーフェスタ
のよさを考えよう。 

この時間の問い 
 

ラベンダーフェスタは、
どのように広まってい
ったなのだろう。 

活    動 
 

①ラベンダーフェスタ
がどのように受け
つがれてきたのか
を調べよう。 

 
②調べたことをもと
に、気になったこと
や疑問に思ったこ
とを話し合おう。 

ラベンダーフェスタの歴史
れ き し

 

年
代 

昭和 平成 令和 

53 57  3 16 2 ３ 

年 年 年 年 年 年 

出
来
事 

第
１
回
北
海
ホ
ッ
プ
祭
り
が
島
津
公
園
で
行
わ
れ
る
。 

北
海
ホ
ッ
プ
祭
り
か
ら
名
前
を
変
更
し
て
第
１
回
か
み

ふ
ら
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
が
日
の
出
公
園
で
行
わ
れ

る
。 

第
１
回
十
勝
岳
火
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
。 

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
と
十
勝
岳
火
ま
つ
り
を
合
わ
せ
て
、

か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
が
日
の
出
公
園

で
行
わ
れ
る
。 

感
染
症
の
影
響
で
か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ

り
が
中
止
と
な
る
。 

か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
か
ら
名
前
を
変

更
し
て
、
第
１
回
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ
る
。 

 

 

写真①② 上富良野
か み ふ ら の

のホップ 

  

写真③ 十勝
と か ち

岳
だけ

 

３ 



●ラベンダーフェスタの発展
はってん

を願
ねが

って 

 わたしたちは、学習
がくしゅう

問題
もんだい

をふり返
かえ

って、ラベンダーフェスタに

ついて調
しら

べたことを話
はな

し合
あ

いました。 

 

「祭
まつ

りには、上富良野
か み ふ ら の

に住
す

む人
ひと

の様々
さまざま

な思
おも

いがこめられていることがわか        

ったよ。だから昔
むかし

から続
つづ

けられてきたんだね。」 

「ラベンダーフェスタは、上富良野
か み ふ ら の

のことを多
おお

くの人
ひと

に知
し

ってもらう工夫
く ふ う

に        

もなっていたね。」 

「ぼくたちも、ラベンダーフェスタが発展
はってん

するようにできることがありそうだ        

ね。考
かんが

えてみようよ。」 

  

わたしたちは、話
はな

し合
あ

ったことをまとめ、自分
じ ぶ ん

たちにできることを考
かんが

えてみました。 

ラベンダーフェスタについてわかったこと 自分
じ ぶ ん

たちにできそうなこと 

・もともとは１９７８年
ねん

の北海
ほっかい

ホップ祭
まつ

り

から始
はじ

まった。 

・上富良野
か み ふ ら の

のよさを広
ひろ

められるように

工夫
く ふ う

されている。 

・ラベンダーの美
うつく

しさが広
ひろ

まったことで、

上富良野
か み ふ ら の

に興味
きょうみ

をもってもらえるように

なった。 

・地域
ち い き

の祭
まつ

りについて意味
い み

やみりょくを

調
しら

べる。 

・祭
まつ

りに参加
さ ん か

して、よさを味
あじ

わう。 

・祭
まつ

りのよさを宣伝
せんでん

して、他
た

の地域
ち い き

の人
ひと

にも知
し

ってもらう。 

 

●ラベンダーの文化
ぶ ん か

も調
しら

べよう 

 わたしたちはラベンダーフェスタについて調
しら

べる中
なか

で、ラベンダーと上富良野
か み ふ ら の

のつ

ながりについても気
き

になり、調
しら

べてみることにしました。 

「ラベンダーが上富良野
か み ふ ら の

で育
そだ

てられるようになったのはいつごろだったん        

だろう。どうして上富良野
か み ふ ら の

に広
ひろ

まったのかな。」 

 

 

 

 

 

  

この時間の問い 
 

ラベンダーフェスタは
どのようにして受けつ
がれてきたのだろう。 

この単元
たんげん

の学
まな

び 

ラベンダーはどのようにして受
う

けつがれてきたのだろう。 

①調
しら

べること 

 ・ラベンダーの歴史
れ き し

。 

 ・受
う

けついできた人々
ひとびと

の思
おも

いや願
ねが

い。 

 ・守
まも

り伝
つた

えていくための取
と

り組
く

み。 

 学習
がくしゅう

計画
けいかく

 

写真① 

写真② 

４ 



●ラベンダーについて調
しら

べよう 

わたしたちはラベンダーについてもど

のように受
う

けつがれてきたのか町
まち

のホ

ームページを調
しら

べてみました。 

「ラベンダーが上富良野
か み ふ ら の

に来
き

たのは戦争
せんそう

が終
お

わってすぐのころだったの 

か。」 

「ラベンダーが上富良野
か み ふ ら の

に来
き

て、町
まち

の人
ひと

はどう思
おも

ったんだろう。」 

 

 わたしたちはその当時のことを、役場で働く方に聞きました。  

 

 

 

「ラベンダーが来
き

たことで、町
まち

の産業
さんぎょう

にも大
おお

きな変化
へ ん か

があったんだね。上
かみ

        

富良野
ふ ら の

にとってラベンダーは欠
か

かせない存在
そんざい

なんだ。」 

「ラベンダーは今
いま

でも大切
たいせつ

に育
そだ

てられているね。育
そだ

てている人
ひと

はどんな思
おも

        

いなんだろう。」  

この時間の問い 
 

ラベンダーはどのよう
に上富良野に来たの
だろう。 

活    動 
 

①ラベンダーの歴史
について調べよう。 

 
②ラベンダーが上富
良野にとってどん
な存在か考えよう。 

ラベンダーの歴史
れきし

とあゆみ 

 

ラベンダーは今
いま

では夏
なつ

の北海道
ほっかいどう

を象徴
しょうちょう

する観光
かんこう

作物
さくもつ

ですが、かつては特用
と く よ う

農作物
のうさくぶつ

として、道内
どうない

に

おいて広
ひろ

い面積
めんせき

で農作物
のうさくぶつ

として栽培
さいばい

されていました。今
いま

は観光
かんこう

や観賞用
かんしょうよう

・ラベンダー製品
せいひん

原材料
げんざいりょう

と

して、ここ上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

をはじめ富良野
ふ ら の

地方
ち ほ う

で主
おも

に栽培
さいばい

されています。 

上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

は国内
こくない

における「ラベンダーの町
まち

」として、栽培
さいばい

の継続
けいぞく

とラベンダーの利用
り よ う

・観光
かんこう

として

のラベンダー園
えん

のＰ Ｒ
ピーアール

などを行
おこな

っています。 

昭和
しょうわ

１２年
ねん

、曽田
そ だ

香料
こうりょう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

がフランスのアントワン・ヴィアル社
しゃ

からラベンダーの種子
し ゅ し

５ｋｇを

入手
にゅうしゅ

し、これを千葉
ち ば

・岡山
おかやま

・北海道
ほっかいどう

の各
かく

農事
の う じ

試験場
しけんじょう

と曽
そ

田
だ

香料
こうりょう

札幌
さっぽろ

工場
こうじょう

で試験
し け ん

栽培
さいばい

を行
おこな

いまし

た。フランスが特産
とくさん

と 考
かんが

えられていたラベンダーが、日本
に ほ ん

では北海道
ほっかいどう

が生育
せいいく

の適地
て き ち

とわかり、

札幌市
さ っ ぽ ろ し

郊外
こうがい

の南
みなみ

の沢
さわ

と岩内郡
いわないぐん

発足
はったり

村
むら

（共和町
きょうわちょう

）で栽培
さいばい

、蒸留
じょうりゅう

が始
はじ

まります。その後
ご

、第二次
だ い に じ

世界
せ か い

大戦
たいせん

が始
はじ

まり、食糧
しょくりょう

増産
ぞうさん

の至上
し じ ょ う

命令
めいれい

により転作
てんさく

を余儀無
よ ぎ な

くされましたが、優良
ゆうりょう

品種
ひんしゅ

の選抜
せんばつ

保存
ほ ぞ ん

を

最小限
さいしょうげん

行
おこな

い終戦後
しゅうせんご

栽培
さいばい

を再開
さいかい

したのです。 

上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

とラベンダーというつながりの発端
ほったん

は、雑誌
ざ っ し

「農業
のうぎょう

朝日
あ さ ひ

」の「香料
こうりょう

作物
さくもつ

ラベンダーは

初夏
し ょ か

の傾斜地
け い し ゃ ち

にうすむらさきの花
はな

を開
ひら

き、なかなか詩情
し じ ょ う

に富
と

んでいる作物
さくもつ

」という記事
き じ

、また

「北海道
ほっかいどう

新聞
しんぶん

」の「ラベンダーは北海道
ほっかいどう

に適地
て き ち

作物
さくもつ

である」との記事
き じ

を見
み

た上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

東中
ひがしなか

の

上田
う え だ

美一
び い ち

氏
し

、太田
お お た

晋太郎
し ん た ろ う

氏
し

、岩崎
いわさき

不二男
ふ じ お

氏
し

等
など

が協議
きょ うぎ

し、昭和
しょうわ

２２年
どし

曽田
そ だ

香料
こうりょう

札幌
さっぽろ

の佐
さ

野
の

工場長
こうじょうちょう

と

ラベンダー栽培
さいばい

について話
はな

し合
あ

いを行
おこな

い、昭和
しょうわ

２３年
ねん

より委託
い た く

栽培
さいばい

を始
はじ

めたのが最初
さいしょ

で、その後
ご

に

北海道
ほっかいどう

の奨励
しょうれい

特用
と く よ う

作物
さくもつ

として全道
ぜんどう

に広
ひろ

まっていったのです。最盛期
さ い せ い き

には、上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

での栽培
さいばい

面積
めんせき

８５ヘクタール、全道
ぜんどう

では２３５ヘクタールにもなったといいます。 

一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

かみふらの十勝
と か ち

岳
だけ

観光
かんこう

協会
きょうかい

 公式
こ う しき

サイト 上富良野
か み ふ ら の

Navi
ナ ビ

 より 

ラベンダーが上富良野
か み ふ ら の

に来
き

て、栽培
さいばい

が進
すす

んだころに、ラベンダーがさい

ている町
まち

の様子
よ う す

が国鉄
こくてつ

のカレンダーに採用
さいよう

されました。それからは、ラベン

ダーを見
み

に、多
おお

くの人
ひと

が上富良野
か み ふ ら の

に訪
おとず

れるようになりました。それまでは

観光地
か ん こ う ち

としてはなかなか知
し

られていない町
まち

でしたが、ラベンダーのおかげ

で観光地
か ん こ う ち

としても有名
ゆうめい

になりました。農業
のうぎょう

や自衛隊
じ え い た い

に加
くわ

え、観光
かんこう

でも町
まち

を

盛
も

り上
あ

げることができると、町
まち

に住
す

んでいた人
ひと

の意識
い し き

が変
か

わるきっかけに

なったのがラベンダーだったそうです。 

 
上富良野町
か み ふ ら の ち ょ う

役場
や く ば

企画
き か く

商工
しょうこう

観光課
か ん こ う か

 

松田
ま つ だ

さんの話
はなし

 

５ 



●ラベンダーを育てている人に話をきこう 

わたしたちはラベンダーを育てている人に、ラベンダーのよ

さをききました。 

 

 

 

 

 

 

「上富良野
か み ふ ら の

のラベンダーのよさが、全国
ぜんこく

に広
ひろ

まりつつあるんだね。これは         

祭
まつ

りのときと同
おな

じだ。まとめてみよう。」 

 

この時間の問い 
 

ラベンダーを育ててい
る人は、どのような思
いで育てているのだろ
う。 

活    動 
 

①ラベンダーのよさ
について考えよう。 

 
②ラベンダーを育て
ている人の思いを
インタビューしよう。 

 
③ラベンダーを広め
るための工夫を調
べよう。 

 

ラベンダーが国鉄
こくてつ

のポスターになったころには、

日本
に ほ ん

ではあまり見
み

られない風景
ふうけい

だと、全国
ぜんこく

の人
ひと

に気
き

に入
い

られました。きれいなむらさき色
いろ

はラベンダーの

よさです。 

見
み

た目
め

だけではなく、香
かお

りのよさもラベンダーのみ

りょくの１つです。今
いま

ではラベンダーの香
かお

りを商品
しょうひん

に

したものが作
つく

られ、多
おお

くの人
ひと

に使
つか

われています。 

上富良野
か み ふ ら の

で栽培
さいばい

したラベンダーは、花
はな

自体
じ た い

も人気
に ん き

です。ラベンダーの鉢
はち

は、上富良野
か み ふ ら の

で育
そだ

てられたもの

がほしいと全国
ぜんこく

から注文
ちゅうもん

があります。 

全国
ぜんこく

に上富良野
か み ふ ら の

のラベンダーが届
とど

けられること

で、上富良野
か み ふ ら の

のことを知
し

ってもらい、身近
み ぢ か

に感
かん

じても

らえることが嬉
うれ

しいです。また、実際
じっさい

にさいている姿
すがた

を見
み

たいと、上富良野
か み ふ ら の

に来
き

てくれることにも喜
よろこ

びを感
かん

じています。 

 
フラワーランドかみふらの 

社長
しゃちょう

 伊藤
い と う

さんの話
はなし

 

写真① 

写真② 写真③ 

６ 



●未来へ、受けつがれていくために 

わたしたちは、学習をふり返り、ラベンダーについて調べたことを話し合いました。 

 

●わたしたちも伝えよう 

わたしたちは、地域で昔から受けつがれてきたものを、これからも守り伝えていく

ために大切なことは何か、学習したことをもとに考えてみることにしました。 

 

 

 

 
かくこと 

・ラベンダーの歴史   ・ラベンダーのよさ 

・ラベンダーに対する自分の思い 

 
まとめかた（例

れい

）  

ラベンダーを宣伝
せんでん

するポスターをつくろう 

写真① 写真④ 

写真③ 

写真② 

７ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「古い写真だけど草木でおおわれているね。

どこを写したものだろう。」 

「開たく当時の上富良野のみたいだよ。今と比べ

ると、まったくちがってびっくりするね。」 

 

「人々の様子はどのように変わってきたのかな。」 

 

  わたしたちは、本や郷土館を手がかりに、上富良野町の

歴史について調べることにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●地名はアイヌ語をもとに 

富良野という地名は、アイヌ語のフラ・ヌ・イ（い黄
おう

のにおいのする川」という意味） 

がもとの言葉で、それに富良野という漢字をあてはめて市や町の名としました。 

もともとは富良野川から上の空知川上流部を富良野といいましたが、そのあと 

いろいろかわって、上富良野・中富良野・富良野・南富良野に分かれました。 

  

 

●アイヌの人々のくらし 

 アイヌの人たちは、今の北海道をアイヌモシリ（アイヌのしずかな国土）とよび、コ 

タン（村）をつくり、自然とともにくらしていました。 

そのころのアイヌの人たちは、山ではクマやシカを、海ではアザラシや貝を、川 

ではサケやマスをとって生活していました。そのほかに、 鳥やうさぎなどもとってい 

ました。女の人たちは、山で山菜やキノコをとったり、家で機
はた

をおったり、食事のし 

たくをしたりしていました。 

 

昔から今へと続くまちづくり 
 

この時間の問い 
 

開たく当時の町はどん
なようすだろう。 

(1)地名の由来とアイヌの人々のくらし 

 
▲①開たく当時の上富良野 

この単元の学び 

わたしたちが住
 

む上富良野町はどのように開たくされて

きたのだろう。 

現在の町の様子 

活    動 
 

①昔と今の様子を比

べて感じたことを発

表しよう。 

②地名の誕生やその

ころのアイヌの人々

のくらしを調べよう。 

③学習問題をつくり、

学習の計画を立て

よう。 

 
 

▲②現在の上富良野 

１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アイヌの人たちはいろいろな工夫をした道具を使って生活していた

ようだね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「そのころから遠い村との交流もあったということだね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

●開拓のはじまり 

    今から、120 年ほど前に田中常
つね

次郎
じ ろ う

一行
いっこう

が歌志内
う た し な い

か

ら空知川をさかのぼって富良野に出て、さらに富良野川を

さかのぼって、今の草分
くさわけ

に入りました。これが、わたしたちの

町の開たくの始まりです。 

はじめ、田中常次郎さんを先頭に８人の人たちは、辺り

一面大きな木におおわれ、道らしい道もない中を、上富良

野の地、富良野原野をめざして、がんばりました。 

「見えたぞ、広い原野だ。けむりも見えるぞ。」 

「あれだ、見えるぞ、十勝岳だ。」 

元気がでた人たちは、空知川から富良野川を上流にむ

かって進んで行きました。 

 

 

▲
 

①アイヌの人たちが使っていた道具 

 上富良野に本州
ほんしゅう

から最初に入った田中さんという

人のようだよ。 

この人の絵を町のどこかで見かけた気がするなぁ。 

この時間の問い 
 

田中さんがはじめて

上富良野に来た時の

様子はどんなだろう。 

活    動 
 

①資料を読んで開拓

のはじめの頃の様

子をとらえよう。 

②調べてわかったこと

をノ
 

ートに書こう
 

。 

【上富良野町の歴史にくわしい人の話】 

いつごろからあったのかはわかりませんが、むかし、上川地

方（今の旭川方面）から、今の上富良野を通って、十勝地方（新得
しんと く

）へぬけ

るふみ分け道があったそうです。北海道たんけんのために、松浦
まつうら

武四郎
た け し ろ う

（「北

海道」の名付け親）が、１８５８（安政
あんせい

５）年３月に、石狩
いしかり

につとめていた役人と

上川のアイヌの長
おさ

の一人、クーチンコロら１２人のアイヌの案内人
あんないにん

といっしょ

に、上川から上富良野を通って富良野岳の近くで山ごえをし、サホロ川へ出

て今の新得にむかったということです。 

 

 郷土館に行ったらもっとくわしくわかるかもしれな
いね。 

２ 



川に足をとられたり、木を切りたおし橋をつくっ 

 たりしながら、1897（明治30）年 4月12日に、上 

富良野村西３線北 29号の 175番地にたどり着き 

ました。 

このへんは、木が少なく広々とした一面の原野で、 

かんそうしていました。原野のまん中ににれの木が１

本立っていました。   

８人の人たちは、この木の下で野じゅくすることに  

 しました。（後に、にれの木があった場所には「憇
いこい

の楡
にれ

」ときざんだ記念
き ね ん

碑
ひ

がたてられました。） 

はるか東の空には、雪景色の十勝岳が、原始林の

上にそびえて、けむりをあげているのがよく見えま

した。 

いこいのにれの下で野じゅくをして、初めて現地のしさつをおえた田中常次郎さん

たちは、旭川まわりで家族を連れてきて、本かくてきな開たくを始めました。 

開たくの第一歩は、木を切りたおすことから始まりました。りっぱな「のこ」もなく、

開こんするにも、人力にたよらなければならなかったので、開たくは思うように進みま

せんでした。 

また、開こんした土地から、すぐにはしゅうかくがないため、食料はすべて買って食

べなければならず、さいしょのころは、旭川まで買いに行きました。 

しかし、米は高くてなかなか買えず、いなきび・あわが日じょうの食べ物でした。 

さいしょにたてられた家は「、合しょう小屋」または「おがみ小屋」といいました。 

地面に三角形の屋根をおいたような形をしており、屋根は木の皮やかれ草をかけ、

入口はむしろをさげただけで戸がありませんでした。 

ですから、きつねが入ってきて、ねているのを知らずにしっぽをふみつけて、かみつ

かれたこともあったということです。このように、本州からきた人たちにとって北国の

生活は、たいへんきびしいものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲①にれの木の下での様子（郷土館）  

▲②記念碑  

▲③ 開拓の時に使われた道具 

▲④開拓当時の住まいの様子 

３ 



 

 

 

 

 

 

              

 

 

●米作りがはじまる 

 稲が、いちばん先につくられた国は、インドやインドネシアな

どと言われています。どの国にしても、稲があたたかいところ

にあう作物であることは、まちがいありません。  

日本では、北海道をのぞいて、古くから米づくりが行われ

てきました。 

1900（明治 33）年、田中常次郎さんと山口五平
ご へ い

さんが、 

初めて稲づくりをしました。 

米づくりには、水が必要なので、水田がつくられたのは、

富良野川のそばです。しかし、富良野地方は、むかしから、寒

さのきびしいところとして知られていました。夏でもはだ寒い

日があり、それが何日もつづくと、冷害
れいがい

となって、作物がとれ

なくなり、食べ物がなくなって、ずいぶんつらい思いをしたこ

ともあったようです。 

「米づくりは、北海道にあわない。」 

という意見があって稲作
いなさく

禁止令
き ん し れ い

まで出されたこともあり 

ました。 

それでも、開たく者たちは、米づくりに全力をあげ、とちゅうで投げ出してしまうこと

はありませんでした。寒さに負けない稲のつくり方を考えたり、よい水田にするために、

新しい土を運び入れたり、ひりょうをまいたりするなどの苦労
く ろ う

が実って、今のような見

事な水田がつくられたのです。開たく者たちの血のにじむような努力の積み重ねに

開たく者たちの血のにじむような努力の積み重ねによって、成功した米づくり は、言

いかえると、 100年以上にわたる寒さとのたたかいといえます。 

 

稲の植え方も、ずいぶん変わってきました。むかし

は「たこ足」という、もみまき機を使って、水田にちょく

せつ「もみ」をまきましたが、今ではビニールハウス

を使用したり、品種
ひんしゅ

改良
かいりょう

をしたりすることによって、な 

えを早く、じょうぶに育てることができるようになりま 

 した。 

また、農作業も、ずいぶん楽になってきました。

開たく当時は、人力だけがたよりでしたが、しだいに

牛や馬による農耕
のうこう

をとり入れ、プラウ・ハローなどの

馬耕
ば こ う

農具
の う ぐ

を使うようになりました。 

大正時代の末ごろになると、動力が水車や風車 

にかわり、石油による発
はつ

動機
ど う き

が使われるようになる

と、作業はどんどんスピードアップされ、農機具は人々

の苦労と工夫でどんどん便利
べ ん り

になっていきました。 

 

 

 

 

 

 

不思議な形をしてい

るけど、どのように使

うものなのかな 

この時間の問い 
 

上富良野の米づくりの

はじまりはどのような様

子だったのだろう。 

活    動 
 

①資料を読んで米づ

くりの工夫や苦労

をとらえよう。 

②郷土館に見学に出

かけて使われた道

具の様子や使いか

たを調べよう。 

③今の米づくりと比べ

るとどのようなちが

いがあるか話し合

ってみよう。 

▲①鋤（すき） 

▲②たこ足 

▲③千歯 

▼⑤方形ハロー 

▲④プラウ 

４ 



●鉄道がしかれる 

道路も鉄道もなかったころは、草や木

を切りはらっただけの道でした。 

人々は、その道を、荷物
に も つ

を馬のせなか

の「駄
だ

くら」に乗せて運んだものでした。 

それが、上富良野にも鉄道がしかれる

予定になり、人々は鉄道をしく位置
い ち

や停
てい

車
しゃ

ができる場所（駅
えき

）がどこになるか強 

 いかん心をもちました。 

はじめ、駅の予定地として、草分・東中などがあがっ 

ていました。草分では、西２線北 27号という話があった 

ために、開たくの中心は、自然にこのあたりに集まり、  

店・寺・学校・木工場などができました。 

東中でも、東９線北17号が予定地となっていたので、 

人々は、ここに市がいができるだろうと思って、たくさん 

入ってきました。 

上富良野に、初めて鉄道がしかれたのは、1899（明 

治 32）年 11月のことです。 

工事は、旭川の方から進められてきました。大きな

木がおいしげるところを切りひらいたり、あぶない目に

あったりしながら、線路をしいてきました。 

鉄道をしき、北海道を早く開発しようと考えていた役

所の人たちは、人集めに困
こま

りました。このころ、道路工

事や鉄道工事をするおもな人たちは、しゅう人でした。 

しかし、この人たちだけでは間に合わないので、本州

から仕事をさがしにきた人たちを集めて働かせました。 

 

しゅう人たちは、いっしょうけんめい働きましたが、まだ足りないと言って、ムチで 

たたかれたり、けられたりして馬や牛のように働かされました。 

 逃げ出す人もたくさんいましたが、つかまってたたかれたり、スコップでなぐられたり

しながら、また働かされました。また、山の中で空ふくのため死んだ人もいました。 

 この人たちの間では、「まくら木一本、土工
ど こ う

一人」という歌が歌われたそうで、すごく

つらい仕事だったことがわかります。 

 開たく者たちも開こんをはじめてから、しゅうかく

できるまで3年間もかかったので、修理
しゅ う り

工事に出

て働かなければなりませんでした。 

 このように長い年月、血とあせを流した土
ど

工夫
こ う ふ

たちの仕事で道路ができ、鉄道が開通しました。 

 駅ができると、駅を中心にして人々が集まり、家

がたち、いろいろな施設がつくられ、町がかたち

づくられてきたのです。 

 鉄道がしかれ、およそ 30 年後の 1929（昭和

３）年 4 月に、上富良野ではじめてバスが走るよ

うになりました。 

 その当時は、上富良野市がい～東中
ひがしなか

間と江
え

幌
ほろ

完
かん

別
べつ

～吹上
ふきあげ

温泉
おんせん

間をかしきり運転しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間の問い 
 

上富良野の鉄道はど

のようにしてしかれたの

だろう。 

活    動 
 

①資料を読んで、鉄

道が敷かれた時の

様子をとらえよう。 

 

▲①運ぱんの様子 

▲②できたころの上富良野駅 

▲③現在の上富良野駅 

５ 

駅ができそうなところに人が集まり、集落ができたのは、

人々がべんりな生活を楽しみにしていたからなんだね。 



 

 

●そうなん記念
き ね ん

碑
ひ

を見て 

わたしたちは町の中を調べてみると、お寺の

中に大きな石碑
せ き ひ

を見つけました。 

 

「たくさんの人の名前が書かれてい 

るね。」 

「 お寺の人に聞いてみよう。」   

 

 町の明憲寺
みょうけんじ

の境内
けいだい

に、そうなん記念碑があります。記念碑の台石
だいせき

には、たくさんの

人の名前が刻
きざ

みこまれています。おじいさんの話によると、この人たちは大正 15 年

の十勝
と か ち

岳
だけ

噴火
ふ ん か

によってなくなった人たちだそうです。 

お寺の方が、「噴火の記念碑は、草分にもあるよ。」 と言われたので、友だちといっ

しょに見に行きました。記念碑は、大きな石の上に

建っていました。この石は、噴火の時、山から泥
どろ

とい

っしょに流されてきたものだそうです。 

わたしたちは、「こんな大きな石が流されてきたの

だから、このふ近の土地は、きっと泥や石でうずまっ

たにちがいない。」と話し合いました。 

でも、この記念碑の建っているあたりは田畑が一面に広がっていて、そんなあとは

見ることもできません。わたしたちは、「だれかが田や畑にできる土地につくり直した

のかもしれない。」と考えました。 

そこで、十勝岳の噴火によってこの付近の土地の様子は、どのように変わったの

か、その後どのようして今のような土地になったのかについて、役場などで出してい

る資料を使って調べることにしました。 

●十勝岳噴火  

   1926（大正 15）年 5 月

24日、この日は、ときおり小雨

がぱらつき、こい霧
きり

のため十

勝岳は見えませんでした。 

上富良野村の三重
み え

団体
だんたい

（草分）の人々はぶきみな山な 

りを耳にしながら、不安な気持

ちで水田のしろかきにはげん

でいました。 

正午すぎになると、山なりが

いちだんと大きくなり、まどガラ

スをゆさぶる地ひびきとともに

噴火が起こりました。その後、午後 4時 17

分過
す

ぎに大規模な水じょう気爆発が起こり

ました。 

真っ黒な煙
けむり

と火柱
ひばしら

は天
てん

高く
たか く

上り
のぼり

、すさま

じい音があたりの空気をゆるがしました。そ

れと同時に雪をとかした、ものすごい泥水

が３ｍの高さで、あらゆる物をなぎ倒し
た お し

な

がら火口から富良野原野までの２４ｋｍの

距離
き ょ り

を、わずか 25分で流れてきたのです。 

(２)災害にうち勝った開たくだましい 

 

▲①そうなん記念碑（明憲寺） 

▲②そうなん記念碑（草分） 

この時間の問い 
 

大正 15年の噴火はど

のようなものだったのだ

ろう。 

活    動 
 

①噴火に関する資料

を役場や図書館で

探してみよう。 

②資料を読んで、噴

火の様子や被害を

とらえよう。 

 

 

▲②押しつぶされた家屋
か お く

と流されてきた木々 

▲①噴火を伝える当時の新聞 

６ 



はん い 

大きな木々を押し流し、すさまじい勢い

で富良野川の谷すじにそって流れ下った

泥水は、平野に出ると田畑に広がり、鉄道

の線路をこえて市街地
し が い ち

の近くまで来まし

た。 

 この泥水のために、上富良野・美瑛・中

富良野の３町で１４４人の人がなくなり４６６戸
こ

の家が流されたり、こわれたりしました。 

 水田は１５００ｈa(ヘクタール)のうち 500ha が、畑は 4100ha のうち 225ha

が泥流
でいりゅう

にうまりました。とくに上富良野村の被害
ひ が い

がもっとも大きく、299 戸の家が

被害
ひ が い

をうけ、137人の人がなくなったり、ゆくえ不明になったりしました。 

明治 30年に、田中常次郎たちが開たくをはじめてから 30年間、血のにじむよう

な苦労をして開いた田畑は、はげしい泥流の中に、いっしゅんであとかたもなくなり、 

一面、泥と岩石と流木にうずめつくされてしまったのです。 

 

●噴火の後 

 

「この写真の人はだれだろう？」 

 「当時の村長さんなんだって」 

 

 「村長として、どのように行動したのかな。」 

 

 災害
さいがい

が起きたとき，村長の吉田
よ し だ

貞次郎
て い じ ろ う

は，すぐに役場の

人たちに指示しながら，死体さがし，流木のかたづけ，小

屋づくりや食べ物の用意など，夜もねむらないで働きました。

吉田貞次郎の家も泥にうずめられ，家族７人がはげしい泥

流にのみこまれてしまいました。しかし，吉田貞次郎は家に

帰りませんでした。 

 妻
つま

や子どもは，やっと助け出されましたが，年をとった母親

は，３日目に遺体となって発見されました。母親のそう式の 

ときも，家に帰ったのはわずか 30 分だけで，悲しみをこらえて被害をうけた人々の

ために働きつづけました。 

  ●二つの意見 

   災害の後、あれはてた土地を見すてるか、ふっこうさせるかで、村の人たちの意 

見が分かれました。 

  見すててしまうという人たちの考えは、「うず高くつもった泥は２ｍから３，４ｍもあ

▲①泥流のえいきょうで曲がった線路 

▲②大正泥流が流れたはんい 

この時間の問い 
 
噴火の後、人々はどのよ
うに行動したのだろう。 

▲①吉田貞次郎 

活    動 
 

①噴火後の様子を資

料から読み取ろう。 

②人々がどのように

町を元にもどそうと

したのかまとめよ

う。 

７ 



り、しかも鉱毒
こうど く

が強く、とうてい作物は育たたない。その上、泥にうずまった流木をとり

のぞくにはたくさんのお金がかかる。」ということでした。道庁
どうちょう

の考え方もこれと同じ

でした。 

これに対して，ふっこうにさんせいする人たちは，「田も畑も，30 年もかかってつくっ

たものである。われわれは，この土地で死ぬつもりでやってきたのだ。鉱毒がどのよ

うに多くても，やる気にさえなれば，できないはずはない。もとどおりの美しい田畑に

必ずしてみせる。」と必死でうったえました。 

 

●吉田貞次郎の決心 

 吉田貞次郎は，人一倍村を愛
あい

する心の強い人でした。土地を見すててしまうこと

は，どうしてもできないことでした。 

「十勝岳は，大昔からいく度もこのような被害をあたえ，今まで田畑になっていた所

も，以前には鉱毒におかされたことのある土地だったのだ。この土地をすてたのでは，

なくなった人たちにもうしわけがない。やれば必ずできる。」とふっこうを決心しました。 

６月になって，道庁の人たちが十勝岳の様子を調べに来たとき，吉田貞次郎は，

「われわれは，ここを見すてる気持ちはまったくありません。石にかじりついてでも、も

とのような土地にしたいのです。どうか，力をかしてください。」と涙を流してたのみま

した。 

吉田貞次郎の村を愛する熱意
ね つ い

は，道庁の人たちの心を動かし，とほうにくれていた

村の人たちをふるいたたせました。 

 

  ●ふっこうへの努力 

  「この土地にふたたび緑をよみがえらせたい。そのために，わたしたちはもう一度

開たくをやり直すのだ。」という村の人たちのねがいは，とうとう道庁や国をふっこう

へふみ切らせました。 

土地のふっこうは，ひとりひとりが勝手にやったのではとうていできません。そこで

村では，昭和２年に耕地
こ う ち

整理
せ い り

組合
くみあい

をつくり，被害をうけた人たちが，協力して仕事を

すすめるようにしました。  

組合の仕事は，田をつくることから始まりました。田をつくるために，仕事の順序を

次のように決めました。 

 

①流木や石をとりのぞく。 

②用排水路をほって，土地をかんそうさせる。 

③土地をならして田をつくる。 

④田に客土
きゃくど

をしたり，泥をとりのぞいたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

当時は今のように機械がなかったから、多くの人の力が

必要だったろうし、ものすごく時間のかかることだったろう

ね。 

８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

○流木のしまつ 

山から泥流でおしながされてきた流木は，あたり一面に散
ち

らばっていまし

た。人々はこれを，大のこぎりで２，３ｍの長さに切り，積み重ねてかんそうさ

せました。 

かんそうした流木は，風のない日を待って燃
も

やしました。流木を燃やす火

は毎夜、空を赤くそめ３ヵ月にもわたって続きました。 

 

○用水路と貯水池
ち ょ す い ち

つくり 

 押し流されてきた泥は，ほとんど用水路をうずめてしまい，積
つ

もった泥は，

土地の高さを変えてしまいました。そのため，用水路づくりは，初めからや

り直さなくてはなりません。ショベルローダーやブルドーザーのない当時の

ことですから，うずくまっている岩石や流木をとり除
のぞ

きながら， 

土をほっていく仕事は，大変な苦労でした。このようにして用水路ができま

したが，山林が災害
さいがい

で立木が少なくなり，水もちが悪くなったうえに，新し

い田の土もちが悪く，自然に流れてくる水だけでは，田に必要な水をまか

ないきれなくなりました。 

そこで，村では，道庁におねがいして貯水池をつくることにしました。 

貯水池は，市街地から６㎞ほどはなれた所につくられましたが，土のせい

しつが悪く，難
なん

工事でした。いく度も計画のやり直しをしながら，昭和２年

から始めて，昭和７年にやっと完成しました。 

 

 

○客土
きゃくど

工事 

 災害地
さ い が い ち

をおそった泥は，深い所では 1m50㎝もあり，しかも作物の育

たない鉱毒をふくんでいました。田にするには，この泥を全部とり除くこと

がいちばんですが，そのためには大変な費用
ひ よ う

がかかります。そこで，次の

ような３つの方法で工事をすすめ土地の改良
かいりょう

をすることにしました。 

 ア．泥の深い所の工事                                         

ここでは客土を，泥の上に 10㎝ほどの厚さにまくようにしました。客

土は軽便
けいべん

鉄道のレールをしき、運搬
うんぱん

車を人がおして運びました。つらい

仕事でしたが人や馬で運ぶよりは，ずっと便利
べ ん り

で，このために工事は

思ったよりもはかどりました。    

イ．泥が深く，客土をとる場所から遠い所の工事                     

客土を遠くから運ぶのは，費用もかかるし，大変な仕事でした。そ 

れでここでは，泥の下にある客土をほり出してまくようにしました。 

泥は深く客土する面積も広いので，楽な仕事ではありませんでした。 

ウ．泥の浅い所の工事                                         

ここでは，おおっている泥をとり除くことにしました。しかし，費用を節
せつ

 

約
やく

するために，泥を５，６㎝残してプラウでたがやし，下の土をまぜる

ようにしました。客土工事は，人々の必死の努力で，昭和３年に完了

しました。 

 

 ９ 



「大きな石碑
せ き ひ

だね」 

 

「吉田貞次郎先生ってかいてある

ね。ほかにはどんなことがかかれ 

 ているのだろう。」 

  ●よみがえった田畑 

その後も，人々の努力

は続きました。鉱毒に

おかされた土地は，すぐにはもとにもどりません。人々は田に

石灰
せっかい

やたい肥をまいて土づくりにはげみました。 

  人々の努力はむくわれました。以前は 10a（アール） 当た

り 400kg 以上も取れた米も，噴火後には，わずか 60kg と

れるか，とれないかというほどになっていました。 

しかし工事の数年後には，300kg もとれるようになりまし

た。噴火当時，人々は「開拓をやり直すのだ。だが 30 年はか

かるだろう。」と言っていました。しかし，吉田貞次郎や村の人たちの開拓だましい

はその半分ほどの年月で緑の田畑をよみがえらせたのです。 

吉田貞次郎は，病気がもとで 64 歳でなくなりました。上富良野町開拓
かいたく

歴史
れ き し

広場
ひ ろ ば

に，『吉田貞次郎先生頌
しょう

徳
と く

碑
ひ

』が建
た

っています。この碑は、吉田貞次郎の働き

をたたえ、村の人たちが建てたものです。 

 

 

昔の人々が、くらしを豊かにするために多くの努力や工夫をしてきたことを学びま

した。ここでは、そのほかに昔から町の人たちが大切に守ってきたものをしょうかい

します。 

●遺跡を守る 

右の写真は、今から数千年前の大

昔の人が使っていた石器
せ っ き

のかけらや

矢じりで、郷土館
きょうどかん

に大切に保存
ほ ぞ ん

されて

います。 

これらの石器のかけらや矢じりは上

富良野で見つかったものです。 

ですから、この地域
ち い き

にも古くから人が

住んでいたことがわかります。 

遺跡は，昔わき水や川の近くの，生

活しやすかった所でよく見つかりまし

た。 

遺跡は一度こわされてしまうと，もう

もとのようにはなりませんので，わたしたちは，大昔の人が残してくれた遺産
い さ ん

を，大

切に守っていかなければならないと思います。 

 

 

この時間の問い 
 
ふっこうの努力を続け
た後の上富良野はどの
ようになったのだろう。 

活    動 
 

①今までの学習をふ

りかえり、十勝岳噴

火の歴史について

まとめよう。 

 

▲①吉田貞次郎碑
ひ

 

(はってん)上富良野町の遺跡
い せ き

や自然を守る。 

 

▲▼②上富良野で見つかった石器 

１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自然を守る 

  一度こわされると，もとにもどらないものに「自然」があります。 

上富良野町は，十勝岳をはじめ,ゆたかな自然にめぐまれたところです。 

夏の十勝岳一帯
いったい

は，エゾノツガザクラ・キバナシャクナゲなど，美しい高山植物 

が一面に花をつけ，山を訪
おとず

れる登山者を楽しませてくれます。真夏でも雪があ 

ちこちに残り，エゾナキウサギ・エゾシマリスなどが，つかれた人々の心をほぐ 

してくれます。 

 この美しい山をいつまでもきれいにたもつために，南部森林室富良野事務 

所がおかれ，管理していますが上富良野の人々や山を訪れる人たちの協力も 

必要なのです。 

また、上富良野山岳会では，山をきれいにするために，「クリーン大雪運動」 

を行っています。ごみひろいをしながら登山をする運動です。 

 

▲①上富良野で遺跡が見つかったところ 

▲②エゾノツガザクラ ▲③キバナシャクナゲ 

▲④富良野岳山頂あたりから十勝岳方面を見る 

十勝岳 

上ホロカメットク山 

上富良野岳 

美瑛岳 

１１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あおいさんたちは、北海道の地図を見ながら、道内で自

分たちが行ったことがある地
ち

域
いき

や知っている地域について

発
 

表しました。 

「わたしたちの北海道はとても広くて、いろいろな様
 

子の土地があった  

よ。みんなが発表した地域は、どんな様
 

子の土地かな。」 

 

「北海道の地形や土地利
り

用
よう

、主な産
さん

業
ぎょう

や交通の広がりは学んだけれ

ど、他
 

にも知らない地域があ
 

りそうだね。」 

 

「札
さっ

幌
ぽろ

市の近くには新千
ち

歳
とせ

空港があるので、他の県
けん

や外国から来る人

が多いのかな。」 

「小
お

樽
たる

市には昔の建
たて

物
もの

が多く残
のこ

されていて、それを楽しみに来る観
かん

光
こ う

客も多

いそうだよ。」 

 

「ゆたかな自然を守ろうと、地域の人々が協
きょう

力
りょく

している所があるそうだよ。」 

あおいさんたちは、北海道にどのような地域があるのかくわしく調
 

べてみた

くなりました。 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの北海道のまちづくり 
 

６

この時間の問い 
 

北海道にはどんなまち
があったかな。 

活    動 
 
 

①行ったことのある   
まちや知っている町
の名前を出し合お
う。 

 
②地図で場所を確認
し、土地の様子につ
いて話し合おう。 

 

▼
 

①さっぽろ雪まつり（札幌市） ▼
 

②五
ご

稜
りょう

郭
か く

公園（函館市） 

▲③流氷（斜里町） ▲④日本最北端
さいほくたん

の碑
ひ

（稚内市） 

【稚
わっか

内
ない

市】 

最
 

北端を見に行った 

 

【北
きた

見
み

市】 

カ
 

ーリングで有名 

 

【函
は こ

館
だ て

市】 

新
し ん

幹
かん

線
せ ん

が開通した 

【札
さ っ

幌
ぽろ

市】 

雪
 

まつりが有名 

この単元の学び 

わたしたちが住
 

む北海道には、どのような地域があり、

それぞれどのようなま
 

ちづくりが行われているのだろう。 

 知らない町がたくさんあるから、みんなで手分け
して調べるといいかもしれないね。 

１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

●家
 

具づくりがさかんなまち、旭
あさひ

川
かわ

市 

あおいさんたちは、旭川市の位
い

置
ち

や土地の様子を地図で調

べたり、市
 

の様子がわかるパンフレットを見
 

たりしました。パンフ

レットを見
 

ると、旭川市には家具工場が多
 

いことに気がつき            

ました。 

「地図に旭川デザインセンターというしせつがあるよ。

家
 

具について何
 

かわかるかな」 

 

「すてきな家具がたくさんあるよ。いろいろな種
しゅ

類
るい

があ

るね。」 

 

「どのくらい前からつくられているのだろう。つくる人
 

は、

どれくらいいるのかな。」 

 

「家具はどうやってつくるのかな。」 

 あおいさんたちは、疑
ぎ

問
もん

に思ったことや調べてみたいことをもとに、学
 

習

問題をつくって予想し、学習の計画を立
 

てました。 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)家具作りがさかんな地域 【せんたく】 

▲
 

①クラフトマップ旭川（提 供
ていきょう

：旭川市工芸センター） 

この時間の問い 
 

旭川市はどのようなと
ころなのだろう。 

活    動 
 

①旭川市の様子を、

写真や地図で調
 

べ

よう。 

○
 

旭川市はどのよう

な所なのか、パンフ

レットやインターネッ

トなどで調
 

べよう。 

○
 

学習問題をつくり、

学習の計画を立て

よう。 

 
 

▲
 

②旭川デザインセンター ▲
 

③旭川デザインセンターの中 

▲
 

④家具を選
え ら

ぶ人 

この単元の学び 
 

なぜ旭川市では家具作りがさかんなのだろう。 

【旭
 

川デザインセンターで 

働
はたら

く人の話】 

旭
 

川デザインセンターで

は、旭川やそのまわりのまちにある家具工場

のうち、３０社以
い

上
じょう

の製
せい

品
ひん

をいつも展
て ん

示
じ

して

います。展示してある製品は買うこともできま

すし、お客様の相
そ う

談
だん

に応
お う

じて家具をつくるこ

ともあります。 

一度にたくさんの工
 

場の製品を見ること

ができるので、さまざまな場所から多くのお

客様が来
 

てくれます。 

 どうして家具作りさかんになったのか、わけを調べてみたいね。 

家具ってどのような順番
じゅんばん

で作っているのかな。 

２ 



 

 

 

 

 

 

●旭
あさひ

川
かわ

家具が広まったわけは 

  あおいさんは、旭
 

川家具が、いつからつくられているの 

 かデザインセンターの方に質
しつ

問
もん

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あおいさんたちは、１００年以上も歴
れき

史
し

があることや、１０

０以上もの家
 

具工場があることにおどろきました
 

。 

知りたいことについて、さらに質
 

問しました。 

           

「旭川家具が広く知られるようになったのは、なぜで
 

すか。」 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   あおいさんたちは、旭
 

川家具の歩みについて分かったことを、次のようにノ
 

ート

にまとめました
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲
 

①旭川やそのまわりのまちでつくられる家具 

この時間の問い 
 

旭川家具はどのよう

にしてつくられ始め、

広まっていったのだろ

う。 

活    動 
 

①旭川家具の始まり

につ
 

いて調べよう
 

。 

②旭川家具が広く知

られるよ
 

うになった

わ
 

けを調べよう
 

。 

③調べてわかったこと

をノ
 

ートに書こう
 

。 

【旭
 

川デザインセンターで働
はたら

く人の話】 

旭川で家具づくりが始まったのは、１００年以
い

上
じょう

前で

す。当時、周
しゅう

辺
へん

に木
も く

材
ざい

がほうふにあったことから、屯
と ん

田
でん

兵
へい

とともに家や

建具をつくるため職
しょく

人
にん

が入植してきました。人々にとって、木工は生活

のために必
ひつ

要
よ う

な技術
ぎじゅつ

でした。その技術が受けつがれ、その後
 

の旭川

家具のきそとなりました。 

戦
せん

後
ご

、旭川の家具生
せい

産
さ ん

をふやそうと、まちはずれに木工団
だん

地
ち

をつく

ったことで多
 

くの家具工場ができ、今では１００以上の家具工場が旭
 

川家具を生産しています。 

【旭
 

川デザインセンターで働く人の話】 

木工団地ができたことにより、みんなで原
げん

料
りょう

を安く買い入れ、できた製
せい

品
ひん

を道内だけでなく、本
ほん

州
しゅう

にも売り

出すようにな
 

りました。 

旭川家具は、すぐれた技術をもつ職人が、良
りょう

質
し つ

な木材を使

ってつくります。デザインもよいのでお客様の評
ひょう

判
ばん

がよく、その

声が広まることで、次第に全国的
て き

にも有名になっていったの

です
 

。 

今では家具職人を目
 

指すわかい人たちが、ぎじゅつを身に

付けたいと旭
 

川に集まってくるようになりました。すぐれた技術

が受けつがれていくことも、未
み

来
ら い

の旭川家具にとって大切なこ

とです
 

。 

▲
 

②家具のつくり方をし
 

ょ

うかいするポ
 

スター 

【りんさんのノ
 

ート】 

 

◎
 

旭川家具は１００年以上の歴史がある。 

◎
 

１００以上の工場が家具を生産している。 

◎
 

木材がほうふである。 

◎
 

すぐれたぎじゅつをもつ職人が多い。 

◎
 

良質な材料を使ってつくられている。 

◎
 

家具職人を目指すわかい人たちが、ぎじゅつを身

に付けようと旭川に集
 

まってきている。 

▲
 

③使われる木材をし
 

ょうか

いするコ
 

ーナー 

１００以上も工場があるなんて知らなかったね。全国で有名になったのはどうし
てかな？ ３ 



 

●旭
あさひ

川
かわ

家具ができるまで 

あおいさんたちは、家
 

具工場をたずねて、旭川家具のつくり

方を教
 

わりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

他
 

の方からも、話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「使う人のことを考えて、外国や道内の木材を

使
 

い分けているのだね。」 

「今までの技術を大切にしながらも、新しい

家具をつくり出
 

そうとしているよ。」 

【原
げん

料
りょう

】 【切
 

る】 【はり合わせる】 【あなをあける】 【組み立てる】 【塗装
と そ う

する】 

【検
けん

査
さ

する】 

【出
 しゅっ

荷
か

する】 

この時間の問い 
 

旭川家具はどのよう

にしてつくられている

のだろう。 

活    動 
 

①旭川家具の材
ざい

料
りょう

と、家
 

具ができるま

での作
 

業の様
 

子を

調べよう
 

。 

 

②家具づくりのくふう

について調
 

べよう
 

。 

 

③工場を調べて、考え

たことを話
 

し合お

う
 

。 

。 

【家
 

具工場の人の話①】 

工場ではそれぞれ手
 

分けをして、家具をつ

くっています。あなをあけたり、角
 

を丸くしたり、部品をつなげ

るためにみぞをほったりなど、最
さ い

近
き ん

ではコンピュータを使った

機
き

械
かい

で行う作業が多くなりました。しかし、たくさんの製
せい

品
ひん

を

同じ品
ひん

質
し つ

でつくるためには、職
しょく

人
にん

たちの手作業が必
ひつ

要
よ う

です。 

また、職人の技術が信
し ん

らいされているため、お客様の願
ねが

い

通りにつくる家具の注
 

文も多くなってきました。 

使いやすい家
 

具づくりをつくるためには、機械だけでなく、

人の技術と経
けい

験
け ん

が欠
か

かせません。 

▲
 

①あなやみぞがほられた部品 ▲
 

②みぞとみぞを組み合わせ、

部品をつなげる 

【組
 

み立てのくふう】 

じょうぶな家
 

具にす

るために、部
 

品どうし

にみぞをつ
 

けたり、穴

を開けたりし
 

てからつ

なげます
 

。 

正
せい

確
か く

につくることが

求
も と

められ、高い技術が

必
ひつ

要
よ う

です。 

【家
 

具工場の人の話②】 

材料は、つくる家具や使う人の願いによっ

て木
も く

材
ざい

を使い分けています。今までは外国産
さ ん

の木材を使うこ

とが多かったのですが、最
さ い

近
き ん

では森を守るためにも道内の

木材を積
せ っ

極
きょく

的
て き

に使おうと努
ど

力
りょく

しています。家具をつくるため

に木を切るスピードと、森
 

が育つスピードを合わせるために、

新たに木を植える活動も行
 

っています。 

また、よりよい技術をみがくために、わかい職人を家具づ

くりの大会に参
さ ん

加
か

させています。国
こ く

際
さ い

大会には７大会連
れん

続
ぞ く

で

出場しています
 

。 

▲
 

④家具職人の全国大会の入
にゅう

賞
しょう

メダル
 

 

▲
 

③家具に使われている木の種
し ゅ

類
る い

の割
わ り

合
あ い

と道産材の比
ひ

率
り つ

の変
へ ん

化
か

（出
しゅっ

典
て ん

：旭川家具工業協
きょう

同
ど う

組合） 

４ 



 

 

●旭
あさひ

川
かわ

家具を広めるために 

あおいさんたちは、家具工場以
 

外の旭川市の人々も、

旭川家具を広
 

めたいと願っているのではないかと考
 

え

ました。 

「家具づくりがさかんなのは、旭川市のさまざ

まな人々が協
きょう

力
りょく

し合っているからではないか

な
 

。」 

 

「木の家具の新しいデザインをきそう、国
こ く

際
さい

的
てき

な大会が開
 

かれているそうだよ。」 

 

旭
 

川家具をより広めていくための取り組みについて、

三
 

人の方から話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲
 

①家具のデザインコンペテ
 

ィシ

ョンのポ
 

スター
 

 

この時間の問い 
 

旭
 

川市の人々は、ど
 

のように

旭川家
 

具を広めようと
 

してい
 

るのだろう。 

活    動 
 

①家具工場以
い

外
がい

の人の旭
 

川家具に対する思いや願
ねが

いを考
 

えよう。 

 

②旭川家具を広めるための

取
 

り組みについて、さ
 

まざ

まな人
 

から話を聞
 

こう。 

 

③旭川家具を広めるための

そ
 

れぞれの取
 

り組みを整

理
 

しよう。 

 

▲
 

③いすが旭川家具（旭川市公会堂） ▲
 

④東京での展
て ん

示
じ

会 

【旭川市工
こ う

芸
げい

センターの人の話】 

工芸センターでは家具の強度の検
け ん

査
さ

や、家具づくりのぎじゅつ的
て き

なアドバ

イスをしています。また、家具組
 

合の人といっしょに、旭川家具のよさを広めるイベントも行っ

ています
 

。 

旭川家具は公会堂
ど う

や科学館、市立図書館や市立病院、旭川駅などでも使われています

ので、多くの人に使い心
 

地のよさを知ってもらえると思います。 

旭川の家具づくりをささえることで、全
 

国の人に旭川家具のよさが広まり、家具をつくる仕

事につく人がふえることを願
 

っています。 

【旭
 

川デザインセンターで働
はたら

く人の話】 

旭川市では三年に一度、家具のデザインコンペティションを開
かい

さいしてい

て、世界中から作品をおうぼします。コンペティションを通
 

して、旭川家具のデザイン性
せい

やぎじ

ゅつの高さを世界中に知ってもらえることができるようにな
 

りました。 

旭川家具を使ってもらうことで、その人の生活が安
 

らいだりゆたかになってくれたりすると

うれしいです。特
と く

に冬が長い北海道では、家の中ですごす時間が多いので、地元のみなさん

にも使
 

ってほしいですね。 

海外からの注文もあり、家具を通して旭川という地
ち

域
い き

のよさや、心をこめて家具をつくって

いるということが世界に伝
つた

わっていてうれしく思っています。 

▲
 

②世界各
か く

地
ち

からおうぼされた作品 

【家
 

具を使う人の話】 

何
 

年も毎日使うものなので、買うときは使いやすさや長持ちすることに加
く わ

え

て、自分の好みに合ったデザインかどうかをよく考
 

えます。 

お気に入りの家具の中で生活すると、ゆったりとして気
 

持ちよくくらすことができます。これ

からも、すてきな家具をつくり続
つづ

けてほしいですね。 

５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●アットゥシを織
お

るまち、平
びら

取
とり

町二
に

風
ぶ

谷
たに

地区 

平
 

取町二風谷地区では、昔からアットゥシ

（※）が織られています。アットゥシとは、じ
 

ょうぶで水に強

いアイヌの伝統的な織
おり

物
もの

で、着物やかごなどに使
 

われて

きました。 

あおいさんたちは、アットゥシにかかわる年
 

表を見て、話
 

し合いました。 

「アットゥシは、約
やく

５００年も前から織られている

のだ
 

ね。」 

 

「北海道の中でゆいいつ、国の伝
でん

統
と う

的
てき

工
こ う

芸
げい

品
ひん

に指定されているよ
 

。」 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲

 

③二風谷地区のアットゥシにかかわる主なできごと 

 

 

 

 

 

「木の皮から、どのようにして織物をつくるのだろう。そして、着
 

物を１まい

仕上げるのに、どれくらいか
 

かるのかな。」 

あおいさんたちは、話し合ったことをもとに学習問題をつくり、学習の計

画を立
 

てました。 

 

 

 

 

 

年
 

 できごと
 

 

約
 

５００年前 アットゥシが織られていたと伝
 

えられている。 

約
 

２５０年前 

アットゥシが本
ほん

州
しゅう

にも大
たい

量
りょう

に運ばれ、東北地方や北
ほ く

陸
り く

地方などで着られる。 

本州から金
き ん

属
ぞ く

製
せい

の針
は り

が伝わり、ししゅうが細
 

かくな
 

る。 

約
 

７０年前 
民
みん

芸
げい

品
ひん

ブームがおとずれ、二風谷地区の地域の産

業として力
 

を入れ始める。 

１９６９年
 

 

（昭
しょう

和
わ

４４年） 
「アツシ織

お り

生
せい

産
さ ん

組
く み

合
あい

」がつくられる。 

２０１３年
 

 

（平
へい

成
せい

２５年） 

北海道の工芸品として初
は じ

めて、国の伝統的工芸品

に指
 

定される。 

(２)伝統的な産業がさかんな地域     【せんたく】 

この時間の問い 
 

平取町二風谷地区は
どのようなところなの
だろう。 

▲
 

①アットゥシを使った着物（提
て い

供
きょう

：（公
こ う

財
ざ い

）アイヌ民
みん

族
ぞ く

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

団
だ ん

） 

▲
 

②空から見た平取町二風谷地区（二風谷コタン） 

活    動 
 

①平取町二風谷地区

の様子を写真や地

図で調べよう。 

 

②二風谷地区のアッ

トゥシの歴史
れ き し

につい

て調べよう。 

 

③学習問題をつくり

学習の計画をたて

よう。 

 

 

アットゥシの背中
せ な か

の模様
も よ う

は他のところでも見たことがあるよ。何か意味

があるのかな 

▲
 

④伝統マーク 

【二風谷アイヌ文化博
は く

物
ぶつ

館
かん

の人の話】 

「二風谷」という地
 

名は、アイヌ語の「ヌプタイ（＝野の 

林）」に由
 

来するとされています。 

アットゥシは、木の皮を原
げん

料
りょう

にして織られます。二風谷

地
 

区のアットゥシには、昔からこのあたりに生えているオヒョウやシナの

木が使
 

われています。 

【伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

芸
げい

品
ひん

】 

１００年以
い

上
じょう

昔か

ら伝
 

わるぎじゅつや

材
ざい

料
りょう

を用いて、主に

手作業
 

によってつく

られ、日常生活に使
 

わ

れているもの。織
 

物の

他に、焼
や

き物や染
そ

め

物、木工品、和
 

紙、人

形などがあ
 

る。 

この単元の学び 

平
 

取町二風谷地区では、どのようにアットゥシが織り続
つづ

けられ、伝
つた

えら

れてきたのだろう。 
 

※
 

【アットゥシ】 

 本文では、アイヌ語
 

の書き方の約
や く

束
そ く

にならい、「シ」を小
 

文字にしてい
 

ます。 

 

６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ア
 

ットゥシができるまで 

あおいさんたちは、アットゥシ織
おり

技
ぎ

術
じゅつ

伝
でん

承
しょう

者
し ゃ

の藤
ふじ

谷
や

るみ子

さんに、アットゥシの織り方を教えてい
 

ただきました。 

 

 

「アットゥシが完
 

成するまでに、たくさんの作業が

あ
 

ることがわかったね。」 

 

「一つずつ手
 

作業でていねいに仕上げている

よ。どれも、とても根
 

気がいる作業だね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ア
 

ットゥシは、大切な人のことを思いながら、手間
 

をおしまず織られている

のだね。」 

▲
 

①６月ごろに、オヒョウの

木の皮をはぐ
 

 

▲
 

②はいだオヒョウの内皮を

木
き

灰
ばい

で煮
に

て、流水であら

い、２週間ほど天
 

日でほ
 

す 

▲
 

③細く引きさいた内皮に指

で軽くよ
・

り
・

をかけ、糸を

つ
 

くる 

▲
 

④織
お

り機
き

を使い、タテ糸
 

を

ゆ
 

るめたりはったりしな

がら布を織
 

る 

▲
 

⑤布どうしをオヒョウの糸

でぬい合わせ、着
 

物の

形に仕
 

立てる 

▲
 

⑥さまざまな細さや色の糸

を使
 

い、もようのししゅう

を入れて完
 

成させる
 

 

この時間の問い 
 

ア
 

ットゥシは、どのよう

に
 

して織
お

られているの

だ
 

ろう。 

活    動 
 

①アットゥシができる

までの作
 

業の様
 

子

を調べよう
 

。 

 

②アットゥシができる

までのく
 

ふうを調
 

べ

よう。 

 

③アットゥシを織る人

の思いや願
ねが

いを考
 

えよう。 

 

 

【藤
 

谷さんの話】 

アットゥシ織
 

りは、木の皮を集めるところから 

糸づくり、はた織り、仕
 

立てからししゅうまで、全 

てを一人で、手
 

作業で行います。日本全国を 

見わたしても、全ての作業を一人で行う織
お り

物
も の

 

はとてもめずらしいです。 

昔は、着物１まい分の布
ぬの

ができるまで２カ月以
い

上
じょう

かかりまし

た。そこから着物の形に仕立て、ししゅうを入れて完
かん

成
せい

するまで、

３年もかかったという話
 

もあります。道具が不自由だったというこ

ともありますが、それほど時
 

間をかけて、ていねいにつくってい
 

る

ということです。 

① ～ ⑥ の 提
て い

供
きょう

：

（公
こ う

財
ざ い

）アイヌ民
み ん

族
ぞ く

文
ぶ ん

化
か

財
ざ い

団
だ ん

 

【藤
 

谷さんの話】 

アットゥシ織
 

りは代々、母からむすめへと織り 

方が受けつ
 

がれてきました。そのため、アットゥシ 

織りは女
じ ょ

性
せい

の仕事でした。 

  しかし、民
みん

芸
げい

品
ひん

ブームがおとずれ地
ち

域
い き

の産
さ ん

業
ぎょう

 

として力を入れ始めるようになってからは、男
だん

性
せい

も協
きょう

力
りょく

するようになりました。 

木の皮をはぐにはとても力が必
ひつ

要
よ う

で、男性にとっても大
たい

変
へん

な作

業です。大
 

切な木をいためないようにするため、１本の木から少しず

つ皮を集めます。そのため、着物１まい分の皮
 

をためるのに、２０～３

０本ほどの木が必
 

要となります。 

アットゥシの着
 

物は、主に晴れ着として着られてきました。アイヌの

女性にとって、アットゥシの着物を夫
おっと

や立
り っ

派
ぱ

に成
せい

長
ちょう

した子どもに着

せることは、昔も今も最
さ い

高
こ う

のほこりなので
 

す。 

▲
 

⑦アットゥシを着て 

行
 

われるぎしき 

      （提
 

供：平
び ら

取
と り

町） 

７ 



 

 

●アットゥシをこれからも伝
つた

えるために 

あおいさんたちは、アットゥシをこれからも伝
 

えていくために、

どのような取
 

り組みがあるのか、調
 

べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アットゥシを残し、伝えるために、織
 

る人や町はさまざまな取
 

り組み

をしているね。」 

 

 あおいさんたちは、学
 

習問題をふり返りながら、アットゥシとそれを織る人
 

、さま

ざまな取り組みについて話
 

し合いました。 

 

▲
 

①染
そ

めた糸でつくられたアットゥシとバッグ 

                   （提
て い

供
きょう

：二
に

風
ぶ

谷
た に

民
みん

芸
げい

組合） 

▲
 

②わかい人へのぎじゅつ指
し

導
ど う

（提供：二風谷民芸

組合
 

） 

この時間の問い 
 

アットゥシを残
のこ

し、伝

えるために、ど
 

のよう

な取
 

り組みが行われ

てい
  

るのだろう
 

。 

活    動 
 

①アットゥシを残し、伝
 

えるための取り組

みを調
 

べよう
 

。 

 

②アットゥシをこれか

らも伝
 

えるために、

ど
 

のようなことが大
 

切か考えよう
 

。 

 

【藤
ふ じ

谷
や

さんの話】 

アットゥシを使った工
こ う

芸
げい

品
ひん

はたくさんありますが、   今

は伝
でん

統
と う

的
て き

な着物だけではなく、バッグやコースターなど、

現
げん

代
だい

の生活に合わせたものもつ
 

くっています。 

伝統を守っていきながら、お客様が求
もと

める作品をつくっ

てい
 

ます。 

他にも、アットゥシについての講
こ う

演
え ん

や展
て ん

示
じ

会を道内外で行っています。こ

のような活
 

動を通して、アットゥシのよさを広めていきたいと思
 

います。 

 以
い

前
ぜん

にくらべて、アットゥシを織
お

る人もだんだんへってきました。ですから、

アットゥシを織
 

るわかい人を育てていくことも大切です。アットゥシは、すぐ

に織
 

れるものではありません。一人前の職
しょく

人
にん

になるまで、少なくとも３年は

修
しゅ

業
ぎょう

が必
ひつ

要
よ う

です。織り方の技術はもちろん、伝
 

統を大切にする心もいっし

ょに伝えていきたいで
 

すね。 

 

 

 

【平
び ら

取
と り

町役場の人の話】 

平取町では、工
こ う

芸
げい

家
か

を目指す人たちがぎじゅつを学んだり、町

民や観
かん

光
こ う

客が気軽に工芸を体
たい

験
け ん

したりできる場所として、２０１９（平
へい

成
せい

３

１）年４月にアイヌ工芸伝
でん

承
しょう

館
かん

「ウレシパ」を開
かい

設
せつ

しました。 

ここで、多くの人がアイヌ工芸を受けつぐ心を感じ、ぎじゅつと心を育て

合い、そしてアイヌ工芸を未
み

来
ら い

へとつないでいくことを願
ねが

っています。 

 他にも、アットゥシの原
げん

料
りょう

となるオヒョウをはじめ、自然と共
きょう

生
せい

しているアイ

ヌの人々の伝統的な生活の場（イオル）を再
さ い

生
せい

しようと、「平取地
ち

域
い き

イオル

再生事業」にも取り組んでいます。そのひとつに「イオルの森」があり、オヒ

ョウなどの植
しょく

樹
じ ゅ

や育
い く

成
せい

などを行っています。 

活
 

動を進めるにあたり、地域の人々の協
きょう

力
りょく

が欠
か

かせません。 

▲
 

③アイヌ工芸伝承館「ウレシパ」（提供：平取町
 

） ▲
 

④オヒョウの植樹 

８ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●歴
れき

史
し

ある建
たて

物
もの

やまちなみが残
のこ

るまち、小
お

樽
たる

市 

あおいさんたちは、小樽市の写真を見て、気づいたことを話
 

し合いました。 

「小樽は海のそばにあって、石
いし

造
づく

りの倉
そう

庫
こ

がなら

ぶ運
うん

河
が

が有名だね。」 

 

「多くの人が観
かん

光
こ う

におとずれているね。外国から

来
 

た人も、よく見かけるよ。」 

 

「とても有名な運河だけれど、以
い

前
ぜん

に『うめ立てら

れてなくなりそうにな
 

ったことがある』って、聞
 

いた

ことがあるよ。」 

 

「どうしてなくなりそうになったのかな。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運河だけではなく、小樽には昔に建
た

てられた建
 

物がたくさんあるね。」 

 

「建物の中には、１００年以
い

上
じょう

も前に建てられたもの

もあ
 

るそうだよ。」 

 

「歴史あるまちなみや景
けい

観
かん

を残して、観光客をた
 

くさ

んよんでいるのかな。」 

「小樽市や市
し

民
みん

は、どのようにして歴史あるまちなみを残
 

しているのかな。」 

あおいさんたちは、話し合ったことをもとに学習問題をつくり、学習の計

画を立
 

てました。 

 

 

 

 

 

(３)昔のよさを生かしたまちづくり 

▲
 

①観光客でにぎわう運河 

            （提
て い

供
きょう

：小樽市総
そ う

合
ご う

博
は く

物
ぶつ

館
かん

）
 

 

▲
 

②小樽市をおとずれる人の数の変
へ ん

化
か

 

（出
しゅっ

典
て ん

：小樽市産
さ ん

業
ぎょう

港
こ う

湾
わ ん

部
ぶ

観光振
し ん

興
こ う

室
し つ

）
 

 

この時間の問い 
 

歴
 

史あるまちなみが

残
 

る小樽市は、ど
 

の

ような所なのだ
 

ろう
 

。 

活    動 
 

①小樽市の様子を、

写真や地図で調べ

よう。 

 

②小樽市にある、歴

史あるものについ

て調べよう。 

 

③学習課題をつくり、

学習の計画をたて

よう。 

▲
 

③空から見た小樽港（提供：北海道開発局小樽

開発建
け ん

設
せつ

部小樽港湾事
じ

務
む

所
し ょ

）
 

 

▲
 

④歴史ある倉庫を利
り

用
よ う

した店 

【景
け い

観
かん

】 

 その土地独
ど く

自
じ

の自

然や歴
 

史などがつく

ってきた、特
と く

にすぐれ

たながめや景
け

色
し き

、風
ふ う

景
け い

など
 

。 

この単元の学び 

小
 

樽市では、歴史あるまちなみや景観を生か

して、どのようなまちづくりがさ
 

れているのだろう。 

運河はなぜのこされているのかな。 

歴史あるものとまちづ
くりには、どんな関係
かあるのかな。 

９ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●運
うん

河
が

を守るために～運河保
ほ

存
ぞん

運動～ 

小
 

樽港では昔、沖
おき

にとめた大きな船から小さなはしけ舟
ぶね

に

荷物を積
つ

みかえて海岸まで運び、倉
そう

庫
こ

へ入れていました。船

の数がふえ、効
こ う

率
りつ

よく荷物を入れられるように、運河が建
けん

設
せつ

されました。 

しかし、港が整
せい

備
び

されるなどさまざまな理由から、運河は使
 

われなくなっていきました。さらにまちでは、自
 

動車を使う人が

ふえ、交通じゅうたいが起こるようになりました。そこで小
 

樽

市は、運
 

河をうめ立て、道路をつくろうとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「運河の保存を通して、小樽の人たちは歴
れき

史
し

あるものを

守る大切さに気づいたのだね。」 

 

年
 

 できごと
 

 

１９１４（大
たい

正
しょう

３）年
 

 運
 

河の建設工事が始まる。 

１９２３（大正１２）年
 

 運河が完
かん

成
せい

する。 

１９６６（昭
しょう

和
わ

４１）年
 

 小
 

樽市が運河をうめ立てて道路をつくる計画を立てる。 

１９７３（昭和４８）年
 

 市民２５名
 

によって「小樽運河を守る会」がつくられる。 

１９７８（昭和５３）年
 

 第１回「ポートフェスティバル」が開
 

かれる。 

１９８０（昭和５５）年
 

 
北海道知事が、運河の半分を道路にし、残

のこ

りの半分を整備

することに決める
 

。 

１９８３（昭和５８）年
 

 運
 

河の保存に対して、約１０万人の署名が集まる。 

１９８９（平
へい

成
せい

元）年
 

 道
 

路が全線完成し、今の運河となる。 ▲
 

①多くのはしけ舟で活気あふれる運河 ▲
 

②「小樽運河を守る会」のチラシ 

この時間の問い 
 

運
 

河はどのようにして 

守
 

られたのだ
 

ろう。 

①・②の提
て い

供
きょう

：小樽

市総合博
 

物館 

【小樽市総
そ う

合
ご う

博
は く

物
ぶつ

館
かん

の人の話】 

道路をつくるために倉
 

庫が取りこわされる 

様子を見た一部の市
し

民
みん

が、「このままでは、 

小樽の大切な個
こ

性
せい

や歴
れ き

史
し

がなくなってしま 

う。」と気づきました。 

「大切な運河を守りたい。」と集まり、もよお

しや学習会、署
し ょ

名
めい

など、さまざまな活動をしました。その活動は

いつしか、「運河保存運動」とよ
 

ばれるようになりました。 

活    動 
 
 

①運河が使われなく 
な

 

っていったわけを
調

 

べよう。 
 
②運河の保存をめぐ
って、小

お

樽
たる

市でど
 

の
ようなできごとがあ

 

ったのか調
 

べよう。 
 
③運河の保存に対す
る人

 

々の考えがど
 

のように変
か

わったの
か話

 

し合
 

おう。 
 
 

【「小樽運河を守る会」に参
さ ん

加
か

した人の話】 

「運河は小樽にとって大切だ。」「運河を利
り

用
よ う

して何

か            できないか。」と思
 

うわかい人を中心に、第１回「ポ
 

ー 

トフェスティバル」が開
 

かれました。              

このもよおしには約
や く

８万もの人々が集まり、これをき

っかけに運河のことが全国に知
 

られるようになりました。「ポートフェス

ティバル」には、うめ立て派
は

の人たちも協
きょう

力
りょく

してくれました。保存派
 

とう

め立て派、どちらも「活気あるまちづくりをしたい。」という思
 

いは同じで

した。 

【小樽市総合博物館の人の話】
 

 

保存派
 

の活動は、市民だけではなく全国の    

人々に「運
 

河は大切だ。」という気持ちをよび起こし、

世
せ

ろんとなり、多くの注
 

目を集めました。 

最
さ い

終
しゅう

的
て き

には「運河の半分は道路にし、半分は 整備す 

る」ことになり、全
 

て保存とはなりませんでした。しか 

し、運河を守るために提
て い

案
あん

された数々のアイディアは、「小
 

樽をこういう

まちにしようよ。」という「まちづくり運動」へとつ
 

ながっていきました。 

【保存派】
 

 

○
 

運河の風
ふう

景
けい

には、

小樽がに
 

ぎわって

いたころの思
 

い出

がたくさんあ
 

る。 

○
 

運河を中心とした

歴史あ
 

るまちなみ

の再
さい

生
せい

は、観
かん

光
こ う

の

目玉にな
 

る。 

 

 

【うめ立て派】
 

 

○
 

交通じゅうたいを

なくすには、広
 

い

道路が必
ひつ

要
よ う

だ。 

○
 

港にもっと船が来

てもらうには、便
べん

利
り

な道
 

をつくるべ

き。 

○
 

小樽市議
ぎ

会
かい

で決

まったこ
 

とだから。 

【世
せ

ろん】 

多くの人が賛
さん

成
せい

する考
 

えや意見。 

▲
 

③運河にかかわる主なできごと 

１０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●景
けい

観
かん

を生かした小
お

樽
たる

市のまちづくり 

「屋根のない博
はく

物
ぶつ

館
かん

」と言われるほど、小樽市には歴
れき

史
し

ある

建
たて

物
もの

が多く残
のこ

されています。市は、歴史あるまちなみを守るた

めの条
じょう

例
れい

を定めています
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちのまちを大切に思いながら、小樽の人々は

まちづくりを進
 

めているのだね。」  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市と市民や会社が同じ目的に向かって協力

しているから、今
 

の小樽があるのだね。」 

▲
 

①１８８５（明
めい

治
じ

１８）年に建設さ

れた、旧
きゅう

手
て

宮
みや

鉄
て つ

道
ど う

施
し

設
せつ

（提
て い

供
きょう

：

小樽市総
 

合博物館
 

） 

▲
 

②１９０６（明治３９）年
 

に建設さ

れた、旧日
に っ

本
ぽん

郵
ゆ う

船
せ ん

株
かぶ

式
し き

会
がい

社
し ゃ

小

樽支
し

店
て ん

 

 

 

▲
 

③１９１２（明治４５）年
 

に建
 

設さ

れた、日本銀行旧小樽支
 

店 

 

【小
 

樽の歴史と自然を生かしたまちづくり景観条例】 

小樽には、先人の豊
ゆた

かな感
かん

性
せい

とたゆみない努
ど

力
りょく

によって築
きず

き上げら

れた独
どく

自
じ

の文化や歴史、港
こ う

湾
わん

都市としての魅
み

力
りょく

ある雰
ふん

囲
い

気
き

などの財
ざい

産
さん

がある。…中
ちゅう

略
りゃく

… 

次代を担
にな

う子
こ

供
ども

たちが郷
きょう

土
ど

を愛
あい

し、未
み

来
らい

に夢
ゆめ

と誇
ほこ

りを持てるように、

小樽の個
こ

性
せい

と文化を育て、更
さら

に好
この

ましい都市景観を後世に残し、潤
うるお

い

と活力のあるまちづくりを進めることが、今、私たちに求
もと

められている。

…中略… 

都市景観の形
けい

成
せい

の主役は、私たち市
し

民
みん

である。 

※
 

前文より原文ママ。一部中略 

【条
じょう

例
れい

】 

都
と

道
ど う

府
ふ

県
けん

や市町村などの地方自
じ

治
ち

体
たい

が、独
ど く

自
じ

に定める法
ほう

。 

この時間の問い 
 

景
 

観を生かした小樽

市のま
 

ちづ
 

くりは、ど

のように行
 

われてい
 

るのだろう
 

。 

。 

活    動 
 
 

①小樽市のよさを守
 

るための、市の取
 

り

組みを調べよう
 

。 

 

②調べたことをもと

に、人
 

々は小樽市の

よ
 

さをどのように守
 

ってきたか考
 

えよう 

 

 
 

▲
 

④歴史的建造物ガイドマップ 

【小
 

樽市役所の人の話】 

小樽市では、歴史的
てき

に価
か

値
ち

のある建物を「小樽市指

定歴史的建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

」として指定し、大切に残していくようにしています。建

物の持ち主に対して、建物を残すための費
ひ

用
よう

を市が一部助
じ ょ

成
せい

するな

ど、市と市民や会社が協
きょう

力
りょく

して建物を残すようにしてい
 

ます。 

また、指定されている建物のガイドマップを作
さ く

成
せい

し、市民や観
かん

光
こ う

客な

どに広く知ってもらおうと取り組んでいます。 

▲
 

⑤「小樽市指定歴

史的建
 

造物」に

とりつけら
 

れて

いる表
 

示 

【報
ほ う

道
ど う

】 

新
 

聞やテレビ、ラ

ジオ、雑
ざ っ

誌
し

などで、

できごとが広く世間

に伝
つ た

えられるこ
 

と。 

【小樽市総
そう

合
ごう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

の人の話】 

運
うん

河
が

保
ほ

存
ぞん

運動は、小樽市と市民に「歴史あるもの 

がもつ価
 

値とは何か、それらを保存する意味とは何 

か」を、今
 

一度考えさせてくれるきっかけとなりました。

歴史ある建物を再
さい

利
り

用
よう

している観光しせつや店が多いのも、そ
 

のため

です。 

運河報
ほう

道
どう

によって「一度、小樽の運河を見たい」と思った人々が、全

国から小樽に来ました。
 

今では国内はもちろん、外国からも多くの観
 

光

客が小樽をおとずれるようになりました。 

 
教科書を参

さ ん

考
こ う

に

して、これまでの学
 

習をまとめま
 

しょう。 

１１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

●釧
く し

路
ろ

湿
しつ

原
げん

が広がるまち、釧路市 

あおいさんたちは、釧
 

路市の写真を見たり、地図で釧路地

方の位
い

置
ち

や土地の様子、土地利
り

用
よう

を調べたりし
 

ました。 

 

「北海道の地図を見ると、釧路市は東の方に位

置してい
 

るよ。」 

「地図を見ると、市の北側
がわ

は湿原、南側には太
たい

平
へい

洋
よう

があるね。」 

 

「湿原は 4つのまちに囲
かこ

まれているね。」 

 

あおいさんたちは、釧路で自然の保
ほ

護
ご

にたずさわる人に、   

釧
 

路湿原はどのような所なのか聞いてみました
 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「絶滅危惧種も生息しているのだね。」 

 

「釧路地方は、自然環
かん

境
きょう

にめぐまれているね。どの

ように自
 

然を大切にしているのかな。」 

あおいさんたちは、疑
ぎ

問
もん

に思ったことや調べてみたいことをもとに、学
 

習問題をつく

って予想し、学習の計画を立
 

てました。 

 

 

(４)自然を生かしたまちづくり  【せんたく】 

この時間の問い 
 

釧路市はどのようなと

ころなのだろう。 

活    動 
 

①釧路市の様子を、

写真や地図で調
 

べ

よ
 

う。 

 

②釧路湿原はどのよ

うな所
 

なのか聞
 

い

てみよう。 

 

③学習問題をつくり、

学
 

習の計画を立て

よう
 

。 

 
この単元の学び 

釧
 

路地方の人々は、どのように自然とかかわっているのだろう。 

 

▲
 

①空から見た釧路湿原 

▲
 

②地図で見る釧路湿原のはんい 

▲
 

③木道を歩いて湿原を楽しむ人々 ▲
 

④釧路川でカヌーを楽しむ人々 

【釧路湿原国立公園の自然保護官
かん

の人の話】 

釧路湿原は日本で１番大きな湿原で、面
めん

積
せき

は約
やく

２５８㎢。これは、日本の全ての湿原の約３

０ ％
パーセント

になります。 

釧路地方は、気温が低
ひく

く湿
しつ

度
ど

が高い地
ち

域
いき

です。そのため、植物の分
ぶん

解
かい

に時間がかかるので、湿原の地下

には泥
でい

炭
たん

という土が広がります。この泥炭のおかげで、釧
 

路湿原には水をきれいにしたり、こう水を防
ふせ

いだり

とさまざまな効
こ う

果
か

があります。また、カヌーやトレッキング、乗馬体
たい

験
けん

などができ、年間４０万人が世界中から

お
 

とずれます
 

。 

釧路湿原は生き物の宝
ほう

庫
こ

です。国の特
と く

別
べつ

天然記
き

念
ねん

物のタンチョウをはじめ、絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

のオオワシやオ

ジロワシなど２０００種
しゅ

類
るい

をこえる生き物がすんでいます。 

 

【絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
し ゅ

】 

動植物の中で、1個
こ

体
たい

も生
せい

存
ぞん

しなくなった

状
じょう

態
たい

を「絶滅」したとい

い、そ
 

のおそれが最
もっと

も

大きな状態の種
 

のこと。 

１２ 



 

 

 

 

 

 

 

自然を守る地
ち

域
いき

の人々 

あおいさんたちは、釧
 

路湿原に多くの貴重な生き物がすん

でいるわけを教
 

えてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「取り組みは、他にもあるのかな。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べてみると、地
ち

域
いき

の人がおおぜい集まって、湿原を守
 

るために活動していること

がわかりました。参
さん

加
か

している方に話を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「釧路地方の多くの人の協力があって、湿原は守
 

られているのだね。」 

 

▲
 

①釧路湿原に生息するタンチョウの親子 ▲
 

②釧路湿原にしかさかないクシロハナシノブ 

この時間の問い 

 

なぜ、釧
くし

路
ろ

湿
しつ

原
げん

には

さ
 

まざまな生
 

き物が

すんでい
 

るのだろう
 

。 

活    動 
 

①釧路湿原に貴
き

重
ちょう

な

生
 

き物がすんでい

るわ
 

けを調べよう
 

。 

 

②湿原を守る、活用す

る人
 

たちの取り組
 

みを調べよう
 

。 

 

③調べてわかったこと

をノ
 

ートに書
 

こう。 

 

【釧
 

路湿原国立公園の自然保
ほ

護
ご

官
かん

の人の話】 

  かつて、釧路湿原は畑や住
じゅう

宅
たく

へと開発されていきました。それに

対して、地元の研究者や自然保護団
だん

体
たい

が湿原を守るために活動を始め、１９８

０（昭
しょう

和
わ

５５年）に日本で最
さい

初
し ょ

のラムサール条
じょう

約
やく

登
と う

録
ろ く

湿
しっ

地
ち

になり、その後、国立

公園にも指定されました
 

。 

こうして釧路湿原には、ほぼ手つかずの湿原が広く残
のこ

ることになりました。湿

原の中には、生きるために広い面
めん

積
せき

を必
ひつ

要
よう

とするタンチョウなどが子育
 

てをして

います。 

また氷
ひょう

河
が

期
き

時代からの生き残りといわれるクシロハナシノブやハナタネツケ

バナ、キタサンショウウオなど、すずしい気
き

候
こ う

の釧路湿原だからこそ生息してい

る生
 

き物もいます。 

▲
 

③植物の状
じょう

態
た い

をかんさつする ▲
 

④湿原の清
せい

掃
そ う

活動 

【釧路湿原の環
かん

境
きょう

保護に協
きょう

力
りょく

している人の話】 

２０１９（令
れい

和
わ

元）年現
げん

在
ざい

、釧路湿原国立公園は多く

の人たちによって保護されています。釧
 

路湿原国立公園では、７５人が

パークボランティアとして、ゴミ拾
 

い活動や釧路湿原のみりょく発
はっ

信
しん

な

どを行っています。また、かつての釧路湿原を取りもどすために、さまざ

まな人
 

が取り組みを進めています。 

③・④の提
てい

供
きょう

：環
かん

境
きょう

省
しょう

釧路湿原自

然保護官事
じ

務
む

所
し ょ

 

【パ
 

ークボランティア】 

国
 

立公園において、 

解
かい

説
せつ

活動や美化清掃、

利
り

用
よ う

しせつの簡
かん

単
た ん

な維
い

持
じ

修
しゅう

理
り

や自然保護の大

切さを知
 

らせることを目
も く

的
て き

として、これらの活動に

協
 

力する人
 

々。 

２０１９（令
 

和元）年現
 

在、全国の２５国立公園

の４０地
 

区において、それ

ぞれの地
 

区の特
と く

ちょうに

合った計画に沿
そ

って、さま

ざまな活
 

動を行っていま

す
 

。 

▲
 

⑤川からあふれた水が湿原に流れ込む様子 

   （提供：北海道開
かい

発
は つ

局
きょく

釧路開発建
け ん

設
せつ

部） 

 

湿
 

原は、大雨の時に川から

あふれた大
たい

量
りょう

の水を貯
た

めるこ

とができるので、水
すい

害
がい

を防
ふせ

ぐ

役割
やくわ り

もあります。 

１３ 



 

 

 

 

 

 

日
 

本最
さい

大
だい

の国立公園 

北海道の中央に位
い

置
ち

する大
だい

雪
せつ

山
ざん

国立公園は、陸
り く

では日本

最大の山
さん

岳
がく

公園です。多くの山々が連
つら

なり、その中で貴
き

重
ちょう

な動植物が生息しています。その自然を楽しみに、年間７～

１０万人ほどが各
かく

地
ち

よりおとずれます。 

 

荒
あ

れていく登山道 

全てをつなげると約
やく

３００ｋｍにもなる登山道では、さまざま

な場
 

所で道がくずれ土が流され、植
 

物がへっているという問

題が起きています。こわれた木
 

道につまずいて、大けがをする

という事
じ

故
こ

が起きたこともあります。そこで近年、国や道、地
ち

域
いき

に住む人たちが協
きょう

力
りょく

し合い、登山道を整
せい

備
び

しようという取り

組みが始まりました。 

 

 

よ
 

りよい地域づくりを目指すこれらの取り 

組みは、広
 

がりを見せています。 

 

 

 

何
 

をして 

い
 

るのかな？ 

ひ
 

ろげる 

▲
 

①ホソバウルップソウ
 

 

【大
 

雪山国立公園】 

道
 

中央部に位置し、北海

道最
さい

高
こ う

峰
ほう

の旭
あさひ

岳
だけ

（２２９１

ｍ
 

）を中心に、「北海道の屋
 

根」といわれる一帯です
 

。 

アイヌの人
 

々に“カムイミ
 

ンタラ—神々の遊ぶ庭
 

”と

いわれ、氷
ひょう

河
が

期
き

の生き残
のこ

り

とされるナ
 

キウサギやウス

バキチョウなど、希
き

少
しょう

な

生態
せいたい

系
けい

の宝
ほう

庫
こ

です
 

。 

 

大
 

雪山国立公園地図 

https://www.env.go.jp

/park/daisetsu/point/i

ndex.html 

（環
かん

境
きょう

省
しょう

Ｈ
ホーム

Ｐ
ページ

） 

【大雪山国立公園の自然保
ほ

護
ご

官
かん

の人の話】 

大雪山の高山帯
たい

は広大で、その高山植物群
ぐん

落
ら く

の規
き

模
ぼ

とゆたかさは他にはないも

のです。２０１９（令
れい

和
わ

元）年現
げん

在
ざい

、高山帯に分
ぶん

布
ぷ

する植物としては約
やく

２５０種
しゅ

類
るい

以
い

上
じょう

が記
き

録
ろ く

されてお

り、ホソバウルップソウなどそのうち１１種類は、大雪山にしか見られません
 

。 

 人が歩いたり、雨がふったりすることで登
 

山道の土が流され、だんだん深くほれることで、登山道わ

きの高山植物は減
げん

少
しょう

します。 

登山道を適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

するために、大雪山のような広大な公園の場合、たくさんの人の協力が必
ひつ

要
よう

です。 

近年では、民
みん

間
かん

やボランティアによる登山道補
ほ

修
しゅう

イベントが行われ、多くの人が自然を守る取り

組みに参
さん

加
か

し、保
ほ

全
ぜん

の輪
わ

が広がっています。 

登山道や自
 

然を守る取り組みは、登山者や野生動植物のためだけではありません。山にふり積
つ

も

った雪は、時間をかけて地下を流れ、わたしたちの飲み水などの生活水となります。自然を守ること

は、わたしたちの生活をも守ることにつながります
 

。 

【保
 

護にたずさわる 

「大雪山 山
やま

守
も り

隊
たい

」の人の話】 

自
 

然ゆたかな国立公園の登山道を直すためには、自然

の力を助ける方
ほう

法
ほう

で行いたいと考えています
 

。 

多くの人手や費
ひ

用
よう

が必要な仕事ですが、国や道、そして

山を楽しむ一
いっ

般
ぱん

の人たちをつなぐことで、少
 

しずつ直してい

くことができるのではないかと考えました
 

。 

山を歩くことが山を痛
いた

めていると感じていた人たちが、

「山を直す」という新しい楽しみを体
たい

験
けん

してくれるようにな
 

っ

たことがうれしいですね。これからも、多くの人たちが大雪山

を楽しめるように活動を続
つづ

けていきます
 

。 

▲
 

②植物が根付くようにヤシネット

を設
せっ

置
ち

 

▲
 

③各地から参加する
 

多くのボランティア
 

 

教科書を参
さん

考
こ う

にして、これまでの学
 

習をまとめよう
 

。 

 全てをつなぐと３００km もあるんだね。車では行け
ないところばかりなのに、どのように整備するんだろ
う？ 

 山を利用する人たちと国や道が力を合わせて少しずつ直し
ているんだね。今度山に行くことがあったら登山道の様子を注
意して見てみようかな。 

１４ 



 

 

 

 

 

 

 

●国
こ く

際
さい

交流がさかんなまち、札
さっ

幌
ぽろ

市 

あおいさんたちは、札幌市で行われる「さっぽろ雪まつり」

の写真を見て、気づいたことを話
 

し合いま
 

した。 

 

「たくさんの人が雪まつりを楽しんでいるね。」 

 

「外国から来て、雪まつりに参加している人もい

るよ。」   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「札幌市では他にも、音楽祭やスポーツの大

会など、外
 

国からたくさんの人が集まるもよお

しが行
 

われているね。」 

「札幌市をおとずれたり、住んだりする外国の

人の数
 

もふえているそうだよ。」 

「市では、外国の人とどのような交流をしたり、住む人のためにどのよう

な取り組みをし
 

たりしているのか
 

な。」 

    あおいさんたちは、話し合ったことをもとに学習問題をつくり、学習の計画を立
 

て 

ました。 

 

 

 

 

 

(５)世界とつながる地域 

この時間の問い 
 

札幌市はどのようなと

ころなのだろう。 

活    動 
 

①札幌市で行われ

る、外国の人が参
さん

加
か

するもよおしを調
 

べよう。 

 

②外国の人は、どのよ

うな目
も く

的
てき

で札幌市

をおとずれるのか

調
 

べよう。 

 

③学習問題をつくり、

学
 

習の計画を立て

よう
 

。 

 

この単元の学び 
札幌市では、外国の人々とどのように交流し、共

とも

にくらすためにど
 

のような
取り組みをしているのだろう。 
 

▲
 

①さっぽろ雪まつり ▲
 

②国際雪
せつ

像
ぞ う

コンクールに参加する外国の人

（提
て い

供
きょう

：さっぽろ雪まつり実行委員会） 

【外
 

国語ボランティアの人の話】 

雪まつりは毎年、国内外から２５０万人以
い

上
じょう

がおとず 

れる世界的なもよおしです。外国からのお客
 

様に言葉 

のていこうなく楽
 

しんでもらえるように、期間中にのべ

１５０人の外国語ボランティアが、雪まつりの案
あん

内
ない

や札幌のみりょくのし

ょうかいをし
 

ています。 

▲
 

③外国の人に案内をする外国語ボランティア 
▲

 

④札幌市に宿はくする外国の人の数の変
へ ん

化
か

（出
しゅっ

典
て ん

：札幌市「札幌の観
かん

光
こ う

」） 

▲
 

⑤パシフィック・ミュージッ

ク・フェスティバル 

 札幌や北海道は外国と、どのようなつながりがあるのかな。 

 札幌では外国の人たちと、何か交流をしているのかな。 

１５ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国
こ く

際
さい

交流の取り組み 

札
 

幌市は、五つの外国の都市と姉妹・友好都市の関係を

結
 

んでいます。 

「いろいろな国の都市と交流しているね。どのよ

うに交流しているのか
 

な。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相手の国や地
ち

域
いき

の文化を知るためのもよおしが開
 

かれていることもわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スポーツや文化、もよおしなど、たくさんの場面で交流があるね。」 

 

「他の姉妹都市や友好都市とは、どのような交流があるのか調べて

みたいな。」 

この時間の問い 
 

札幌市では、どのよう

な国際交流が行われ

ているのだろう。 

活    動 
 

①札幌市が姉妹・友

好都市の関係
かんけい

を結
むす

んでいる都市を調

べよう。 

 

②市が取り組む交流

について調べよう。 

 

大
テ

田
ジョン

広
こう

域
いき

市
 

 

 

（韓
かん

国
こく

） 

瀋
しん

陽
よう

市
 

 

 

（中
 

国） 

ミュンヘン市
 

 

 

（ド
 

イツ） 

ノボシビルスク市
 

 

 

（ロ
 

シア） 

ポートランド市
 

 

 

（ア
 

メリカ） 

▲
 

①札幌市の姉妹・友好都市とその国、国
こ っ

旗
き

 

【札幌市
 

役所の人の話】 

 市では、交流がある国へスポーツの選
せん

手
しゅ

団をはけんし

たり、札幌で行われる大会に外国の方を招
しょう

待
たい

したりするなど、スポー

ツや文化を通
 

した交流がさかんに行われています。 

他
 

にも、中学生や高校生がおたがいの国をおとずれて、ホームステ

イをする交流があります。札
 

幌市に来たときには、市内のしせつを見学

したり茶道や着物の着付けなど日本文化を体
たい

験
けん

してもらったりしてい
 

ます。 

市で働
はたら

く国際交流員が市内の小中学校に出向き、それぞれの国の

言葉や文化を知ってもらう取り組
 

みなども行われています。 

▲
 

③ミュンヘン大橋 

 

▲
 

④ミュンヘン・クリスマス市 in 

Sapporo 

 

【札幌市
 

役所の人の話】 

          例
たと

えば、ドイツのミュンヘン市とは次のようなかかわりがあ

ります
 

。 

１９８７（昭
しょう

和
わ

６２）年、姉妹都市の関係を結んで１５周年に豊
とよ

平
ひら

川に

建
けん

設
せつ

し始めた橋は、「ミュンヘン大橋」と名づけられました。塔
と う

からなな

めに張
は

ったケーブルで橋をささえる造
つく

りは、ドイツを中心に広まったも

のです。歩
 

道中央部のバルコニーには、ミュンヘン市の建
たて

物
もの

のレリーフ

がかざられています
 

。 

 ２００２（平
へい

成
せい

１４）年には、姉妹都市３０周年を記
き

念
ねん

して「ミュンヘン・

クリスマス市 in
イン

 Sapporo
サ ッ ポ ロ

」が開かれました。ドイツの伝
でん

統
と う

行事である

クリスマス市を再
さい

現
げん

し、ドイツやミュンヘンの文化をしょうかいするため

に始まりました。このもよおしは以
い

後
ご

毎年行われ、１００万人以
い

上
じょう

がおと

ずれる冬の名物となりました。 

 ２０１７（平
 

成２９）年に、姉妹都市の関係を結んで４５周年をむ
 

かえま

した。 

 

【姉
し

妹
まい

・友
ゆう

好
こ う

都
と

市
し

】 

環
かん

境
きょう

や歴
れき

史
し

がに
 

ているこ
 

となどから交流を始
 

め、おた

がいの理
り

解
かい

やつながりを深

め合
 

っている都市のこと
 

。 

【国
こ っ

旗
き

】 

その国を表す印
しるし

として使

われる旗
はた

で、その国の人々の

思
 

いがこめられてい
 

ます。ど

の国
 

の国旗も、大切にあ
 

つ

かわれなくてはな
 

りません。 

 上富良野はカナダのカムローズ市と友好都市として
交流を続けてきているんだよ。 

▲
 

②着物の着付け体験 

１６ 



 

 

 

 

 

 

●外国の人と共
とも

にくらすために 

札幌市では、
 

市と札幌国際プラザが協
きょう

力
りょく

して、外国の人に

向けてさまざまな交流活動を行ったり、外国の人の生活をささ

えるための取り組みを行ったりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「さまざまな活動を通して日本のことを知ってもらい、外国の人にとって

住
 

みやすいまちにしようとし
 

ているね。」 

 

「わたしたちも同じように、外国の人の文化や習慣を知
 

り、わかり合うこと

が大切だね。」 

 

この時間の問い 

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

では、外
 

国の

人と共
 

にくらすた
 

め

に、どのような取
 

り組

みをし
 

ているのだ
 

ろ

う。 

 

活    動 
 

①外国の人と共にくら

すための取
 

り組み

を調
 

べよう
 

。 

 

②外国の人と、これか

らもよ
 

りよい交流を

続
つづ

けていくために、

大
 

切なことを考
 

えよ

う
 

。 

 

 外国の人が 1万 3000人も住んでいるんだね。上富良野でもス
ーパーなどで見かけることがあるよね。 

▲
 

①札幌市に住む外国の人の数の変
へん

化
か

   （出
しゅっ

典
てん

：札幌市「札幌市統
と う

計
けい

書
し ょ

」） 
▲

 

②英語に訳されたさっぽろ子育てガイド 

【札
 

幌国際プラザの人の話】 

  

 札
 

幌市には、およそ１万３０００人の外国の人がく
 

らしてい

ます。外国の人にとってくらしやすいまちになるように、札幌国際プラザ

では市や市
し

民
みん

ボランティアの方々と協力しながら活
 

動しています。 

交流活動として、着物の着付けや日本の遊び、もちつき体
たい

験
けん

などを

行い、日
 

本の文化をしょうかいしています。これらは、外国の人が市民

と交流したり、楽
 

しみながら日本の文化や言葉を学んだりする機
き

会
かい

と

なっています
 

。 

 災
さい

害
がい

が多い日本でくらすためには、防
ぼう

災
さい

や災害時にすることなどを知

ってもらうことが大切です。ツアーを計画して、「札幌市総
そう

合
ごう

防災訓
くん

練
れん

」への参
さん

加
か

をよびかけています。救
きゅう

助
じ ょ

や消火の訓練は、町内会や小

中学生の人たちといっしょに行います。参
 

加者どうしの交流も生まれ、

共
きょう

助
じ ょ

の気持ちをもつ場
 

にもなっています。 

【札
 

幌国際プラザの人の話】 

 外国の人への手
 

助けというと、少し前までは道
みち

案
あん

内
ない

や

観
かん

光
こ う

ガイドが中心でした。 

しかし最
さい

近
きん

では、市役所の手
て

続
つづ

きや保
ほ

育
いく

所
し ょ

の見学について行った

り、子どもたちの学習を手
て

伝
つだ

ったりするようにもなりました。市が配
はい

布
ふ

す

るパンフレットを英
えい

語
ご

に訳
やく

したり、多言語メールで生活情
じょう

報
ほう

を発
はっ

信
しん

した

りするなど、生活そのものの手助けがふ
 

えてきま
 

した。 

わたしたちが外国の人と接
せっ

して感じたことは市に伝え、これからの取

り組みに生
 

かしてもらっています。 

外国の人が日本で生活するとき、言葉・制
せい

度
ど

・心の「３つのかべ」を

感じると言われています。活動を通
 

して、さまざまな国の人が文化や習
しゅう

慣
かん

のちがいにかかわらず、おたがいをみとめ合い、地
ち

域
いき

の一員として

生活できることを目
 

指しています。 

▲
 

③もちつき体験 

▲
 

④防災訓練に参加する外国の人 

▲
 

⑤さまざまな食文化や食習慣をもつ人のためのレストランガイド 

１７ 



 

 

 

 

 

 

●空のげんかん 新
しん

千歳
ち と せ

空港
く う こ う

  

新
 

千歳空港がある千歳市は、道路や鉄道などで札
さっ

幌
ぽろ

市と

結
むす

びついていて、北海道の空のげんかんとしての役
やく

割
わり

を果
は

た

してい
 

ます。 

                国
こ く

際
さい

線はさまざまな国と結ばれていて、利
り

用
よう

する人
 

がふえて

います。特
と く

に、中国や韓
かん

国
こ く

などアジアから来
 

る人が多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●海のげんかん 苫
とま

小
こ

牧
まい

港
こ う

 

苫
 

小牧港がある苫小牧市も、道路や鉄道などで札幌

市と結
 

びついていて、北海道の海のげんかんとしての役

割を果
 

たしています。 

苫小牧港からものを外国に送ったり（輸
ゆ

出
しゅつ

）、外国から

仕入れたり（輸
ゆ

入
にゅう

）するコンテナの量
りょう

は、北海道の港全

体の約
やく

４分の３になります。 

 苫小牧港は、１９７８（昭
しょう

和
わ

５３）年にニュージーランド

のネ
 

ーピア港と姉妹港に、１９８５（昭和６０）年に中国の

秦
しん

皇
のう

島
と う

港と友好港になり、交
 

流が行われています。 

 このように、わたしたちの住
 

む北海道は、人やもの、文

化などが行き交
 

うことによって、他の国々とつながってい

るのです。 

 

 

この時間の問い 

 

北海道は、外
 

国とど

のように
 

つながってい
 

るのだろう
 

。 

 

 

活    動 
 

①人やものが外国か

ら北
 

海道に来る方

法を調
 

べよう
 

。 

 

②北海道と外国は、ど

のようなつ
 

ながりが

あ
 

るかを考えよう
 

。 

▲
 

①新千歳空港に来るさまざまな外国の飛
ひ

行
こ う

機
き

 

（提
てい

供
きょう

：北海道開
かい

発
はつ

局
きょく

札幌開発建
けん

設
せつ

部） 

 

▲
 

②２０１９（令
れい

和
わ

元）年１２月時点の、新千歳空港国際線航
こ う

空
く う

路線（※季
き

節
せつ

運
うん

航
こ う

路線あり） 

▲
 

③国際線を利用する人の数の変
へん

化
か

（出
しゅっ

典
てん

：国土交通省
しょう

「暦
れき

年
ねん

・年

度別空港管
かん

理
り

状
じょう

況
きょう

調書」） 

万
 

人 国
 

 名 入国者数（人
 

） 

中
 

 国※ ８
 

０６２１７ 

韓
 

 国 ５
 

４９０６０ 

タ
 

 イ １
 

３９６０５ 

マ
 

レーシア ６
 

４５６５ 

シ
 

ンガポール ２
 

９２３８ 

ア
 

メリカ ２
 

４３８２ 

その他
 

 ８
 

１５２３ 

※中国には、台
たい

湾
わん

や香
ほん

港
こん

、その他の地
ち

域
いき

をふくむ 

▲
 

④２０１８（平成３０）年に、新千歳空港

から入
 

国した外国の人の数（出典：

法
ほう

務
む

省「出入国管理統
と う

計
けい

」） 

グラフから海外に行き来をする人が、どんどん増えてきているのがわかるね。 

▲
 

⑤苫小牧港にとまる国際コンテナ船 
▲

 

⑥外国とつながる苫小牧港（※中けい港をふくむ
 

） 

▲
 

⑦ネーピア港 

（ニュージーラ
 

ンド） 

▲
 

⑧秦皇島港（中国） 

どんな物を外国とやり取りしているのか気になるね。 

１８ 



 

 

いつ できごと 人口 

1807 文化 4 ・近藤重蔵らが石狩川をたんけんして，上川地方まできた。  

1857 安政 4 ・松前藩の役人，松田市太郎らがはじめて十勝岳にのぼり，このあたりを

調べた。 

 

1858 5 ・松浦武四郎らが富良野地方をこえて，十勝に行く。  

1869 明治 4 ・開拓使の役所がおかれ，８月１５日に「えぞ地」というよび名を「北海道」

と改めた。 

 

1897 30 ・４月１２日，三重団体（田中常次郎ら８名）が，草分に入地した。家族は５

月４日にきて，全部で１８戸となった。 

 

1899 32 ・９月１日，富良野郵便局（現上富良野郵便局）ができた。 

・１１月１５日，旭川と上富良野の間に鉄道が開通した。 

・富良野戸長役場が上富良野におかれた。 

（今の南富良野，富良野，中富良野，上富良野のはんい。） 

 

1900 33 ・田中常次郎，山口五平が，上富良野で初めて稲をつくる。 

・創成小学校ができた。 

・東中小学校ができた。 

・８月１日，鉄道が富良野までのびた。 

 

1902 35 ・上富良野小学校ができた。 

・上富良野神社ができた。 

 

1903 36 ・下富良野をどく立させ，上富良野村と改めた。 3,160 

1904 37 ・上富良野巡査駐在所ができた。  

1908 41 ・江花小学校ができた。  

1910 43 ・江幌小学校ができた。 

・私設「上富良野消防組」ができた。 

7,738 

1911 44 ・里仁小学校ができた。 

・日新小学校ができた。 

 

上富良野町のできごと



・電話の通話が始まった。 

1912 45 ・公設「上富良野消防組」ができた。  

1917 大正 6 ・旭野小学校ができた。 

・中富良野村を分村した。 

 

1920 9 ・市がい地に，電灯がついた。 10,691 

1926 15 ・５月２４日，十勝岳が爆発した。  

1930 昭和 5 ・山本運送店で，初めてトラックを買い入れた。  

1934 9 ・清富小学校ができた。  

1941 16 ・１２月８日，太平洋戦争が始まった。  

1945 20 ・８月１５日，戦争が終わった。  

1947 22 ・上富良野中学校，東中中学校ができた。 12,484 

1948 23 ・上富良野高等学校ができた。 

・えん線に，バス（道北バス）が通るようになった。 

・ラベンダーのさいばい（東中・上田美一）が始まる。 

 

1949 24 ・６月１０日，北栄区に大火事があった。  

1950 25 ・日新中学校，江幌中学校ができた。 

・８月１日，町制がしかれた。 

13,261 

1951 26 ・上富良野町公民館ができた。  

1952 27 ・教育委員会ができた。  

1955 30 ・陸上自衛隊駐屯地ができた。 16,918 

1957 32 ・富良野線に，ディーゼルカーが走るようになった。  

1958 33 ・町立病院ができた。  

1962 37 ・６月２９日，十勝岳噴火，死者４名，ゆくえ不明１名 

・旭野小学校を，上富良野小学校にとう合した。 

 

1964 39 ・江幌中学校を，上富良野中学校にとう合した。  

1966 41 ・日新中学校を，上富良野中学校にとう合した。 

・８月，日新ダムの工事が始まった。 

・上富良野西小学校ができた。 

 



1967 42 （創成・江花小学校をとう合，上五区一部西小校区となる。） 

・町営日の出スキー場ができた。 

 

1968 43 ・農村集団電話ができた。  

1970 45 ・上川南部消防事務組合ができた。 15,791 

1971 46 ・公民館（福祉センター）ができた。  

1972 47 ・上水道ができた。  

1973 48 ・里仁小学校を，上富良野西小学校にとう合した。 

・老人福祉センターができた。 

 

1974 49 ・日新ダムが完成した。  

1976 51 ・上富良野高等学校が道立高等学校になった。 

・１２月，東中会館ができた。 

 

1977 52 ・町営野球場が完成した。  

・日の出公園が完成した。 

 

1978 53 ・郷土館ができた。 

・東中地区かんい水道給水が始まった。 

 

1979 54 ・日新小学校を，上富良野西小学校にとう合した。 

・上富良野町学校給食センターができた。 

 

1980 55 ・農村集団電話が一般電話に切りかえられた。 

・島津公園が完成した。 

 

1981 56 ・東中小学校が改築された。  

・８月２３日，台風１５号による災害で７億６０００万円の被害をうけた。 

・町花にラベンダー，町木にアカエゾマツが決まる。 

 

1982 57 ・上富良野小学校校舎が増改築された。  

1983 58 ・防災行政無線通信しせつができた。 

・町制施行３０周年を記念して「まちの映画」ができた。 

 

1984 59 ・上富良野小学校体育館が改築された。 

・上富良野十勝岳災害復興６０周年記念。三浦綾子が執筆した「泥流地

帯」の文学碑が建てられた。 

 



・特別養護老人ホーム「ラベンダーハイツ」ができた。 

1985 60 ・カナダ・アルバータ州カムローズ市と上富良野町が友好都市になった。 14,127 

1987 62 ・社会教育総合センターができた。  

1988 63 ・国道２３７号線上富良野バイパスが完成した。 

・１２月，十勝岳が噴火した。 

 

1990 平成 2 ・江幌小学校が改築された。 13,265 

1991 3 ・草分防災センターができた。 

・Ｂ＆Ｇプールができた。 

・じょう化センター（下水道）ができた。 

・泉栄防災センターができた。 

 

1992 4 ・デイサービスセンターができた。 

・東中じょう水場（上水道）ができた。 

・学校週５日制が始まった。 

 

1993 5 ・東中コミュニティ広場ができた。 

・戦後最大の冷害に見まわれた。 

 

1994 6 ・清富小学校が改築された。 

・ラベンダー発祥の碑が建てられた。 

 

1995 7 ・武道館が完成した。 12,881 

1996 8 ・西保育園が新築された。 

・農業情報センターが完成した。 

 

1997 9 ・開基１００年記念式典が開催された。 

・三重県津市と姉妹都市となった。 

・かみふらの歴史広場，開拓記念館ができた。 

・軽費老人ホーム「ハイムいしずえ」ができた。 

 

1999 11 ・クリーンセンターができた。 

・ショートステイができた。 

 

2000 12 ・ペットボトルを加えて６種類のゴミ分別収集に変更された。 

・郷土芸能資料館が完成した。 

12,809 



・上富良野西小学校が改築された。 

・東中小学校開校１００年記念式典が開催された。 

2001 13 ・交通死亡事故ゼロ５００日達成。 

・東中コミュニティ広場パークゴルフ場ができた。 

・日の出公園オートキャンプ場が完成した。 

・新たにプラスチック類のゴミ分別が開始された。 

 

2002 14 ・上富良野小学校開校１００年記念式典が開催された。 

・ゴミ処理が有料化となった。 

 

2003 15 ・上富良野町パークゴルフ場が完成した。 

・上富良野高等学校新校舎が完成した。 

 

2004 16 ・第１回「かみふらの花と炎の四季彩まつり」が開催された。 

・保健福祉総合センター「かみん」がオープンした。 

 

2005 17 ・上富良野町図書館，愛称「ふれんど」が開館した。 12,352 

2006 18 ・清富小学校を，上富良野西小学校にとう合した。 

・十勝岳火山防災マップが発行された。 

 

2007 19 ・交通死亡事故ゼロ１０００日達成。  

2008 20 ・富良野広域連合がつくられた。  

2009 21 ・富良野広域連合消防がつくられた。 

・かみふらの特・得商品券（プレミアム商品券）が発売された。 

 

2010 22 ・江幌小学校開校１００周年を迎えた。 11,545 

2012 24 ・十勝岳で発光現象が確認された。  

2013 25 ・上富良野の観光の公式キャラクター「らべとん」が誕生した。  

2014 26 ・東中中学校を上富良野中学校にとう合した。 

・上富良野小学校が改築された。 

 

2015 27 ・江幌小学校を上富良野西小学校にとう合した。 

・交通死亡事故ゼロ２０００日達成。 

・駐屯地創立６０周年の記念行事が行われた。 

1０,8２６ 

2016 28 ・防災マップ（全戸配布）と防災ハンドブック（2,000部）が作成された。  



 

・上富良野町生産のラベンダーポプリを原料とした「富良野ラベンダーテ

ィー」発売(ポッカサッポロフード・アンド・ビバレッジ株式会社) 発売記念

イベントとして、東京ドームで日本ハムファイターズ対ソフトバンクの始球式

を町長が務める。 

・日本画家の後藤純男氏が上富良野町へ本画 136点、素描 235点、

計 371点を寄贈する。 

・第 1回かみふらの収穫祭が開催された。 

2017 29 ・上富良野西小学校開校 50周年記念式典が開催された。  

2018 30 ・交通事故死ゼロ 3000日達成 交通安全町民大会が開催された。 

・第４０回かみふらの花と炎の四季彩まつりで、10年ぶりに「ラベンダー

結婚式」が復活した。 

・上富良野中学校で開校 70周年記念式典と校舎改築落成記念式典が

開催された。 

 

２０２０ 令和２ ・新型コロナウイルス（COVIO-19）の世界的流行により、町に対策本部

が設置された。 

・上富良野高校で上富良野学校給食センターからの給食がスタートした。 

 

１０，３４８ 

2022     ４ ・中学生まで医療費無料になった。 

・十勝岳ジオパークが認定された。 

 



あとがき 

 社会科とは、日々のくらしがどうやってつくられているかを学び、どうすればみん

ながよりよい暮らしができるようになるかを考える教科です。３、４年生では、私たち

が暮らす上富良野町や北海道のことを中心に学習を進めていきます。 

    社会科の学習では、 

 ①わからないことや知りたいことから学習問題をつくる 

     ②情報を集めて調べる 

 ③わかったことを整理して自分の言葉でまとめ、お互いの考え 

       を交流する 

 ④次の学習やよりよい暮らしのために、学習したことをつなげる 

 この４つの場面を繰り返しながら学習を進めることが大切です。 

 この社会科副読本「かみふらの」の中には、上富良野町や北海道のことを調べ

るヒントがぎっしりつまっています。この副読本で、上富良野町の良さや町を支えて

いる人たちについて学習し、町の皆さんの思いや願いを感じ取りながら学習を深

めてほしいと思います。また、上富良野町のことを深く学ぶことで、この町をもっとも

っと好きになって、この町を誇りに思い、さらに日本や世界へと視野を広げてほしい

と願っています。 

 最後に、副読本の編纂に当たり多くの皆様からご協力、ご助言をいただきました

ことを編纂委員一同、心より感謝申し上げます。 

                  社会科副読本「かみふらの」編纂委員長（第１２次改訂） 

駒 井     崇 
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